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同
学
会
が

京
大同
学
会
は
十
一日
、
「尺
学
管
理

運
営
に関
する
中
聞
報
告
案
」
の
問
題

点
に
つ
いて
、
岡
委
の
委
員
長
で
あ
る

平
沢
総
長と
会
見
し
た
。
席
上
、総
長

は
池
田発
需
な
ど
に
み
ら
れ
る
大
学
管

総
長
会
見

'理
法
制
定
は
危
険
な
方
向
を
目
指
す
も

の
て
委
員
会
と
し
て
も
大
学
の
自
治
を

守
る
た
め
に
そ
の
間
題
点
を
検
討
し
て

一い
る
、
と
の
へた
。

ま
た報
告
案
中
の
個
々
の
問
題
点
に
つ

}

い
て
は
①
教
授
の
任
命
に
つ
い
て
「教

授
会
決
定
を
評
議
会
で
再
審
査
し
、
学

長
が
承
認
す
る
」
の
部
分
は
不
適
当
.

②
評
議
会
、
教
授
会
が
各
々
学
長
、
学

部
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
点
を
明
碓
化

す
る
と
政
府
に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が
十

分
あ
る
.
③
学
長
選
挙
権
に
つ
い
て
は

池
田
自
民
党
内
閣
によ
る
大
学
管
理

運
営
制
度
へ
の
志
向
に
は教
冒
の聞

で
も
反
対
の
声
が大
き
く名
学
部
ご

と
の
取
り
組
み
も
し
だ
い
に活
発
化

レ
て
き
て
いる
.

人文、経で反対を明文

5層

ロ
=

ず
で
に人
文
科
研
、
経
済
学
部
で
は

要
望
雷
の
よ
う
な
形
で
教
冒
全
体
の

反
対
の
声
を
ま
と
め
て
文
部
省
、
中

教
審
な
ど
関
係
当
局
、
他
大
学
、
平

}
沢
総
畏
、
各
学
部
な
ど
へ送
って
い

↑「

る
し
、そ
の
両
学
部
、
文
、法
学
部
な

ど
で
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
臨
時
の

小
委
員
会
を
教
授
会
内
に
設
け
て
積

極
的
に
と
り
く
ん
で
いる
。
そ
の
他

工
学
部
で
も
委
員
会
で
と
り
あ
げ
て

検
討
し
て
お
り
、

教
、
理
、
医
、

査諜教授会で検討進む
薬
、
農
の
各
学
部

と
も
す
で
に
教
授

会
で
こ
の
問
題
の

検
討
藷

始
し
て

いる
.

こ
の
問
題
に
関
し

て
は
、
ほ
と
ん
ど

す
べて
の
教
冒
が

反
対
の
意
向
の
よ

う
で
、
現
在
の
冒

理
運
営
が
必
ず
し

も
満
足
す
べ
き
で

な
いと
す
る
教
冒

も
、
あ
く
ま
で
自

主
的
改
善
を
は
か

る
べき
で
官
僚
の

介
入
鉾

す
べ
き

で
ない
と
す
る
線

で
は
一致
し
て
い

る
も
の
と
み
ら
れ

る
.文

臨
時
の

考
求
委
員
会
を
作

り
検
討
し
て
い

る
.
委
員
は
高

田
、
囁
沢
(以
上

哲
㌣
科
)
、
井
上

、学
科
)
、
泉
井
、

吉
川
、
足
利
(以

上
文
学
科
)
の
七

教
授
。
法

月
腎

(+
八
日
)
に
教

最
大
限
講
帥
ま
で
で、
何
ら
か
の
形
で

学
生
に
与
え
る
のは
行
き
す
ぎ
だ
.
④

「教
冒
は
研
究
教授
に
専念
す
べき
で

あ
り
、
行
政
事
務
に
は
関
与
す
べ
き
で

な
い
」
の
個
所
は
無
意
味
で
あ
る
と
、

の
へた
.

教
授
会

へ
働
き
か
け

赤
私
(以
上
史
、が
、
先
週
の
木
曜
日
所
員
会
の
「見

解
」
と
し
て
文
爾
を
成
作
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。
貝
塚
教
授
を委
員

畏
と
し
て
作
成
さ
れ
十
四
日
付
け
で

総
長
、中
教
審
、文
省
な
ど
に
込ら
れ

た
が
、
そ
の
内
容
は
単
な
る
中
聞報

宮
の
懇
談
会
を
開
く
.
中
聞
報
告
案

が
出
た
当
初
か
ら
助
教
授
を
含
む
八

人
の
教
冨
を
人
選
し
て
こ
の
間
題
を

検
討
し
て
い
る
。
総
長
あ
て
の
要
望

書
の
作
製
も
険
討
中
。

経

七
日
の
教
百
協
議
会
以
来

と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
四
人
の

調
査
委
員
(島
、
堀
江
、
大
橋
各
教

授
、
平
井
助
教
授
)
を
申
心
に
検
討

し
、
十
四
日
の
教
冒
協
議
で
要
望
酋

を
作
成
、
「教
冒
一同
」の
名
で
学
囚

を
初
め
関
係
当
局
、
全
国
の
法
、
経

、
商
、
経
営
学
部
畏
な
ど
に
あ
て
て

七
-
八
十
通
送
っ
た
。

理

先
日
来
、
懇
談
会
な
と
の

形
で
検
討
レ
て
い
る
が
十
九
日
(火
)

の
協
議
会
に
こ
の
間
題
が
は
か
ら
れ

る
.
学
術
会
議
文
持
案
の
声
が
強
い

も
よ
う
。

人
丈
研

国
大
協
会
の
中
間

報
告
が
出
た
当
初
か
ら
委
員
会
を
つ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
るな
ど
し

て
所
内
を
意
見
を
ま
と
め
て
き
た

告
案
反
対
現
状
維
持
に
と
とま
ら

ず
、
前
む
き
の
姿勢
で
問
題
に対

処
す
る
こ
と
が
も
り込
ま
れ
て
い

る
.

口

口

政
暴
法
以
来
の
全学
教
研
集
会
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大
学皆
鋼
運
冨
制
度
の
構
想
鳳ど
池
田
内
閣
の
反
動
文
教
政
策
が
学
内
間
題
と
微
妙
に
か
ら
み
合
っ
た
形
で露
骨
化
し

て
さ
て
いる
時
、京
大
内
で
も
よ
ろ
や
く
登
学
的
立
上
り
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
去
る
十
三
日
に開
かれ
た
教

研
集
会
を
足
が
か
り
に
各
教
授
会
9活
動
し
始
め
て
い
る
し
、
穴
・
一五
闘
争
は
久
し
ぶ
り
の
五
者
共闘
と
な
った
.

大学
管
坤
制
度
に
っい
て
の
「全
学
教

一冒
集
会
」
が
、
十
三
日
午
後
六
時
か
り

法
経第
七
教
至
で
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
[教
研
集
会
世
話
人
会
が
主
催
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
、
全
学
の
教
冨
約
百
二

十
人
か
出
席
し
た
。
こ
の
集
会
ぐ
は
、

6.15闘争における五看共闘の全京大簗会

杉
村
敏
正
法
学
部
教授
の
「大
学
管
理

問
題
」
、
出
口
勇
蔵
経済
学
部
教
授
の

「現
代
の
大
学
目
治
」
と
いう
講
潰
の

の
ら
、
一間
一答
が
あ
っ
た
。な
お
、

こ
の
集会
の
席上
「政
府
の大
学
管
運

制
度
構想
は
、
大
学
の自
治
を行
政
面

か
ら
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
し
て
、
今
後
、
全
学
部
の
教
授

会
に
反
対
の
運
動
を
展
開
す
る
よう
よ

ぴ
か
け
る
こ
と
を
申
し
合
せ
た
。

杉
村
敏
正
教
授
は
、
戦
後
の
大
学
管

理
法
案
を
歴
史
を
の
へ
た
の
ち
「東

大
ポ
ポ
ロ
座
事
件
の判
決
で確
立
し

た
大
学
の
自
治を
我

は々
絶
対
守
る

べ
き
で
あ
る。
も
し
国
立大
学
協
会

の
試
案
が
こ
のま
ま
通
る
な
ら
、
大

学
の
自治
は
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
学
間

の
自
由は
大
学
の
自
治
に
直
結
す
る

も
の
であ
る
。
こ
の
際
大
学
人
は
、

こ
れ
を
守
る
た
め
に
立
ち
あ
が
る
べ

き
であ
る
」
と
語
った
。

ま
た
、出
口勇
蔵
教
授
は
「宮
僚
統

制
は
す
で
に
は
じ
ま
って
い
る
.
自

治
を
決
定
す
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で

自
立
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
立
的
に

規
制
レ
よ
う
と
い
う
動
き
に
対
し
て

は
堂

と々
た
ち
む
か
う
へき
だ
」
と

の
べた
.

こ
の
あ
と
質
疑
が
あ
った
が
、
そ
の
な

雲

…
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阿
部
、
目
黒
君
が
圧
勝

▼
委
員
長
▲
当
選

阿部
功
(経

二
・社
学
同
)
一〇
七
〇
)
次

点

西
村
光雄
(経
二
・民
膏
)

五
一七

村
上
次郎
(文
二
・
マ

ル
学
同
)
二
五
四

吉
田
禅
一

(文
二
・社
青
同
)
一〇
六

▼副
委
員
長
▲
当選

目
黒
有
史

(文
一
・社
学
同レ
フ
ト
)
一〇

二
二

次
点

角
田淳
(経
一
。

民
青
)
五
三
一
小
林
譲
治
(文

一・
マ
ル
学同
)
二六
三
守
屋

湧

(文
二
.社
蔑
)
…
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副教
委養
員の
長正

な
強
み
を
みせ
た
。
マル
学
圖
が
、
か

ろ
うじ
て
抽
選
で
一人
当
選
さ
せ
た
に

と
とま
った
の
に
比
へて
社
掌
同
レ

フ
トは
八人
甲六
人
麺
選
と
い
う
こ
れ

ま
てに
な
い成
果
を
収
め
た
。
統
一派

11
民
肖
』
、
ほ
ぼ
闘
定
し
た
層
の
斐
持

を
受
b
て
お
り
、
十
一人
中
七
人
を
当

選
さ
せ
た
.
個
人
の
得
票
数
で
は
、
二

倍
の
激
戚
で
あ
った
こ
と
か
ら
票
が
分

散
し
、
田
年
六
月
の
選
挙
で
渥
美
君
が

一〇
九
八
票
を
得
た
よ
う
な
個
人
に
集

中
す
る
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
余
体
と
し

て
ド
ン
ノ
リ
の
宵
く
ら
へ
と
い
っ
た状

況
を
呈
し
た
。
【関
連記
事
二
面
】

ソ
ン
会
談
が
教
育
に
お
け
る
M
・S
・A体
制

の
確
立
を
企
図
レ
た
も
の
と
す
れ
は
、今
回
の

大
学
管
理
に
闘
す
る
池
田
発
一冨
は
教
育
の
安保

体
制
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
.
それ
に

し
て
も
、
米
・日
支
配
層
の
日
本
の
大
掌
・教

育
に
対
す
る
執
念
の
ほ
ど
に
あら
ため
て
お
ど

ろ
か
さ
れ
る
の
で
ある
が
、
同
時に
日
本
の
軍

国
主
義
化
を
ふ
せ
ぐ
う
え
に
、大
学や
教
育
に

お
け
る
民
主
主
義
を
守
る
こ
と
の璽
要
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の新
し
い現
象

は
、
日
米科
学
合同
委
員
会
や
日
米

教
青
会議
、ま
た東
南
ア
ジ
ア
研
究

治

所や
東
洋文
躍
の問
題
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
日本
の科
学
者
を
ア
メ
リ

カ
の
極
東政
策
の下
請
調
査
・研
究
に
積
極
的

に動
員
しよ
う
と
す
る
方
向
と
、
大
学
自
治
の

破
壊
企
図
が結
び
つ
いて
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
こと
であ
る
。
こ
れ
を
ケ
ネ
デ
ー
H
ラ
イ
シ

ャ
ワー
路
線
の
「新
し
さ
」
と
結
び
つ
け
て
考

え
る
こと
は
、
お
そ
ら
く
可
能
で
あ
ろ
う
し
、

ま
たそ
う
し
な
け
れ
ぱ
事
態
の
正
し
い
理
解
は

え
ら
れ
な
いの
で
は
な
いか
と
思
わ
れ
る
。

(京
大
経
済
学
部
助
教
授
・経
済
変
勘
論
)

か
で
、
反
対
運
動
を
も
っ
と
強
力
に
展

開
す
べ
き
で
あ
り
、
教
授
会
へ
の
働
き

か
け
を
積
極
的
に
す
る
べ
さ
で
あ
る
と

い
う
意
見
が
で
て
庄
目
さ
れ
た
.

な
お
、
政
宿
的
盗
問
題
で
教
冒
研
究
集

五
者
共
闘
で
六
∴

一九
六〇
年
の
安
保
改
定
阻
止
闘
争
に

お
い
て
最
大
の
輝
錫
を
も
た
ら
し
た

六
・
一五
闘
争
か
ら
ち
ょう
ど
二
年
目

に
あ
たる
去
る
十
五
日
、
京
都
府
学
連

傘下
の学
生
約
二
千
五
百
人
は
「大
学

管
刑制
嵐
改
悪
反
対
」
「憲
法
改
悪
阻

止
」
の
二大
ス
ロー
ガ
ン
の
もと
に
立

命
天か
ら
円
山
公
園
ま
で
果
敢
な
デ
モ

を
展
開
し
た
が
、
河
原
町
御
池
、
四
条

河
原
町
、
祇
園
石
段
下
な
ど
で
警
冨
隊

と
衝
突
、
京
大
の
学
生
一人
か
検
挙
さ

れ
た
ほ
か
、
学
生
側
に
数
十
人
の
負
傷

　し
し

会
が
開
か
れ
た
の
は
、
昨
年
の
政
暴
法

闘
争
以
釆
で
あ
る
.

依
然
揺
が
ぬ
京
大
主
流
派

京
大運
動
学
生
の今
後
の
力
向
を
決
め

る
教
養
部
正副
委
員
長
選
挙
は
七
目
か

ら
投
票
が
開
始
さ
れ
、
最
終
日
の
十
三

日
で
規
定
投
票
数
を
オ
…
バ
ー
し
た
の

で
、
十
四
日
朝
、
学
生
部
二
階
会
議
整

で
開
票
し
た
。
(結
果
は
上
の
表
の
と

お
り
)
1
1
な
お
実
質
技
票
総
数
は
二

一四
〇
、
白
票
一七
五
、
無
効
一四
で

あ
った
。

今
度
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
次
点
の
統

一派
が
原
則
的
な
選
挙
戦
術
を
と
っ
た

1
響
同
学
会
代
議
員
全
学
区
当
選
者
ー

次
二
〇
九(抽
せ
ん
で
村
上
葛

村野牧都照高 岩目石下小西武丸角小山菅茂上時西清新西早渥署上゚ 毘森木 橋黒川江野鴫 噸 林下原田山岡村毘開村田美氏
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群
Aレ民
フ青ト
ロロ

長

京^^派 青 口大
レ社r昏ノ主フ学レ
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蘇醗隷暑懸

離難鑛　
た
め
、
主
流
派
の
吉
戦
が
予
想
さ
れ
て

い
κ
が
、
意
外
な
票
差
を
℃
っ
て
㌧
流

派
が
ふ
た
た
び
又持
を
つ
け
た
。
これ

は
、
両
派
の
学
生
運
動
路線
がほ
ぱ
生

面
的
に
展
開
さ
れ
た糺
果
とし
て現
わ

れ
た
も
の
で
、
京入
主
洗派
の今
後
の

闘
争
の
方
針
が注
目さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
.

同
学
会
代
.畷
貴選
挙
も
、十
四
日
投
票

五

をし
め
ぢり
同
佼
開
娯
が
行
76わ
れ

た
。
こ
こ
で
し
爪入
主
流
派
は
着
実
に
褥
票

し
、定
員
二
十
七
人
中
二
十
一人
を
占

め
た
。
(当
懲者
の
氏
名
は
左
表
の
と

お
り
)

な
か
で
も村
掌
同
、利
学
同
系
は
十
五

人
V候
側し
て
十
三
人
を
当
逮
さ
せ
、

女
保
以
米
の
韮
磯派
執
御
部
の
伝
統
的

デ
モ
で
大
学
院
生
逮
捕
さ
る

者
を
出
し
た
.

京
大
で
は
、
こ
の
目
の
た
た
か
い

に
、
教
獲
部
の
一回
生
を
中
心
と
す

る
約
十
ク
ラ
ス
が
授
業
放
棄
、
反
対

決
識
な
ど
で
積
極
的
参
加
を
表
明
し

た
ほ
か
、
理
学
鄙
で
は
学
生
大
会
に

お
い
て
圧
倒
的
多
数
で
午
後
授
莱
放

棄
で
た
た
か
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

な
と
選
挙
の
た
め
に
同
学
会
始
め
各

学
部
自
治
会
の
取
組
み
が
遅
れ
て
い

た
わ
り
に
は
盛
上
り
を
見せ
た
.

ま
た
、
十
二
時
す
ぎ
か
らは
、
昨
年

の
政
暴
法
闘
争
以
来
一
年
ぷり
に五

者
共
斗
に
よ
る
全
京入
集
会
が
、法

経
第
一に
一杯の
}般
学
生
、大
学

院
生
、
生
協
闘係
者
、職
員
、教
冨

有
志
な
ど約
千
人
の参
加
のも
と
に

開
か
れ
、
大
学
冒
理制
度
な
ら
び
に

そ
の
改
悪
阻
止
に対
し
て
、
職
組
、

問
学
会
、
大
学院
、生
協
、
同
労
組

な
と
か
ら
それ
ぞ
れ
の
立
場
に
従
っ

て
報
告
が
あ
った
が
、
こ
の
報
告
中

大
学
管
理制
度
改
悪
の
問
題
と
関
連

し
て
、東
南ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

設
置
の問
題
が
大
き
く
ク
ロ
↓
〈
・

ア
ップ
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
目
立
っ

た
.
こ
の
後
全
京
大
集
会
は
大
会
宣

言
を
発
表
し
て
二
時
す
ぎ
終
わ
った

三時
半
す
ぎ
か
ら
立
命
大
で
行
な
わ
れ

た
府
学
連
集
会
に
は
、
こ
の
日
を
全
学

ス
ト
で
た
た
か
った
同
大
の
学
生
千
人

を
は
じ
め
、
京
大
五
百
人
、
立
命
大
二

百
入
、
そ
の
他
掌
芸
大
、
府
大
な
ど
計

約
二
千
人
の
学
生
が
結
集
、
議
事
は
、

ま
ず
各
大
学
か
ら
こ
の
日
の
闘
争
の
取

組
み
状
況
の
報
告
が
あ
った
後
、
清
田

大
学
院
が
総
長
と
会
見

東
南
ア
研
の
白
紙
還
元
要
求

大
学
臨
生
協
議
会
で
は
、
ハ
日
、
東

開ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
総

良
に
公
開
質
問
状
を
出
し
て
い
た
が
、

十
四
口
+
一時
か
ら
平
沢
総
長
と
会
見

し
、
質
問
状
に
関
し
て
の
総
長
の
見
解

を
た
た
し
た
。
こ
の
な
か
で
総
長
は
、

「政
治
的
意
図
は
ま
った
く
な
い
。
研

究
の
目上
、
民
王
の
諸
隙
則
を
破
る
も

'

の
で
あ
れ
ば
す
ぐ
と
り
や
め
る
↑
と
の

へた
が
、
同
協
議
会
で
は
こ
の
回
答
に

満
足
せ
ず
、
白
紙
還
元
を
強
く
要
求
す

る
こ
と
に
な
っ
た
.

公
開
質
問
状
の
内
容
は
①
政
治
的
目

的
の
た
め
に
学
者
を
動
員
さ
せ
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
か
。
②
日
本
国
民

の
福
祉
の
た
め
と
い
う
研
究
の
自
主

性
が
ま
も
ら
れ
る
か
。
③
全
内
容
を

ビ
ル
マ
政
府
に
知
ら
せ
た
上
で
了
承

得
た
の
か
.
④
設
立
ま
で
の
全
資
料

を
公
開
す
へ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も

の
.

こ
れ
に
対
し
て
総
長
は
、
①
政
浴
的
意

図
は
な
い
が
、
諸氏
の
疑
悪
を
認
め

る
。
②
研
究
の
自
主
、
民主
の諸
原
則

を
破
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
すぐ
に
と
り

や
め
る
。
ま
た
研
究成
果
は
公
開
す

る
。
③
ピ
ル
マ
政
肘
に関
す
る
覇情
は

最
下
調
査
申
で
ある
、
と
回
答
し
た

が
④
に
つ
い
て
は
答
え
な
か
っ
た
.
幡

力
協
議
会
で
は
総
の
回
答
は
主
角
的
菩

慧
と
か
孤
立
し
た
学
者
の
自
主
性
を
強

調
し
た
だ
け
、
客
観
的
、
学
術
的
な研

究
を
確
保
す
る
客
観
的
な
条件
・
制

度
に
つ
い
て
十
分
な解
答
が
なく
、こ

れ
で
は
諸
女
の
悪
は
と
げ
て
いな
いと

一し
、
再書

紙
還
元
桑

・
て
評

.儀
会
・
教授
会
に
働
き
に
こ
と
し
た

府
学
連
委
員
長
代
理
が
こ
れ
を
総
括

し
.
つ
づ
い
て
静
岡
大
助
教授
浅
田光

輝
氏
の
「憲
法
と学
生運
動
」
と
題
す

る講
演
を聞
いた
後
、五
時
す
ぎ
府
学

連
集
会
を
終
わ
ラた
.

この
後
二千
五
百
人
に
増
え
た
学
生

は
円
山
公
園
ま
で
デ
モ行
進
し
た

が
、
河
原
町
御
池
で
は
約
百
五
十
人

の
機
動
隊
が
デ
モ
隊
に
高
姿
勢
で
臨

み
、
公
然
と
殴
る
け
る
の
暴
行
を
加

え
た
上
、
さ
ら
に
京
大
理
学
部
大
学

院
学
生
島
倉
範
夫
君
を
公
務
執
行
妨

害
現
行
犯
で
検
挙
.
デ
モ
隊
は
予
篤

の
円
山
公
園
に
入
ら
ず
再
び
四
条
通

り
を
西
進
し
て
学
友
検
挙
に
抗
議
す

る
た
め
五
条
署
に
押
し
か
け
約
{時

聞
に
わ
た
って
警
祭
側
に
学
生
の
即

時
釈
放
を
求
め
た
。

な
お
、
検
挙
さ
れ
た
島
倉
君
は
岡
夜
九

時
半
釈
放
さ
れ
た
。

21
日
に
第
五

波
統

脚
行
動

京
都
府
学
連
で
は
、
二
十
一日
「憲
法

改
悪
反
対
大
学
管
理
制
度
改
悪
反
対
」

の
第
五
波
統
一行
動
を
行
な
う
こ
と
に

〃

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
京
都
府
学

連
、
大
阪
府
学
連
、
兵
庫
県
学
連
が
結

成
し
て
い
る
「関
西
自
治
会
代
表
者
連

絡
会
」
が
、
全
国
の
大
学
に
立
上
り
を

訴
え
た
も
の
で
あ
る
.
し
た
が
っ
て
、

}全
国
的
規
模
で
の
統
一行
動
日
と
な
り

そ
う
.
な
お
、
京
大
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、宋
定
.

全
学
連
統

一
を
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近
く
府
学
連
大
会

全
学
連
第
十
九
回
定
期
大
会
が
七
月
十

四
日
か
ら
三
日
問
、
東
京
で
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
った
が
、
府
学
連
中
昊
執

行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
に
対
す
る
府
学

連
の
態
度
を
早
急
に
決
定
し
、
全
国
に

ア
ビ
ー
ル
す
る
意
味
で
全
学
連
大
会
に

先
立
って
七
月
七
、
八
日
の
二
日
間
、

O
:学
内
に
、
ごら
ん
の
よ
う
な
光
景
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
世
辞
に
も
"カ
ッ
コ
いい
σ
と
は
い
え
な
い
ド
ラ
ム
・
カ
ン
が
、
吉

田正
門
横
を
は
じ
め
、
各
食
堂
前
に
デ
ン
と
腰
を
す
え
て
い
る
。

O
…学
生
会
館
設
立
運
動
で
東
大
の
ド
ラ
ム
カ
ン
・カ
ン
パ
が
成
功
し

た
の
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
、
先
週
か
ら
、
京
大
で
も
は
じ
め
た
も
の
。

○
…
準
備
委
で
は
、
学
生
会
館
が

・
ム

戦
・

・
ラ
o
ド

委で

 

作
・
繍

鍵
。
…学館

で
き
る

ま
で
、

ド
ラ
ム

カ
ン
を

開
か
な

い
こ
と

に
し
て

いる
と
か
。
ド
フム
カ
ン
に
託
し

た
学
生
会
館
の
夢
、
現
代
版
魔
法

の
フン
プ
と
な
り
う
る
か
ど
う
か

学
館
準
備
委
会
が
全

国
騨

学
生
会
館
設
立
準
備
委
員
会
(委員
長

丸
本
進
一君
)
は
十
二
日
全
国
学
生
会

館
問
題
議
会
(事
務
局
・お
兼
の
水
女

協
議
会
に
加
盟

子
大
)
に
正式
加
盟
し
た
。同
協
議
会

は
、
今
年
一
月
結成
され
たも
の
で
、

設
立
運
動
展開
のほ
か
、管
理
・運
営

に
関
す
る
聞
題
を
取
上
け
て
各
ス
学
と

連
絡
し
て
解
決
し
て
いこ
う
と
い
う
が

そ
の
目
的
。

現
在
、
東
京
プ
ロ
ソク
、
北
海
通
ブ

ロ
ック
、
藁
北
プ
ロ
ソク
が
で
き
て

いる
が
、
関
西
で
も
、
只大
、
阪
大

立
命
大
な
ど
が
中
心
に
な
って
関

西
ブ
ロ
ック
精
成
の
動
き
も
あ
る
。

府
学
連
第
九
回
定
期
大
会
を
行
な
う

こ
と
に
決
定
し
た
。

憲
法
闘
争
、
大
学
管
理制
反
対
闘
争

な
ど
を
全
国
に
先
が
け
て
行
な
って

き
た
府
学
連
と
し
て
は
、
参
院
選
挙

後
の
臨
時
国
会
で
大
学
管
理
制
度
問

題
が
審
議
さ
れ
る
見
込
み
が
強
い
た

め
、
先
の
六
勺
一五
闘
争
に
お
いて

九
月
全
国
大
学
ゼ
ネス
ト
で
た
た
か

う
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、
こ
の
秋

の闘
争
に
関
す
る
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
早
急
に
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て

例
年
は
全
学
連
大
会
後
に
開
か
れ
て

い
たも
のを
、情
勢
に
立
ち
お
く
れ

な
い
ため
に
全
学
連
大
会
前
に
行
な

う
こと
に
な
った
も
の
。
こ
の
第
九

回
府
学
連
大
会
は
、
昨
年
夏
の
第
十

七
回
全
学
連
大
会
以
釆
マル
学
同
と

諸
派
乱
立
て
、
事
笑
上
統
一組
織
と

し
て
は
解
体
寸
前
に
あ
る
現
在
の
全

学
連
を
、
憲
法
闘
争
、
大
学
管
理
制

度
改
悪
反
対
圃
争
に
緊
急
に
立
ち
上

ら
な
け
れ
は
な
ら
な
い
情
勢
に
対
処

す
る
た
め
の
饅
低
線
の
保
障
と
し
て

事
実
上
の
再
建
が
焦
眉
の
も
の
と
な

つて
い
る
点
で
も
皇
要
な
意
駄
を
も

つ
。フ

ラ

ン
ク

の

交

響

曲

な

ど

京
大
響
91
回
演
更
会

京
大
交
響
楽
団
は
今
月
二
十
六
日
(月

)
に
大
阪
産
経
ホ
ー
ル
、
一一十
九
日
(

金
)
に京
都
会
館
第
】ホ
ー
ル
に
お
い

て第
九
十
一回
定
期
演
奏
会
を
開
く
.

今回
は
指
揮
者
に
君
杉
弘
氏
(芸
大
)

をま
ね
いて
フ
ラ
ン
ク
の
二短
調
交
響

曲
な
ど
か
な
り
意
欲
的
なプ
ロ
グ
ラ
ム

と取
り
組
ん
で
いる
.

曲
目
は
他
に
フ
ル
匙

と
ハー
ブ
の
た

め
の
協
奏
曲
(モ
ー
ツ
ア
ル
ト
)
、
リ

ュー
ト
の
た
め
の
古
代
舞
曲
と
ア
リ
ア

・第
二
組
曲
(レ
ス
ピ
ー
ギ
)
、
ホ
ワ

ン
シ
チ
ー
ナ
前
奏
曲
(ム
ソ
ル
グ
ス
ヰ

ー
)
な
ど
。
こ
の
う
ち
最
初
の
二
つ
を

客
演
の
若
杉
弘
氏
が
、
後
の
二
つ
を
門

良
一語
(京
大
大
学
院
・京
大
交
響
楽

団
員
)
が
そ
れ
ぞ
れ
指
揖
す
る
.

演
奏
の
.つち
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
作
品
で

は
平
井
篤
子
さ
ん
(
ハー
ブ
演
奏
者
・

現
在
フ
¥

)
、
佐
々
木
頁
君
(フ
ル

ー
ト
・京
大
理
三
・交
響
楽
団
員
)
が

独
奏
鄙
を
う
け
も
つ
こ
と
に
な
って
い

今
回
の
曲
目
中
フ
ラ
ン
ク
の
交
響
曲
に

は
八
十
人
を
こ
え
る
メ
ン
バ
ー
が
出
演

し
、
レ
ス
ピ
ー
ギ
の
作
品
で
は
リ
ュー

ト
を
弦
の
ピ
チ
カ
ー
ト
に
お
き
か
え
た

り
、
ピ
ア
ノ
を
改
造
し
て
チ
ェン
バ
ロ

の
感
じ
を
出
し
た
り
す
る
な
ど
話
題
の

多
い
演
奏
会
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
入
場
券
は
京
都
、
大
阪
市
内

の
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
生
協
の
地
下

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
で
あ
る
.

豊ー
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昇
任

畏
崎

曹
聖
済
▲
塞
▼

大
学
医
学
部

教
授
岸
本
正

雄
(京
大
医
学
部
助
教
授
)
工
学
部
教

授
吉
岡
直
哉
(同
助
教
授
)
工
学
研
究

所
教
授
増
田
友
也
(同
助
教
授
)

併
任
防
災
研
究
所
教
授
西
村
英
一
(理

学
部
教
授
)賊

池
田
首
相
が
大
学

の
管
理
運
具
に
対
し

て
支
配
権
強
化
を
ほ

の
め
か
し
て
以
釆
半

月
、
京
大
学
内
で
も

よ
う
や
く
反
対
の
気

運
が
高
ま
っ
て
き
た
.
先遍
金
曜
日
に

は
圏年
ぶ
り
の
教
官
研
究
集
会
が
開
か

れ
た
し
、
六
二

五
は
こ
れ
ま
た
政暴

法
以
釆
の
五
音
共
闘
集
会
と
な
っ
た
.

教
授
会
と
し
て
も
経
済
、
人
文
研
で
反

対
の
声
明
を
出
し
て
い
る
の
を
は
じ
め

か
な
り
積
極
的
な
と
りく
み
が
み
ら

れ
る
▼
だ
ガ
こ
の
よう
な
学
内
の
盛哲

上
り
を
よ
そ
に
、相
変
らず
窪
い腰
を

上
げ
よ
う
と
し
な
い
学
部
教授
会
や研

究
所
も少
く
な
い
。
助
教授
の中
に
も

「これ
は
教
授
会
の
問
題
だ
から
ま
ず

教
授
が態
度
を
表
明
し
て
く
れ
な
け
れ

は
勤
けな
い」
と
いう
お
よ
び
腰
も
み

られ
、結
局
は
、
両
者
両
す
く
み
の
形

にな
っ
て
いる
と
ころ
も
あ
る
▼
せ
ま

い自
分
だ
け
の
学
問
の
カ
ラ
に
閉
じ
こ

も
っ
たり
、
大
学
の
自
治
イ
コー
ル
教

授
会
の
自
治
と
割
り
切
って
し
ま
う
と

ころ
か
ら
こ
う
い
う
状
況
が
生
ま
れ
る

の
だ
ろ
う
か
▼
い
う
ま
で
も
な
く
大
学

の
自
治
は
国
家
権
力
か
ら
学
問
研
究
の

自
由
を
守
る
た
め
に
長
い
年
月
を
か
け

て
大
学
人
が
自
ら
の
力
で
た
た
か
い
と

った
も
の
で
あ
る
.
こ
れ
が
奪
わ
れ
れ

ば
頁
埋
の
研
究
を
め
ざ
す
大
学
の
生
命

は
死
滅
す
る
。
た
と
え
ど
ん
な
に
r保

守
的
`
な
人
間
で
も
こ
れ
だ
け
は
守
ろ

う
と
し
な
い
よ
う
で
は
大
学
人
の
資
格

を
欠
く
と
い
え
る
▼
そ
し
て
当
然
な
が

ら
大
事
な
こ
と
は
大
学
で
学
問
研
究
に

た
ず
さ
わ
る
者
は
教
授
だ
け
で
は
な
い

し
、
大
学
の
自
治
は
、
教
授
だ
け
の
力

で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
も
な

い
。
大
学
の
自
治
は
学
生
を
も
含
め
た

今
大
学
構
成
者
で
守
り
発
展
さ
せ
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
な
の
だ

▼
た
し
か
に
京
大
は
沢
柳
事
件
や
滝
川

事
件
で
大
学
の
自
治
確
立
に
輝
し
い
歴

史
を
誇
っ
て
は
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の

よ
う
な
厚伝
統
π
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か

い
た
ま
ま
の
発
想
で
は
現
実
の
危
機
に

対
処
す
る
姿
勢
と
は
な
り
え
な
い
。
む

し
ろ
そ
の
よ
う
な
∬語
り
草
`
が
噸種

の
安
泰
ム
ー
ド
を
か
も
し
だ
し
て
い
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
I
I
昔
は
ひ
ど
か

った
、
な
ど
と
。
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麟大郁案㈱継ζ 捌 鵬 州1馳ll㎜鼎一
担
当
者
は
全
員
辞
退
せ
よ

東
南
ア
研
の
設
置
に
反
対
す
る

酬

学
部
長
会
議
は
、
先
き

ほ
ど
米
の
フ
ォー
ド
財
団
の
全
面
的
な

資
金
援
助
に
よ
る
「東
幣
ア
ジ
ア
研
究

セン
タ
ー
」
の
殴
置
を
決
定
し
た
。
我

は々
㌦
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
性
格
を
考
え

る
と
き
、
絶
対
に
饅
眞
を
容
認
ず
る
こ

と
がで
き
な
い.

何
故
な
ら
、ま
ず
第
一点
と
し
て
、

こ
の
セ
ンタ
ー
の研
究
目的
が
ど
の
よ

う
なも
の
であ
ろう
と
、
結
局
は
、
米

の
極
東
に
対
する
政
策
の
立案
に参
与

す
る
こ
と
に
な
る
から
で
ある
。
フ
ォ

ー
ド
財
団
は
、
ア
ジ
ア財
団
と
と
も
に

、
こ
れ
ま
で
東
雨
ア
ジ
ア
に
お
い
て種

々
の
調
査
研
究
活
動
を行
な
い
、米
政

府
の
同
地
域
に
対
す
る
政
策
立案
に
資

料
を
提
供
し
て
き
た
が
、
最
近
閏
民
の

階
級
慧
識
が
か
な
り
高
揚
し
て
き
た
ビ

ル
マ
の
政
府
が
こ
れ
ら
二
財
団
の
同
国

に
お
け
る
活
動
を
全
面
的
に
禁
止
し
た

た
め
、
事
菜
が
不
可
能
に
な
っ
た
.
そ

の
フ
ォー
ド
財
団
の
援
棚
に
よ
っ
て
設

鷹
さ
れ
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、
参
加
者
に

と
って
は
純
粋
学
問
的
な
研
究
の
場
で

あ
る
に
し
て
も
、
研
究
内
容
を
報
告
す

る
こ
と
が
当
然
麟
務
づ
け
ら
れ
よ
う
レ

結
果
的
に
は
同
財
団
の
肩
代
り
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
大
き
な
観
点
か

ら
み
る
な
らぱ
米
は
極
東
にお
け
る
日

本
の実
力を
高
く
評
価
し
た
上
で
、
極

康
反
共
体
制
確
立
の盟
主
に
し
た
て
よ

う
と
し
て
いる
が
、
東
南
ア研
は
、
京

大
がそ
のき
っ
か
けを
つく
る
も
の
と

し
て位
置
づ
けら
れ
る
.

第
二
点
と
し
て
、
さら
に重
要
なこ

と
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
日
本独
占

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出

の
志
向
と
見
合
う
点
で
あ
る
.
設
立趣

意
書
に
よ
れ
は
、
経
団
連
の
調
査
機
関

で
あ
る
「ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
」
と
2

研
究
上
の
連
絡
調
整
を
は
か
る
`
と
明

確
に
記
さ
れ
て
い
る
.

戦
後
十
数
年
に
し
て
完
全
に
復
活
を

遂
げ
た
目
本
独
占
資
本
ブ
ル
ジ
ョワ
ジ

ー
に
と
って
米
国
への
市
場
依
存
で
は

そ
の
膨
大
な
生
産
力
を
充
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
に
い
た
り
、
再
び
東
粥

ア
ジ
ア
へ進
出
す
る
こ
と
が
霞
要
な
課

題
と
な
った
●
「ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
」
は
、
そ
う
し
た
独
占
の
志
向
の
産

物
と
し
て
、
五
十
八
年
十
二
月
に
設
立

され
、
「ア
ジ
ア
並
び
に
隣
接
地
域
の

経
済
の
実
態
を
調
査
研
究
し
、
そ
の
結

果
を
民
間
企
業
の
対
ア
ジ
ア
経
済
提
携

や
政
府
の
ア
ジ
ア
経
済
政
策
推
薩
の
有

力
な
基礎
的
資
料
と
す
る
」
と
設
立
趣

意
欝
に
の
べて
いる
。
E
E
Gが
績
成

さ
れ
て
、
自
由
主義
世
界
縫
済
の制
覇

を
も
く
ろ
ん
で
い
る
現
在
、
日
本独
占

露
窃
貿
髪
噸鶴

と
と
も
に
、
E
E
C
に
と
っ
て
な
おブ

ロ
ッ
ク
化
さ
れ
ず
未
開
拓
の
市
場
と
し

て
あ
る
東
爾
ア
ジ
ア
へ
進
出
し
、
さ
ら

に
は
政
治
的
、
軍
事
的
に
こ
れ
ら
諸
地

域
を
支
配
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
い
っ

学
術
的
な
研
究
を
行
な
う
」
と
の
べ
ら

れ
て
は
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
性
格

を
有
す
る
ア
ジ
ア
経
済
研
と
結
び
つ
く

こと
に
よ
って
、
そ
の
趣
意
が
全
く
空

文
化
し
、
ま
さ
に
そ
の
逆
の
方
向
を
と

る
危
険
性
が多
分
に
存
在
す
る
の
で
あ

る
.

二

現
在
、大
学
留
理制
度
改
悪
を
め
ぐ

っ
て
、広
汎
な
反
対運
動
がも
り
上
っ

て
い
るが
、
こ
う
し
た外
部
から
の圧

力
と
と
も
に
、
こ
こ
で再
び
、
大掌
臼

体
に
内在
レ
て
い
る
問
題
点
を確
認
し

そ
う
必
蔓
不
可
欠
の
課
題
と
な
っ
て
き

て゚
お
か
ね
は
な
ら
な
い
。

て
お
り
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
の
役
割
も

増
大
し
て
き
て
い
る
。

聚
南
ア
研
セ
ン
タ
ー
の
設
立
趣
意
書

に
は
「太
平
洋
戦
争
中
に
一時
行
な
わ

れ
て
い
た
よ
う
な
特
殊
な
政
策
目
的
の

た
め
て
研
究
で
は
な
く
、
真
に
客
観
的

国
立
大
学
協
会
第
一常
置
委員
会
の

大
掌
管
理
運
営
に
関
す
る
中
聞
報
告
案

は
、
大
学
の
自
治
が
機
構
的
に
、
反
動

勢
力
か
ら
い
か
に
守
ら
れ
る
か
と
い
う

点
に
関
す
る
認
譲
不
足
の
所
産
で
あ

った
.
と
こ
ろ
で
大
学
の
自
治
の
本
質

と
は
つ
ま
り
掌
問
研
究
の
自
由
を
守
る

こ
と
に
あ
る
の
な
ら
ば
、
今
回
の
東
南

ア
研
問
題
は
、
学
問
研
究
の
自
由
と
は

な
に
か
と
い
う
、
さ
ら
に
本
質
的
な
問

題
に
関
す
る
明
碓
な
認
識
が
欠
け
て
い

る
こ
と
冷
暴
露
し
た
も
の
と
い
え
る
。

塵
学
協
同
に
よ
って
工
学
部
が
独
占

の
支
配
下
に
着
女組
み
込
ま
れ
て
い
る

が
、
東
南
ア
研
は
、
産
学
協
同
の
文
科

系
への
侵
入
を
、
大
学
の
方
か
ら
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
施
設
や
研
究

費
の
貧
困
、
文
科
系
軽
視
な
ど
を
排
し

て
、
学
問
研
究
を
充
分
に
行
な
え
る
体

制
を
つく
り
あ
げ
て
いく
こ
と
は
む
ろ

ん必
要
で
あ
る
.
し
か
し
な
が
ら
、
そ

う
し
た中
に
あ
っ
ても
、研
究
者
は
、

権
力
に組
せ
ず
学問
研
究
の自
由
を
守

っ
て
い
く
姿勢
を持
つ
こ
とが
絶
対
に

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の歴
史
をふ

り
か
え
っ
て
み
て
も
、
京
大
に
そ
つ
し

た
先
人
の
多
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
現

左
も
な
お
多
い
こ
と
を
我
々
は
誇
り
と

し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
が
、
今
回
の
問

題
に
み
る
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
姿
勢
が

全
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
逆
に
我

女
は
、
か
って
、
日
本
に
お
い
て
最
も

進
歩
的
な
研
究
集
団
で
あ
っ
た
は
ず
の

京
大
東
洋
史
研
究
至
が
太
平
洋
戦
争
の
・

中
で
謬大
東
亜
戦
争
翼
賛
4
に
ま
で
至

った
苫
い
歴
史
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

我
粛
は
、
こ
う
し
た
歪
め
ら
れ
た
学

問
の
方
向
を
た
ど
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
を
絶
対
に
容
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い。
今
後
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
動

向
に厳
密
な
監
視
の
眼
を
持
ち
つづ
け

ね
は
な
ら
な
い。
さ
ら
に
我
女は
胴
査

研
究
担
当者
が全
員
辞
退
す
る
こ
と
を

製
求
する
。そ
れ
が
研
究
者
と
し
て
と

る
へ
き
真
に
正し
い態
度
で
あ
ろ
う
.

今
回
の
教
煮
部
選
挙
の
特
色
は
昨
年
12

月
と
同
じ
く
社
学
同
お
よ
び
社
学
問
レ

フ
ト
が
「京
大
主
流
派
」
と
し
・て
阿

部
、
目
黒
両
君
を
立
て
た
の
に
対
し

て、
民
膏
が
「統
一
派
」
と
し
て
西

村
、
角
田
両
君
を
立
て
、
こ
の
二
派
が

事
実
上
選
挙
の
争
点
を
つ
く
り
出
し
た

こと
で
あ
る
。
マル
学
同
は
「全
学
連

圭
流
派
」
と
称
し
て

ー

装
曲
圏
冨
否
顧
7
畏
弼
ア
ゆ研
究
笹
薯

2
嚢
を
却め
嚢
ρ
書

◆

士
二年
十
一月
、
平
沢
総
長

騨昌

は
米
国
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
政

◇

策
掴
当
者
で
あ
り
現
在
ビ
ル

々
大
使
の
」
・S
・エ
バ
ー
ト
ン
博

士
と
、
京
大
に
お
い
て
、
東
南
ア
ジ

ア
研
究
発
凝
の
た
め
の
計
国
を
計
議

し
た
。
「東
爾
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ

ー
」
の
設
量
に
い
た
る
発
端
は
こ
の

時
に
あ
る
.
こ
の
後
京
大
で
は
研
究

之
フン
作
成
の
た
め
に
「東
雨
ア
ジ

ア
研
究
委
員
会
」
を
設
け
た
.
現

在
、
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
研
究

者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
.

委
員
霊
浪
輿
(総
ε

型
貫
長

臼
井
二
尚
(文
教授
)
削
委
員
長
補

佐
田
村実
遺
(文
教
授
)委
員
猪
木

正
道
(法
教
授
)本
岡
武
(農
助
教

授
)
相
良
准
一
(教
教授
)棚
瀬
嚢

繭
(文
助
教
授
)
研
究
員
藤
吉慈
海

(人
文
研
助
手
・仏
教
学
)
堀
江
保

蔵
(経
教
授
・経
済
史
)
池
田
薄
祐

(文
助
教
授
。社
会
学
)
猪
木
正
道

(法
教
授
・政
治
学
)
岩
村
忍
(文

教
授
・ア
ジ
ア
史
)
松
井
漕
(経
教

授
・国
際
経
済
)
水
野
浩
一
(文
大

学
院
。人
類
学
)
本
岡
武
(農
助
教

授
・農
策
経
済
・地
理
学
)
西
田
竜

雄
(文
助
教
授
・言
語
学
)
相
良
唯

一
(教
授
・教
育
行
政
)
田
村
実
造

(文
教
授
。ア
ジ
ア
史
)
棚
瀬
襲
繭

(文
助
教
授
・文
化
人
類
学
)
臼
井

一一尚
(文
教
授
・社
会
学
)
矢
野
ト

オ
ル
(法
大
学
院
。政
治
学
)
米
山

俊
直
(文
助
手
・文
化
人
類
学
)

委
員
会
は
毎
月
会
合
し
て
、
各
分

野
に
お
ける
研
究
計
国
や
全
体
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の作
成
を続
け
て
き
た
.

そ
し
て今
年
五月
ごろ
か
ら
、法
、

経
、
文
、
教
、人
文
研
の教
授
会
で

同
セ
ン
タ
⊥
設
置
が議
題
に
のぼ
り

強
力
な
反
対
論
もな
いま
ま
に
、学

部
長
会
議
の
決
定
に
い
た
っ
た
の
で

あ
る
.
◆

こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
盤
那
、

と

研
究
所
の
各
敦
冒
に
は
、

◇

「東
雨
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ

ー
設
立
趣
意
書
」
が
配
布さ
れ
た
が

そ
れ
に
よ
る
と
、
設
立
の
理
由
と
し

て
、
「今

の
お
か
れ
て
い

る
国
際
的

ん
が
み
、
単
に

第1110号

よ
って
、
は
じ
め
て
世
界
的
な
国
際

随
醐
係
の
円
満
と
緊
密
と
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
.
◆

か
し
、
こ
の
趣
意
●
に
は
ぼ

し

う
大
な
額
に
の
ぼ
る
で
あ
ろ

◇

う
研
究
資
金
の
出
所
、
股
立

ま
で
の
経
緯
、
な
ど
ほ
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
.
す
な
わ
ち
、
ζ
う
し

た
、
殴
立
の
趣
意
書
紀
明
ら
か
に
さ

れ
る
べ
き
も
の
が
分
ら
な
い
ま
ま
、

一般
教
宮
は
つ
ん
ぽ
サ
ジ
キ
に
置
か

れ
て
いた
の
で
あ
る
.
資
金
の
出
所

に
っ
いて
は
、
一般
教
冒
に
は
配
市

さ
れ
な
か
った
9極
秘
霞
類
4
「東

常
アジ
ア
研
究
計厨
草
案
」
(葵
文

でお
そ
ら
く
フ
堵ー
ド
財
団
に
あ
て

詑

闘
と
し
て
、
崖内
閣
の
全
面
的
協
力

の
も
と
に
殴
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
目
的
は
、
対
東
南
ア
ジ
ァ
経
済
政

策
の
推
進
に
あ
る
。

ζ
う
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
趣
意

●
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
「特
殊
な
政

策
目
的
の
た
め
で
は
な
い
」
と
い
う

文
旬
を
ま
と
も
に
受
け
と
れ
ず
、
学

問
研
究
の
自
主
性
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
と
い
う
疑
間
を
抱
か
ざ
る
を
え
な

い
.

究
の
具
体
的
な
内
容
は
、
や

齢

は
り
草
案
の
中
に
示
さ
れ
て

い
る
.
そ
れ
に
よ
る
と
、
委

員
会
で
は
、
員
体
的
な
研
究
計
国
を

作
成
す
る
に
あ
た
って
、
フ
オ
L
ド

財
団
の
援
助
に
よ
って
、
臼
井
、棚

瀬
、本
岡
の
三委
貰
が
、
三十
四
年

三月
から
九
月
ま
で、
東
南
ア
ジ
ア

研
究
の
実情
を
調
査
する
ため
に米

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
稟
南
アジ
ア
を訪
間

者
し
た
.
計
画
は
こ
の
時
の報
告
を
検

討
し
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
によ
る

資
と
、
ま
ず
今
年
四
月
か
ら
始
ま
る
五

力
年
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
内

容
は
申
心
計
團
と
個
別
計
画
(特
別

出
翻
査
)
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て

い
る
。

っ
b

中
心
計
画
は
ビ
ル
マ
と
マ
ラ
ヤ
の

ナ

調
査
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
.
ビ
ル
マ

で
は
①
独
立
後
の
政
治
変
革
②
独
立

つ
後
の
経
済
的
安
定
と
発
展
③
ビ
ル
マ

王
国
時
代
か
ら
の
歴
史
的
な
見
通
U

の
中
で
の
土
珀
所
有
な
ど
が
調
査
さ

わ
れ
る
.
マ
ラ
ヤ
で
は
政
治
経
済
構
造

な
に
庄
慧
し
っ
っ
農
村
の
文
化
人
類
学

的
側
面
に
嗣
査
の
力
点
が
お
か
れ
る

れ
假
別
計
画
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
.
一、
ビ
ル
マ
・タ
イ
地
域
に
お

け
る
醤
語
学
的
野
外
調
査
と
苫
甑
の

さ
比
較
研
究
(担
当
者
11
西
田
教
授
他

一茗
)

一

}

二
、
東
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
(岩
村
教

、

乙

授
、
藤
吉
助
手
他
一名
)

、

三、
策
南
ア
ジ
ア
の
家
族
と
共
同
体

(臼
井
池
田教
授
)

わ
四
、東
南
ア
ジ
ア諸
国
にお
け
る
教

育
問
題
(相
良
教
授
他
二名
)

ら
五
、策
南
アジ
ア潴
国
にお
け
る
政

治
機
構
と
政
治
過
程
の
比
較
研
究

明
(猪
木
教授
他
三名
)

六
、東
南
アジ
ア
潴
国
の
経済
発
展

に
関
す
る
潴問
題
の研
究
(堀江
、

松
井
教
授他
三
名
)

七
、
棄
甫
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
人

相
会
の
社
会
史
的
側
面
(田
村
教
授

他
二
名
)

◆

う
し
た
剖
画
を
行
な
う
た
め

■」

に
、
研
究
者
の
獲
成
計
画
が

◇

立
て
ら
れ
、
教
育
体
制
に
大

き
な
改
変
が
な
さ
れ
る
。
す
で
に
文

学
部
で
は
今
年
度
か
ら
刀
リ
キ
ュラ

ム
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
.
東
閑

ア
ジ
ア
の
民
族
(棚
瀬
助
教
授
)
マ

ラ
ヤ
の
人
種
文
化
地
理
学
(別
枝
立

教
大
教
授
)
タ
イ
国
史
(藤
原
京
都

女
子
大
教
授
)
モ
ン
ス
ー
ン
農
策

(本
岡
助
教
授
)
タ
イ
語
(富
田
助

教
授
)
ビ
ル
マ語
(西
田
助
教
授
)

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
教
青
学
部
で

も
、
ア
ジ
ア
近
代
化
の
問
題
(吉
田

助
教
授
)
が
行
な
わ
れ
て
いる
.
そ

し
て
、
今
後
、
文
、
教
、
法
、
経
農

の五
学
部
に
わ
たる
総
合
的
刀ワ
キ

ニ
ソ
ムが
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

一
いる
.

主
と
し
て米
ソ
核実

験
反
対
の
国
際
的
反

戦
闘
争
の
推
進
を
訴

え
た
が
、
先
の
二
派

に
よ
っ
て
戦
か
わ
さ

れ
た
学
生
運
動
全
股

に
わ
た
る
論
争
に
十

襲
嗣

は
連
日
徹
夜
で
選
挙
に
取
り
組
ん
だ
、

が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
京
大
主
流
派
と

統
一派
の
主
要
な
争
点
は
次
の
通
り
で

あ
っ
た
.

①
学
生
運
動
の
形
態

京
大
主
流
派
は
「新
レ
い
摘
勢
と
新

し
い
課
題
と
新
し
い
運
動
形
態
」
を
提

起
し
た
.
そ
の
内
容
は
池
田
内
閣
の
高

争

新
学
期
以
釆
教
養

部
の
各
ク
ラ
ス
を
中

心
と
し
て
憲
法
研
究

会
が
大
規
模
に
作
ら

墾

め
て
注
薯

れ

て
いる
.
教
養
部
で

教
獲
全
ク
ラ
ス
七
十

四
の中
で学
部
に
関

係
なく
ほ
ぱ
半
数
の

ク
ラ
ス
で
憲研
が
で

き
、学
部

で
も
理
学逐
、
工
掌部
に

で
き
、
文
学部
で
も六
・

一五
の
学
生大
会
で
、憲

研
設
置
を
決
め
て
いる
.

こ
れ
は
、
憲
法
改
定
が
よ

が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
国

家
論
と
し
て
は
レ
ー
ニ
ン
「国
家
と

革
命
」
が
読
ま
れ
て
い
る
.

い
ち
は
ん
進
ん
で
い
る
二
回
雲
埋

学
部
の
あ
る
ク
ラ
ス
は
ゆ
き
づ
ま
り

状
況
か
ら
脱
け
出
し
て
遮
ん
で
い
る

よ
う
だ
.
こ
の
ク
ラ
ス
は
5
・鐙
闘

争
に
向
け
て
二
週
闘
ぶ
っ通
レ
で
毎

日
、
ク
ラ
ス
討
議
を
行
な
い、
そ
の

深
まり
の中
で憲
研
が
生ま
れ
た
最

な
ど
の
内
容
を
研
究
す
る
必
要
が
認
個

識
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
班
に
分
か
れ

}

て
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

サ
ー
ク
ル
で
は
「京
大
ケ
ル
ン
」

と
い
う
憲
研
が
生
ま
輪
て
い
る
●
こ

輪
は
・
ク
ラ
ス
で
中
心
に
な
っ
で
懸

醐

研
を
組
織
し
て
い
る
人
の
プ
ー
ル
の

よ
う
な
役
割
を
目
揃
し
て
い
る
.
現

在
で
は
①
日
本
独
占
資
本
の
研
究

}

(テ
串
ス
ト
御
囲
生
等
「日
本
の
独

占
」
)
②
労
働
運
動
の
研
究

改
憲
へ
の
動
向

難

先
進
国
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
後

進
地
域
鰭
国
を
学
術
的
に
研
究
す
る

こと
の
璽
畏性
に
つ
い
て
は
改
め
て

喋
んす
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
.

…
(中
略
)
…
か
く
て
、
こ
の
地
域

を
学
術
的
に
調
査
研
究
す
る
こ
と
の

露
要
檸
ほ
、
ま
ず
ま
す
加
わ
って
き

た
。と
いう
より
も
、
東
南
ア
ジ
ア

を研
究
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
は

日
本
人
の
義
務と
さ
え
考
え
ら
れ

る
」
とあ
り
、さ
ら
に
「太
平
洋
戦

争
中
に
一時行
な
わ
れ
て
いた
よ
う

な
特
殊
な
政策
的
の
ため
の
研
究
で

は
な
く
、
真
に
客
観的
、学
術
的
な

研
究
」
を
行
な
う
こ
と
を
の
べて

い
る
.
そ
し
て
、
同
セ
ン
ター
の基

本
テ
」
ヤ
は
「東
南
アジ
ア地
域
の

近
代
化
の
研
究
」
で
あ
り
、
(同
地

域
)
の
生
活
や
文
化
は
、部
分
的
に

は
近
代
化
し
て
い
て
も
、
多
く
の

部
分
に
お
い
て
は
非
近
代
的
であ

る
.
し
か
し
、
近
代
化
は
好
む
と
好

ま
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
歴
史
的
、
昆
族

的
発
展
の
必
然
の
途
で
あ
り
、
ま
た

こ
れ
ら
の
諸
国
の
共
通
の
政
策
目
標

で
も
あ
る
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
後
進地

域
聴
国
が
近
代
化
を
遷
成
す
る
こ
と

に
関
心
高
ま
る

ア経済研と連絡が緊密

 

ジ
フ ォ ー ド財 団経団達の調査機 関

ア 
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
)
に
示さ
れ

て
い
る
.
出
資
者
は
フ
ォ
ー
ド
財
団

で
合
計
額
は
約
二
十
五
万
六
千
浦

(約
一憶
円
)
に
の
ぼ
って
い
る
.

と
こ
ろ
で
フ
嘘1
賞
財
団
は
、
こ
れ

ま
で
業
岡
ア
ジ
ア
研
究
を
現
地
で
行

な
って
き
た
が
最
近
に
な
って
ビ
ル

マ政
府
か
ら
、
そ
の
活
動
を
全
面
的

に
禁
止
さ
れ
て
いる
。
調
査
の
結
果

を
同
財
団
に
報
告
し
な
け
れ
は
な
ら

な
いこ
と
は
明
白
で
あ
り
、
し
た
が

って
、
活
動
で
き
な
く
な
った
同
期

団
の研
究
を
、
京大
が属
代
り
す
る

と
いう
批
判
は
ま
ぬが
れ
が
た
い.

さ
ら
に
璽
畏な
点
は
、趣
意
書
に
、

「アン
ア
経
済
研
究
所
」
と
「研
究

上
の連
絡
調
彊
」
を
は
か
ると
述
へ

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
.
「ア
ジ

ア経
済研
究
所
」
と
い.つ
のは
、
五

八年
十
二月
に
、経
団
連
の罰
査
機

う
や
く
政
治
問
題
化
し
そ
う
な
協
階

に
あ
って
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も

って
い
る
の
か
知
ろ
う
と
い
う
意
図

か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在

で
は
現
行
憲
伝
と
自
民
覚
や
鳳
法
関

査
会
の
改
定
案
の
比
較
解
釈
が
終
っ

た
と
いう
と
こ
ろ
で
、
全
体
と
し
て

一
は
ち
ょ
っと
行
き
づ
ま
り
の
状
態
の

一
よ
う
だ
.
テ
キ
ス
ト
は
岩
波
新
書

門
「日
本
の
繧
」
(長
谷
川
懸

も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
量
研
が
ほ
と
ん
ど
笹
日
、
ク
ラ

ス
の
過
半
数
が
参
加
し
て
行
な
われ

て
い
る
。
脇
の
ク
ラ
ス
と
尚
様
、
条

文
の
比
較
解
釈
を
終
わ
って
一足
の

ゆ
き
づ
ま
り
が
生
ま
れ
た
の
だ
が
、

討
議
を
漂
化
す
る
中
で
、
糠
法
改
定

の
背
景
と
な
る
内
外
の
情
勢
、
今
後

の
労
働
運
動
、
日
本
の
戦
後
史
、
憲

法
改
冠
が
行
な
わ
れ
た外
国
の
歴
史

Φ
フ
ラ
ン
ス
の
戦
園
戦
後
の

鑑
法
改
定
と
反動
化
の歴
史

④
ド
イ
ツ
の戦
前
戦
後
史
な

ど
を
学
習
内
容
にし
て
いる

ま
た
十
三
日
第
一
回
憲
研

代
表
者
会
議
が
も
た
れ
る
予
定
だ
っ

た
が
、
選
挙
の
た
め
流
会
し
た
。
こ

れ
は
二
十
一旦
開
か
れ
る
予
定
で
①

箆
-
紛
日
に
謂
優
さ
れ
る
懸
法
購
座

の
準
億
②
帰
郷
活
動
と
し
て
の
懸
研

の
準
儒
を
行
な
う
中
で
、
全
学
的
な

廊
瓢
塁
蚕
を
つ
く
る
下
準
鯉
箏

ろ
う
と
い
う
力
向
を
と
って
い
る
.

鼎

憲
法
悶
題
は
学
生
に
ひ
じ
ょ
う
な
関

心
を
も
た
れ
て
いる
よ
う
だ
.

:
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よ
ん
だ

に
対
し
て
従
釆
の
よ
う
に
自
治
会
執
行

部
の
提
起
す
る
ス
ロ'ー
ガ
ン
に
基
ず
い

た
ク
フス
討
議
に
よ
っ
て
統
一し
た
行

組
織
す
る
こ
と
と
、
ク
ラ
ス
討議
の
幡

層
の
深
化
に
よ
っ
て
、
学
生
の
中
に
世

界
観
、
人
生
観
を
含
め
た
思
想
的
統
】

「新

し

い
型

の
運
動
」

て
、両
派
の
し
の
ぎ
を
けず
る
窟
伝戦

は
熱
狂
的
な
ま
で
に
な
っ
た
.

②
核爽
験
間
題

米
ソ
核
実
験
に
反

対
し
て
、
反
帝
闘
争

明
確
化
し
た
各
派
の
論
点

鞍
讐
舗
灘
機
⑳嚢
齢難
毯
雛
鋤難

基
盤
を
縮
少
し
た
.
膨
大
な
ビ
ラ
と
、

の
包
括
性
を
も
つ
憲
法
改
定
(新
し
い

ク
ラ
ス
討
議
、
立
会
演
説
な
ど
で
各
派

情
勢
と
新
し
い
誤
題
)
が
あ
り
、
こ
れ
一 一動

を
かち
と
って
ゆ
く
と
いう
伝
統
的

学
生
運
動
の
み
で
は不
十
分
であ
っ

て
全
学
的
に
第
二
臼治
会
的
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
た
憲
法研
究
会を
各ク
ラ
ス
に

ム

ー
ド
か
ら
理
論
組
織

へ

京
大
主
流
派
完
勝
の
背
景

京
大
学
生
運
動
は
安
保
闘
争
当
時
ブ

ン
ト
(共
産
主
義
者
同盟
)
の
指
導
の

下
に
執
行
部
が
形
威
さ
れ
て
い
た
が
、

安
保
闘
争
後
も
プ
ン
ト
が
全
国
的
に
醐

壊
し
て
い
く
中
で
も
、
学
生
目
治
会
の

指
導
を
放
棄
せ
ず
、
原
則
的
な
大
衆
闘

螢
を
霞
開
し
て
き
て
、
こ
れ
が
現
在
の

凍
大
主
流
派
の
根
強
い
伝
統
的
基
盤
を

な
し
て
いる
。こ
れ
は
、
今
度
の選
挙

でも
変
ら
ず
、
京
大
主
流
派
が
再
び
勝

利
を
占
め
た.

し
かし
なが
ち
、今
度
の選
挙
は
安

保
闘
争
以後
二年
を
経
て、
いわ
ゆ
る

安
保
当
時
の
主流
派
ムー
ド
は
影
を
ひ

そ
め
、
現
在
の
学
生
運
動
の
理諭
と組

織
を
鋭
く
反
映
し
た
本
格
的
な
抗箏
と

な
った
。
す
なわ
ち
、
こ
れ
ま
で
安
保

闘
争
以
降
三
回
の
同
学
会
お
よ
び
教
獲

部
選
挙
が
行
な
わ
れ
たが
、
いず
れ
も

、
主
流
派
隅
社
学
同
が
圧
倒
的
な
強
味

を
み
せ
て
楽
勝
す
る
と
いう
ケ
ー
ス
で

あ
っ
た.
これ
は
安
保闘
争
を
経
験
し

た世
代
に存
在
する
大
衆
的
な
「主
流

派
」
ム
ード
に
依
拠
し
て
い
た
.
と
こ

う
が
今
度
の
選
挙
は
、
一回
生
に
は
そ

う
し
た
ム
ー
ド
な
ど
は
も
と
も
と
存
在

し
な
いし
、
活
助
家
も
新
し
い
贋
が
出

て
き
て
い
る
中
で
行
な
わ
れ
た
た
め
、

各
派
と
も
自
か
ら
の
正
し
さ
を
自
身
の

理
齢
と
組
織
力
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い条
件
に
お
か
れ
た
.
表
面
中
は

依
然
と
し
て主
流
派
の
完
勝
で
あ
った

が
、
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
と
様
柑
を

異
にし
て
いる
.

今
後
も
統
一派
ーー
民
胃
と
の
対
立
が

続
き
そ
う
だ
が
、京
大
民
青
は
目
共
主

流
派
の線
で
ある
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

近
釆
学
生
運
動
の
大
衆
運
動
と
し
て
の

震
開
に
妨
冨
と
な
る
よ
う
な
活
助
は
と

ら
ず
、
ま
た
京
大
教
冒
の
す
く
な
炉
り

ぬ
「民
主
的
な
」
教
冨
が
共
環
冤
に
期

待
し
て
い
る
現
状
も
手
伝
っ
て
、
一定

の
影
響
力
を
保
持
し
て
い
る
。
京
大
主

流
派
が
、
学
生
運
動
の
指
導
の
み
で
な

く
、
全
体
と
し
て
の
日
本
の
社
会
運
動

の
見
通
し
を
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ

は
、
「覚
」
と
い
う
立
場
へ
の
幻
想
は

今
後
も
続
く
も
の
と
み
な
け
申
は
な
ら

な
い.

を
形
造
っ
てゆ
か
な
け
れ
ば懸
法
闘
争

と請
反動
政
策
粉
砕
の戦
いを
統
"し

て
、
し
か
も別
個
に
戦
っ
てゆ
く
こ
と

は
でき
な
い
(新
し
い
課
題と
新
マ)い

行
動
形
態
)
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
統
一派
は
、
五
。三
〇

憲
法
闘
争
は
、
執
行
部
段
附
の
闘
鯨

が
、
ク
ラ
ス
討
議
に
立
っ
た
醐
仏
い
大

衆
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
点
に
意
義
を

求
め
、
統
一派
は
そ
う
し
た
載
か
い
の

形
態
を
推
進
し
て
い
く
と
訴
え
た
.
し

か
し
、
こ
の
点
も
、
5
・30
闘
争
へ
の

取
組
み
は
王
と
し
て
主
流
派
が
ク
ラ
ス

討
議
を
や
って
い
た
こ
と
(統
一派
は

ガ
ガ
ー
リ
ン
「歓
迎
闘
争
」
で
立
ち
お

く
れ
た
)
ク
ラ
ス
討
議
は
、
当
然
箆
視

さ
れ
る
が
、
問
題
は
執
行
部
の
提
起
ず

る
情
勢
分
析
と
行
動
方
針
で
あ
る
と
い

う
主
流
派
の
主
張
が
滲
透
す
る
に
つ
れ
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大
字管
理
制
度
改
悪
と
いう
正
図
か
ら
の
攻
畢
、
東
用

ア
シ
ア研
究
セン
タ
;
と
いう
か
ら
め
手
か
ら
の
攻
撃
ー

i
大学
の自
治
と
学
問
の
自
由は
いま
大
き
な
試
線
に

㎜
立
たさ
れ
て
いる
.

㎜

一見
何
の
関係
も
な
いよ
う
な
この
二
つ
の間
題
が

㎜
独
占
資
本
(アメ
リ
カ
と
の
関係
もふ
く
め
て
)
の大

脚
き
な
政策
の
中
で
は
冥
は
一つ
に
結
び
つ
い
て
いる
の

㎜㎜
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
う
し
た
政
治
的
背景
に
つ
い
ては

㎜
す
で
に
大
学
院
会
函
明
な
ど
が
明ら
かに
し
て
いる
乙

㎜
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
触
れ
る
こ
と
は
す

㎜川
ま
い
.

ル

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
問
題

㎜㎜
が
学
間
の
本
質
と
関
わ
り
合
う
点
で
も
つ
い
ま
一つ
の
同

㎜
一性
を
考
え
て
見
た
い
。
そ
の
わ
け
は
、
こ
れ
ま
で
は
、

㎜
学
問
の
自
由
に
た
い
す
る
攻
撃
は
削
者
の
よ
う
な
直
接
に

㎜
橦
力
を
通
じ
て
す
る
も
の
が
主
要
な
形
態
で
あ
った
が
、

㎜㎜
今
後
は
、
後
者
の
よ
う
な聞
接
的
に
金
を
通
U
て
す
る
も

㎜
の
も
ま
た
主
憂
な
形
態
と
な
って
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

㎜
し
か
も、
こ
の
後
者
に
た
いず
る
わ
れ
わ
れ
の
思
想
的
な

㎜
武
装は
必
ず
し
も
十
分
と
は
いえ
な
いか
ら
で
あ
る
。

㎜

と
こ
ろで
、わ
れ
わ
れ
が
大
学
の自
治
を
主
張
す
る
の

}
は
、
そ
れ
が
学
問
の
自
由
を
制
度
的
に保
証
ずる
も
のだ

か
ら
で
あ
る
.
し
た
が
って
こ
の
穿
張は
、
自
由
なく
し

罰三響二…
"::

て
学
問
の
進
歩
・発
展
は
あ
り
え
な
い
こ
と
、
つ
ま
り

「学
問
の
自
徳
性
」
の
原
理
の
承
認
を
ふ
く
ん
で
い
る
.

「学
閥
の
自
律
性
」
の
原
理
と
は
、
学
問
は
学
問
鼠
身

の
内
発
的
な
要
求
を
も
と
に
組
繊
さ
れ
な
け
れ
ば
学
問
で

な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
.
そ
う
考
え

れ
は
、
今
度
の
フ
ォ
ー
ド
財
団
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
が
金
を
通
U
て
研
究
者
を
組
織
レ
よ
う
と
し
て

いる
こ
と
は
、
こ
の
原
理
と
ま
った
く
相
答
れ
な
い
も
の

だ
と
いわ
ね
は
な
ら
な
い
.

な
る
ほ
ど
、
関
係
賓
の
い
つ
よ
う
に
、
同
セ
ン
タ
ー
は

以
前
か
ら
自
主
的
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
った
の
か
も

ど
く
な
り
、
と
く
に
、
新
し
く
研
究
に
入
ろ
う
と
す
る
若

い
研
究
者
が
い
わ
ゆ
る
時
流
に
投
じ
た
研
究
分
野
に
ひ
き

つ
け
ら
れ
る
危
険
が
増
大
し
は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
.【そ
う
な
った
は
あ
い
、
た
と
え
今
の
両
セ
ン
タ
ー
の

人
た
ち
自
身
が
い
か
に
自
主
控
を
守
る
に
し
ろ
、
日
本
の

学
界
に
学
問
の
本
質
と
は
無
豫
で
異
質
な
組
織
漂
理
を
導

入
し
た
貸
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
】

以
上
の
よ
う
に
、
管
理
制
度
の
改
悪
と
棄
南
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
と
は
、
作
用
の
仕
力
は
ち
が
う
が
、
学
問
の
正
常

な
発
展
を
は
は
む
と
い
う
本
質
的
な
点
に
お
い
て
共
遠
の

前
門
の
虎
、
後
門
の
狼

ー「大
学

の

自

治
」
研

究

会

知
れ
な
い
.
【そ
の
は
あ
い
、
藁
南
ア
ジ
ア
を
対
象
に
す

れ
ば
ど
こ
か
か
ら
金
が
出
そ
う
だ
と
い
う
思
惑
が
働
い
て

い
な
か
った
こ
と
を
認
め
る
に
し
て
も
】
し
か
し
他
方
、

東
甫
ア
ジ
ア
研
究
だ
か
ら
こ
そ
パ
ト
ロ
ン
が
つ
い
た
と
い

う
こ
と
も
ま
た
明
白
な
真
笑
で
あ
る
.
そ
し
て
、
一旦
こ

う
し
た
体
制
が
で
営
上
って
し
ま
う
と
、
こ
の
金
の
面
が

茅
要
な
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
な
る
危
険
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ

ー
が
研
究
対
象
と
す
る
国
の
選
び
方
の
う
ち
に
わ
れ
わ
れ

は
す
で
に
そ
の
疑
い
を
も
つ
】

し
か
し
も
っと
心配
な
の
は
【いき
さ
つは
ど
ろ
で
あ

れ
】
こ
う
し
た
形
で
一度
味
を
し
め
る
と
、
今
後
の
業
界

で
金
を
通じ
て
研
究
を
組
鐵
す
る
や
り
方
が
い
っそ
う
ひ

間
題
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
に
た
い
し
て
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
闘

うて
い
く
か
.
い
った
い
、
わ
れ
わ
れ
大
学
人
が
学
問
の

自
由
を
主
張
し
、
大
学
の
自
治
を
要
求
す
る
か
ら
に
は
、

学
問
を
正
し
く
、
し
か
も
た
く
ま
し
く
発
展
さ
せ
て
、
国

民
と
人
類
の
福
祉
と
進
歩
に
窃
与
す
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
.
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
翼
の
憲
味
で
大
学
が
・う
し
て
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
嵐
の

国
民
に
た
いす
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
.

そ
し
て
、
学
閲
の
正
し
い
発
展
は
、
全
研
究
が
学
問
の

全
体
を
見
渡
せ
る
形
で
の
下
か
ら
の
民
主
的
な
組
織
化
に

よ
って
のみ
保
証
さ
れ
う
る
も
の
であ
る
.

し
たが
って
大
学
の
自
治
も
、
人
事橿
を
申
心
に
し
て

消
極
的
に学
問
の自
由
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に

㎜

学問
を進
歩
・
発
展さ
すた
め
に
す
なわ
ち
、
現
に学
間

㎜

発
展
の
第
一
線
に
立
つ
助教
授
以
下
の若
い研
究者
層
の

㎜

創
造的
な
エネ
ルギ
ー、
学
生
の純
粋
さ
と
欄
熱、
職
員

㎜

の
協
力
を
あ
ま
さ
ず
汲
み
あ
げ
て
組
織
す
る
方
向
で、
た
㎜

え
ず
肉
づ
け
を
厚
く
し
て
い
かね
ぱ
弩

な
い
.

㎜

こ
う
し
て
、
全
研
究
者
の
民
主
的
な
組
織
化
を
下
か
ら

㎜

積
み
あ
げ
て
い
く
方
向
を
基
本
に
す
え
て
は
じ
め
て
、
現

㎜

腔難
諺
議
饒
雛
灘
蕪

か
り
で
な
桟

研
究
予
算
の
飛
躍
的
な
増
額
と
学
閻
の
発

展
の
立
場
に
立
つ
全
研
究
者
に
よ
る
自
的
な
配
分
を
か

ち
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

㎜

最
後
に
、
こ
の
二
つ
の
企
て
の
特
殊
京
大
的
な
性
格

㎜

に
つ
いて
一欝
す
れ
ば
以
上
の
よ
う
に
、
共
通
の
政
治

的
課
題
を
も
つこ
の
二
つの
企
て
は
、
と
も
に
学
問
そ

㎜

の
も
の
に
に
た
いす
る
攻
馨
で
あ
る
.
そ
し
て
、
両
者

㎜

の
こう
した
岡
一性
は
、
いか
ん
な
が
ら
、わ
が
環
大

教
育
学部
の相
艮
惟
一教授
が
、
こ
の
二
つ
の企
て
の

いず
れ
にお
い
て
も実
質
上
の
主
役
を
演
じ
て
いる
事

実
に
うち
にシ
ン
ボ
リ
カ
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
。
わが
京

大は
、
一方
で
は
反
戦
自
由
の
輝
や
か
い
伝
統
と
、
他力

で
は
、
戦
前
の
京
都
学
派
以
来
の
御
用
的
・反
動
イ
デ
オ

ワ
ギ
ー
の
牙
城
と
し
て
の
慈
し
き
伝
統
を
も
つ
。
わ
れ
わ

れ
は
い
ま
こ
そ
、
こ
の
悪
し
き
伝
統
を
一掃
し
、
彼
ら

の
政
治
的
意
図
を
う
ち
砕
く
こ
と
が
必
嬰
で
あ
る
。
そ

意
味
で
の
社
会
的
費
任
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
ろ

川

う
・

㎜

(文
買

伊゚
多
波

広゚
田

高゚
構
)
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L

べ」
と
いう
要
求
も
、

日
本
共
窟覚
の
ソ
連
核
笑
験
支
持
に賛

戒
する
の
か
レ
な
い
の
か
」
と
い
う
形

で
反駁
さ
れ
、
マ
ル
学
同
の
ス
タ
ー
リ

ニ
ズ
ム
批
判
と
あ
い
ま
っ
て
窮
地
に
お

ち
い
れ
た
.
統
}
派
にと
っ
て
こ
れ

ま
で
に
な
く
掌
生
大
衆
と
密
費
し
た
装

い
を
と
っ
て
還
挙
に
取
組
ん
だ
が
、
日

共
ド
グ
マ
が
や
は
り
泣
ぎ
ど
ご
ろ
に
な

う
た
.

③
日
常
要
求
と
学
生
会
館
問
題

統
一派
が
幅
広
い
学
生
の
日
常
的
要

求
を
く
み
あ
げ
て
い
く
と
い
う
宜
伝

は
、
街
頭
デ
モ
の
戦
闘
控
で
鴫
る
主
流

派
に
対
抗
す
る
意
味
で
最
初
は
か
な
り

一般
学
生
に
受
け
た
よ
う
だ
.
し
か

し
、
分
散
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

を
学
生
会
館
の
実
現
に
統
一し
て
運
劾

を
お
乙
し
て
い
く
と
い
う
、
主
流
派
の

主
蛙
が
後
半
は
ま
き
か
え
し
た
。
新
執

行
都
は
学
生
会
館
設
立
に
力
を
入
れ
ざ

る
を
え
な
いだ
ろ
う
.

④
掌
生
遼
勤
の統
一間
題

こ
れ
は
王
流
派
にと
っ
て圧
倒
的
に

有
利
だ
っ
た
.
現
在
京
都
府
学連
が
広

汎
な
大衆
運動
を
成功
さ
せ
て
おり
、

関
西
学
連
結
成
か
ら
、
全
学
連
大
会
の

無
条
件
開
催
な
ど
、
災際
の
物質
力
に

立
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
た
め
、
全
国

的
に
み
て
主
要
大
学
で
の
学
生
運
助
の

指
導
が
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
民

胃
11
統
一派
に
は
不
利
だ
っ
た
.
マ
ル

学
同
は
「全
掌
連
主
流
派
」
を
称
し
た

が
東
京
、
京
都
に
お
い
て
組
織
的
に
ま

った
く
弱
く
安
保
闘
争
の
余
イ
ン
と
U

て
し
か
受
け
と
め
ら
れ
な
か
った
.

(編
集
部
)

と
し
て
戦
か
う
と
い

う
窟
大
主
流
派
に
対

し
て
、
統
一派
は
徹

底
的
に
受
身
に
立
た

さ
れ
た
.
「全
面
軍

縮

・核
停
協定
を繕

「そ
れ
では
、
・

く
同
志
社
大

に

雛
域
正
が

冒
姪汰
菰
引究
所

問
髄
に
な
っ

て
いる
折
から
わ
が
国で
初
の
無
法
研

究
所
が
九
日
同
志
社
に
事
務局
を
設
け

て
開
設
さ
れ
圧
目
を
浴
び
て
いる
。
こ

の研
究
所
は
、
「懲
法
を
守
り
、
懸法

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
政
治
家
を
育
成

す
る
」
と
い
'つこ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
同
志
社
大
学
の
田
畑
忍
教
授
立

命
大
総
長
末
川
博
ら
が
中
心
と
な
り
、

関
西
の
法
学
、
政
治
学
者
副
六
十
七
氏

に
よ
って
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
し
あ

た
り
夏
期
憲
法
大
学
の
開
設
、
憲
法
年

報
の
発
行
を
行
な
い積
極
的
な活
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
いる
.

ノ
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総
合
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多角経営とパイオニア精神と自社技術と

,

■旭化成の経営活動の特色

《社員の力を生かす社風、育成への配慮》個人の創意を最高度に発

揮させることを基本とした積極的な着く明るい社風が特徴です.

また将来の高い目標をめぎして計画的な育 成への配慮がなされて

います。

≦墨 学工業》一旭化成をはじめとする旭グループの事業内容一

花学・合成繊維(ベ ンペルグ・レーヨン・アクリル系合繊カシミロ

ン・塩化ビニリデン系合成サラン)/ア クリルニ トリルモノマー・

イオン交換樹脂膜・スチレンモノマー・ポリマ鰻 ・コポリマー/化

学薬晶 ・高度化成肥料 ・硝化綿・マグネシアクリンカー(製 鉄炉

材)・金属マグネシウム・イオソ交換樹脂膜法による食堵/化 学調味

料(グ ルタミン酸ソーダ旭諌)各 種食品/産 業用火藁類一般

《自社技術による開 とその成果》カシミロソ・イオン交換樹脂膜

・腐度 化成記料・ペソベルグ・ポリプロピレン・マグネシアクリ

ソカー

《技術輸出の実績》カシミロソの製造技術(イ タリー)・ イオソ交

換樹脂膜による飲料水製造プラント(アメリカ)・ レーヨソ糸の製

造技術(イ ソド)・苛性ソーダ、塩素の製造技術(パ キスタン)

■当社の将来一 それは充実じた技術を基盤に合繊系統、高分子系

統、海水総合利用化学系統、建材系統を中心に積極的な経営規模の

拡大、多角的発展をとげる事です。

当社はこの輝かしい未来づくりの一員として、仕事に熱意と粘りと

責任態をもつて立ち向つてくれる着いあなたのエネル・ギ脚に期待し

ますo

待遇/初 任船24,360円(学士)。27,470四(修 士)・32,870円(博 士)

一東京 ・大阪地区の場合一

職艦●凶γプレ,ト、入社案内等採用についてのお聞合わ

郁大阪庶獅収纏鱒 鷲 ム事ロへ御達絡下き馬・
顧

◎
旭
化
成
工
業
株
式
会
社

㊥
旭
ダ

ウ
株
式
会
社

⑧
新
日
本
化
学
工
業
秩
式
会
社

‡

店
/
大
阪
市
北

区
堂
島
浜

通
り
一
ノ
ニ

(新
大
阪
ど
冷
)
霧

電
話

(三
六

一)

一
二
九
一

妾
霧
所
/
墓
泉華
代
田
区
有
誕

髪

鶏

壁
慧

鮎

工
場
/
延
岡
・富
士
・州
崎
・坂
ノ
市
・基
肖
・和
歓
幽
・鈴
腐
・水
俣
.小
名
浜

緕
究
斯
/
棄

京

・
大

阪
・
小

名

浜
・
金

沢
.
一

ノ

官

48
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劒綿
第1110号(3)

門あ
な
た
の寿
す
譲
趨

鍵暴社会
覚

共
凄
晶

新
左
翼

そ
の
他

支
持
政
党
な
し

わ
か
ら
な
い

無
回
答

一
・
二
・
文

・
理

7

%
姶

%
8
%
7
%

6437042318

3429158315

22280783412

3230153418

欝
梼
茗

雷

瞳

そ
の
政
覚
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
賛成
だ

か
ら

訂

皿

51

聞

他
の
政
覚
が
だ
め
だ
から
銘

鈴

30
お

そ
の
他

7

14

14
8

無
回
答

14

5

5
10

譲

肇
な
し
の
理
痩

澗
足
ず
べ
き
政
覚
が
な
の
か
ら

91

η

90

鴨

現
在
の
議
会
政
治
に
意
味
が
な
い
か
ら

4

13

6

3

そ
の
他

3

9

4

11

無
圃
答

3

2

2

10

懸

慧

嚢
・
思
いま
す
躍

 帝国
主
業
的
性
格
で
、
国
民
の
生
活
を

お
びや
か
し
て
い
る帥

30

聞

21

単
なる
保
守
反
助
で
私
利
を
追
って
い

る

お

26

31

風

保
守
的
で
ある
が
我

の々
利
益
を
代
衷

し
て
いる

11

12

11

11

無
圃答

20

麗

箆

34

政党
支
持準
で
は
、
昨
年
六
月
の
■

査
とぼ
ぼ同
一の
結
果
を
え
て
い
る
.

こ
れ
は
こ
の
一年
岡
が
政
治
的
に
は
相

対
に
安
足期
で
、安
保問
題
の
よ
う
な

大
営
い
意
議
変
化
の奨
機
を
も
た
な
か

った
こ
と
の
裏
づ
け
と
いえ
、自
民
党

が
教
養
、
学
部
を
通
し
て
十
%前
後
の

固
定
し
た
支
持
を
得は
じ
め
て
いる
の

も
、
こ
う
し
た
政
治
・経
済
に
おけ
る

安
足
面
を
反
映
し
て
い
る
と
いえ
よ

う
.
ま
た
民
社
党
、
共
産覚
の
茎
胃耶

政党
支持

 

し昨年と大差な

入割以上が改憲に反対

 

が
少
し
回
復
し
て
い
る
のは
、安
保
闘

争
で
の
衝
撃
に
よ
る
反発
が
いく
分
緩

和
さ
れ
て
き
た
も
の
と
みら
れ
る
.
社

会
覚
支
持
は
こ
こ
数
年
間統
計
的
に
は

小
さ
な
ユ
レ
を
み
せ
な
がら
も
確
実
に

三
十
数
%
か
ら
四
十
%
を占
め
て
き
て

お
り
、
ム
ト

的
には
学
生層
を
代
衰

し
た
政
覚
と
い
え
そ
うで
あ
る
。
昨
年

進
長
を
み
せ
弼薪
左
翼
が横
ば
いな
い○

し
は
減
少
気
味
で
あ
るが
、
これ
は
新

左
翼
が
"政
覚
倉
と
い
う
かな
り
即
物

的
な
観
点
か
ら
は
と
ら
え
にく
い
こと

と
く
に
安
定
の
局
面
の
中
で
は存
在
が

う
す
れ
が
ち
だ
った
こ
と
が
影
響
し
て

い
よ
う
●
「支
持
政
党
な
し
」
は
い
ぜ

ん
多
く
、
こ
と
に
一回
生
に
お
い
て
四

劉
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
(昨
年

三
十
四
%
)
注
目
さ
れ
る
●
ま
た
学
年

が
進
む
に
つ
れ
て
支
持
な
し
が
漸
威
し

て
いく
傾
向
も
昨
年
よ
り
さ
ら
に
う
ず

れ
て
お
り
、
約
三
分
の
一の
学
生
が
支

持
政
覚
な
し
と
し
て
固
定
化
し
て
い
る

のが
し
い
っそ
う
明
ら
か
に
な
った
.

ま
た政
党
支
持
の
理
由
を
み
る
と
「イ

ヂ
オ
ロギ
ー
に賛
成
」
と
い
う
積
極
的

理
由
と
「他
の政
党
が
だ
め
だ
か
ら
」

と
い
う消
極
的
理由
が
あ
い
半
ば
し
て

お
り
、
全体
的
にみ
て
か
な
り
の
部
分

が
現
在
の
議
会
に不
満
の
目
を
む
け
て

い
る
と
い
え
る
.支
持
政
党
の
項
で

「分
ら
な
い
」
と
する
も
の
や
無
回
答

は
一般
に
へ
ってき
て
いる
が
、
そ
れ

は
3
院
選
が
近
い
こ
と
よ
り
も
、
改
憲

わ
から
な
い

問
題
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
自
治
会
、
サ
ー
無
回答

ク
ル
の
勤
き
の
活
発
化
が
慰
識
を
敏
感

に
し
て
い
る
か
ら
だ
う
ろ
.

池
田
内
閣
に
つ
い
て
は

三
十
四
年

年
に
行
な
った
の
と
聞
様
の
質
問
で
あ

る
.昨
年
の
繕
果
で
は
支
持
す
る
と
答
え
一

た
も
のが
15
・12
・15
%
と
な
って
い

る
が
今年
の
場
合
「我
々
の
利
益
を
代

衰
して
いる
」
と
す
る
も
の
を
支
持
賓

と
み
れば
か
な
り
そ
れ
は
叔
少
し
て
い

る
.
これ
は
次
の
質
間
に
も
み
ら
れ
る

よ
う
に圧
倒
的
な
改
憲
反
対
や
頭
う
ち

-状
態
の
経済
政
策
が
国
畏
生
活
に
バネ

返
っ
てき
て
いる
こ
と
な
ど
の
不
信
感

が
高
ま
り
つ
つあ
る
か
ら
だ
ろ
う
.

}
慧

法

改

定

に

つ

い
て

}暫

反 賛対 成

一
・
二
・
文

・
理

6
%
7
%
10
%
5
%

86

83

83

80

44

厚1

4

3

3

77

齢
" ● 口盧■

藷 轟 晦 丁
豹 の 爆 零 等 一

齢 ●
隔 1{

騰

粥

齢

棚 帽
ン,

「ド刎r-Fコ瞳

覧 塁 茎 五 婁

颪

対
の
理
由
薦

現
行
憲
法
が
す
ぐ
れ
て
い
る
から

一

28

20

肝

釦

改
定
憲
法
が
帝
国
圭
義確
立
の
方
向
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
る
から
52

54
銘

萄

そ
の
他

1

4
5

6

無
回
答

19

21
18

10

}天
畳
制
に
つ
い
て
」

地
位
を
強化
す
べ
き
だ
3

現
状
維
持
で
よ
い
56

廃
止
す
べ
き
だ

38

わ
か
ら
な
い

1

無
回
答

2

軍
儲
に
つ
い
て
■

1

1

1

40541

48472

38531

 

4
一
3

7

・

憲
法
で
認
め
拡
充
ず
べ
き
だ

乙一
5

5
4
一

嶽
法
で
認
め
る
必
要
は
な
いが
現
行
の

自
衛
隊
は
あ
って
よ
い
30

幻

24

10

憲
法
で
認
め
て
は
な
ら
な
い
し自
衛
隊

も
廃
止
す
べ
き
だ
61

駆

磁

瓢

わ
か
ら
な
い

3

5

3

7

無
回
答

2

4

3

5

　

}
薪
本
的
人
権
と
公共
の福
祉
に
㎜

ロ

　

}
つ
い
て

}

公
共
の
福
祉
を
考
え
れ
ば
基
本
的
人
権

の
規
制
も
あ
る
程
度
必
要
だ

9

8

2

1

6

2

2

現
行
憲
法
の
理
念
が
充
分
に
守
ら
れ
て

お
り
、
両
者
の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る

か
ら
こ
の
ま
ま
で
よ
い
24

24

20

23

一基
本
的人
権
が
充
分
に
守
ら
れ
て
い
な

い

訂

43

43

34

わ
から
な
い

10

11

4

14

無
回
答

10

6

6

ひ

自
民
覚
の改
憲
への
志
向
が
圧
倒
的

に
反
対
さ
れ
て
いる
の
が
明
白
で
あ

る
.
同
様
な質
問
が
過
表
し
ぱ
し
ば
な

さ
れ
てき
た
が
、
た
と
え
ば
五
七
年
の

「現
行
憲法
に
つ
いて
」
は
支
持
七
五

鶴闘
3
Ω冒8
8・2
φ3
.●莚

・認
鍵

鐸

器
雛
購

2
50g
●鱒器
..9匿響

響

難

肺雛
張
鍔
し藁
働葬
論
譲

る
と
さ
、
改
懲
反
対
か
進
長
し
て
き
て

っ
た
意
見
が
か
な
り
目
に
つ
い
た
.

い
る
こ
と
は
汰
ぎ
な
意
駄
が
あ
う
つ
。

「天
屋制
」
に
つ
い
て
は
三
十
三
年
の

ま
た
無
回
答
の
パ
ー
セ
ン
ナ
ー
ジ
に
は
一調
査
C廃
止
血二
・二
%
、
現
状
維
指

か
な
り
積
極
幻
な
留
保
慧
見
が
み
ら

三九
・六
%
、
強
化
二
。五
%
と
な
っ

繋
葺
黍
縣
螺

顛
契
鍬
縫
嘱灘
聾
罵

.秀

、
わ
か
。
究

.四
%
と
な
。
驚

法菱

)の
喬

崖

翌

へ
移
打
し
て
い
っ
たと
いえ
よ
う。
軍

一備
の
問
題
、
基
ム
的人
権
の問
題
に
し

て
も
+
年
前
の
調
食
では
同
等
の
形
式

で
な
い
か
ら
必
ずし
も
一元
化
で
き
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
七六
%
、
八
二
・三

%
が
反
対
、
守
られ
て
いな
いと
し
て

お
り
、
憲
法
同
題
に対
し
て
は
か
な
り

受
身
の
姿
勢
に
な
っ
てき
て
いる
よ
'つ

妻

増
え
た
積
極
的
参
加
者

}掌
生
還
勘は
今
後
ど
う
い
う
方
向
　

蓼

蓄

べき
だ
と
思
い
ま
す
か

一

…

.

曾

◆

.

●
・

●

●
●
●

サ
ー
ク

ル
に
大
き
な
意
味

さ

}あ
な
た
が
大
学
で
勉
強
に
の
ぞ
む
㎜

冨

は

　
学
部
毎
の
特
色
示
す

"勉
強
4

一
・二
・文
・理

麗
職
の
た
め
の
よ
り
よ
い
条
件
を
そ
な

え
る
た
め
に
勉
強
す
る
Q

8
%
5
%
7
%
7
%

大
学
卒
と
し
て
は
ず
か
し
く
な
い
教
養

技
術
を
身
に
っ
け
る
た
め
に
勉
強
ず
る

銘

41

35

覗

学
問
研
究
に
檎
熱
を
持
うて
い
る

勿

24

35

%

大
学
の轡商
そ
の
も
の
に
期
待
し
な
い

で
他
の
面
に
生
活
の
ウ
エ
イ
ト
を
か
け

る

8

10

12

9

無
回
答

15

20

11

12

さ
す
が
に
、
「就
厳
の
た
め
に
」
と

答
え
る
3ワ
リ
キ
リ
型
5
は
少
な
い
が

反
面
、
ズ
バ
リ
「堂塵
研
究
に
情
熟
を

持
って
い
る
」
と
い
い
切
る
層
が
、
三

割
55
し
か
な
い
の
は
、
い
さ
さ
か
わ
び

し
い気
も
ず
る
.
文
科
系
の
学
耶
学
生

以
外
は
「大
学
卒
と
し
て
は
ず
か
ど

な
い・…
・・」
の
項
が
15
%
ほ
ど
上
回
う

て
お
り
、
艮
く
い
え
ぱ
合
理
主
嚢
的
な

悪
く
い
え
ぱ
底
の
洩
い
学
問
へ
の
態

度
が
衰
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
.
文

科
系
学
部
は
こ
の
二
つ
の
項
に
同
じ車

が
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
文
と

法
で
は
極
端
な
差
が
あ
る
。
文
で
は
「

学
問
に
梼
熟
」
を
持
つ
者
が
60
%
に
お

よ
ぷ
の
に
対
し
て
、
法
で
は
、
20
%
に

ず
ぎ
な
い
.
こ
の
他
二
っ
の
項
目
に
関

し
て
い
う
な
ら
教
は
文
と
、
経
は
法
と

同
⇔
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
そ

の
ま
ま
、
就
職
に
お
け
る
ヲ陽
の
当
ら

ぬ
`
学
部
と
躍売
手
8
学
部
と
の
関
係

に
あて
は
ま
る
●
乙
れ
ら
を
庶
線
的
に

結
び
つけ
る
の
は
性
急
に
過
ぎ
る
か
も

知
れな
いが
、
現
径
の
大
学
の
あ
り
方

ゆ

そ
の
も
のに
ま
で
、
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の際
因
は
さ
か
の
ぼ
って
い
く
と
い

え
よ
う
.
門
サ
ーク
ル
活
勘
に
つ
い
て
}

駒
還動
サー
クル
に
所
属
し
て
い
る

33

毘

16

P

文化
サー
クル
に
所
属
し
て
い
る

舘

32

お

箆

所
属
し
て
いな
いが
遵
動
サ
ー
ク
ル
に

入
り
た
い

8

11

8

13

所
属
し
て
いな
いが
文
化
サ
ー
ク
ル
に

入
り
た
い

12

19

14

17

サ
ー
ク
ル
に
入
る
つも
り
は
な
い

5

0

8

9

「↓
1

1凸

無
回答

3

6

11

10

曾6・1
呂.ー

麟
災

糞菱

 

サ
L
クル活
勤
を
通
じて

35

勉強
を
通じ
て

20

趣
味娯
楽を
通
D
て12

そ
の他

12

夷
が
な
い

10

無
回答

11

22

23

27

24

29

24

11

11

12

61324

51220

2926

 

全体
を通
D
て
、
現
揮
何
ら
か
の
形
で

サ
ー
クル
活
動
に
参
加
し
て
い
る
者
は

約
5Q
%
に
な
る
が
、
教
餐
に
多
く
、
学

年が
上
る
に
つれ
て
滅
少
の
傾
向
が
み

ら
れる
●
特
に
一回
生
で
は
72
%
に
も

なり
、
現
荏
参
加
し
て
いな
い
が
希
盟

し
て
いる
者
も
含
め
る
と
飽
%
に
も
達

し
て
いる
.
こ
れ
は
、
大
学
に
入
って

ま
ず
他
と
の
交
確
の
場
を
得
よ
う
と
ず

る
と
き
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
主
要
な
場

で
あ
る
こ
と
が
顕
署
に
現
わ
れ
て
い
る

と
い
えよ
う
.
そ
れ
は
一回
生
に
、
友

人
を
得
た
契機
が
サ
ー
ク
ル
活
動
に
多

い
こ
と
か
ら
もう
かが
え
る
.
サ
ー
ク

ル
活
動
を
や
っ
て
いな
い者
も
、
あ
る

い
は
や
る
つ
もり
のな
い者
も
こ
の
意

義
を
認
め
な
い肴
はほ
と
ん
ど
智
無
で

審加
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、
大
半

が
、
時
間
に余
裕
のな
いこ
と
、
満
足

ず
べ
きサ
t
ク
ル
のな
いこ
と
を
理
由

に
あ
げ
て
い
る
。
現在
3
加
し
て
いな

い
が
、
参
加
を
希望
する
者
が
、
全
体

を
通D
て20
%
に
の
ぼ
って
いる
。
既

響
の
サ
ー
ク
ル
に満
足
で
き
な
いか
ら

だ
と
し
た
ら、
これ
か
ら
、
新
し
いサ

ー
ク
ル
を
作
り
あ
げる
方
向
を
と
る
こ

と
も
考
え
てよ
い
ので
は
な
いか
.

}興
性
と
の交
除
に
つ
い
て
}

脚
個
人
的
に
異
性
と交
際
し
て
いる

17

26

記

30

個
人
的
には
な
い
が交
際
し
た
い

56

麗

お

38

全
然
関
心
がな
い12

16

13

12

無
回
答

15

26

22

20

あ
な
た
が
將
定
の員
性
と
交
陳
U

た
と
き
、
ど
う
いう
態
度
を
と
ら

れ
蜜
す
か

あ
く
ま
で
プ
ラ
ト
ニ
ック
な
交
際
の
中

で
精
神
的
なよ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る

ー

nO
5

ウ騒

薩り
3

qり
nd

精
神
的
なよ
り
どこ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に

セ
ソ
ク
ス
の
つ
なが
り
に
ま
で
至
って

も
よ
い

16

23

30

29

精
神
的
なよ
りど
こ
ろ
よ
り
も
、
セ
ッ

ク
ス
の
つ
な
がり
を
求
め
る
.

3

4

6

5

そ
の
他

4

4

6

5

わ
か
ら
な
い

16

16

7

9

無
回
答

10

17

お

20

異
性
と
の
交際
を
観
人
的
な
も
の
に

限
定
し
て
みる
と
、こ
こ
で
も
、
一回

生
と
他
と
は
大き
な
差
が
あ
る
.
}回

生
を
除
い
た京
大生
の
鴨
%
弱
が
異
性

◆
,

と
の
的
な
交
際
に
関
心
を
持
ち約
30
%

が
個
人
的
個
人
的
に
交際
し
て
いる
が

一回
生
ほ
17
%
、
し
か
も
「
交際
し
た

い
」
と
い
う
者
が
56
%
とき
わ
め
て
多

い
.
と
こ
ろ
で
、
さ
て
交際
す
る
よ
う

に
な
った
ら
、
と
なる
と
、
彼等
の
半

数
は
才
ヲ
ト
ニ
ッ
ク
な
交際
を求
め
、

セ
ック
ス
に
は
ま
だお
よ
び腰
と
いう

こ
と
に
な
る
.
こ
れ
が
二
年
、
三年
た

}つ
と
、
「プ
ラ
ト
ニ
ック
」
と
「ブ
ラ

一ト
ニ
ッ
ク
↓
セ
ッ
ク
ス
」
の差
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
る
.
も
っと
も
、
そ
れで

も
な
お
「ブ
ラ
ト
ニ
ソ
ク
」
が最
も多

いこ
と
「セ
ック
ス
の
つ
な
が
りを
求

め
る
」
者
が
極
く
少
数
で
あ
る
こと
、

を
み
れ
ば
、
"票
大
生は
純情
躍と
い

う
定
評
(?
)
も
う
な
ず
けよ
う
と
い

う
も
の
.
「全
然
関
心
が
な
い
」者
が

全
体
に
は
12
1
16
%
あ
る
の
は
意外
.

.自
殺
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
があ
一

由り
ま
す
か

㎜
未
遂
に
な
った
ζ
と
が
あ
る

2

4}
-卿
-

つ
き
つ
め
て
考
え
た
こ
と
が
ある

0

7

6

9

1

1

1凸

ば
く
ぜ
ん
と
港
え
た
こ
と
が
ある

61

⑳

菊

51

考
え
た
こ
と
が
な
い認

31

詑

31

無
回
吾

4

9

6

8

分
派
抗
争
に
は
批
判
の
目

一
・
二
・文
・題

政
治
に
偏
向
し
て
いる
か
ら
も
っと
学

生
の
日
常
的
な要
求
に
も
と
ず
いた
活

動
を
す
る
べ
き
だ
30
%37
%訂
%
37
%

反
勤
攻
勢
の
は
げ
し
い現
在
、そ
れ
に

適
碓
に
対
処
し
て
いる7
3

7

5

も
っと
有
効
に
対処
す
る
方
劃
を
打
ち

出
さ
ね
は
な
ら
な
い駝
髭

"

銘

わ
か
ら
な
い

4
1

5

4

無
回
答

7

7

6

7

}分
派
抗
争
の
現
状に
つ
いて
㎜

閃
ほ
ぼ
各
派
の
イ
デ
オ
ロギ
↓
儲知
って

い
る

8
13

19

10

一、
二
は
知
う
て
いる
が
他
は
よ
く
わ

か
ら
な
い

菊
駝

48

48

わ
か
ら
な
い

娼

お

31

聞

無
回
答

4

2

2

7

}分
派
抗
争
の今
後
に
つ
いて
}し

理
論
よ
り
も
まず
統
一を

11

4

6

9

琿
論
闘
争
は
や
る
が
原
則
的
統
一は
守

惹

き
だ

㎝
田
飢
翻

理
蹟
が
異
れ
ば
統
一は
し
な
く
て
も
よ

い

9

15

17

14

わ
か
ら
な
い

11

7

11

12

無
回
答

8

11

6

16

ヨ

コ

一
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
に
つ
い
て

一

当
然
の
示
威
運
動
と
し
て
常
に
展
崩
ず

る
へき
だ

6

9

10

9

摘
勢
を
み
て
展
開
す
る
時
と
そ
つ
で
な

い時
を
区
別
す
る
へき
だ

3

nO
QU
2

4

4

4

5

道
効
果
だ
か
ら
す
る
へき
で
な
い

ウ臼
ご0
1凸
7

4

3

3

2

そ
の
他

2

6

3

6

わ
か
ら
な
い

3

3

3

0

無
園
答

3

4

3

5

酬,勢
生
運
動
へ
の
び
のに
つ
いて
}

閃

」

一

積
極
的
に
参
加
す
る19

12

13

消
極
的
に
参
加
す
る43

36

40

必
要
と
慰
う
が
参
加
し
な
い

14

17

26

938
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調
査

今
回
の世
警

査

は
、吉
田分
校
の
各

方
法

語
学
ク
ラ
ス
・
堂
蔀

の
ゼ
ミ
才
ール
、
学
科
を
任
憲
に

選
ん
で
六月
山台
口(水
)
か
ら
十

四
日
(木
)ま
で
に
各
教
室
で
行

な
い
ま
し
た.
全
体
一五
〇
〇
筏

を
各
学
部
の在
席
数
に
比
例
し
て

配
布
し
まし
た
が
、
回
収
率
に
か

な
り差
が
あ
った
た
め
、
例
数
に

は
ム
ラ
が
生じ
ま
し
た
.
そ
れ
ぞ

れ
の
回
収
し
た
数
は
教
餐
一回
生

二〇
九
、
二
回
生
一
一四
、
学
部

文
科
系
一九
三
、
理
科
系
三
一九

枚
と
な
って
い
ま
す
。

な
お
、
回
答
中
条
件
つ
き
で
印

を
つ
け
ら
れ
た
も
の
は
}応
無
条

件
の
も
の
に
準
じ
て
区
分
し
ま
し

た
.
ま
た
項
目
に
よ
って
は
二
つ

以
上
印
を
つ
け
た
も
の
も
そ
の
ま

ま
有
効
と
し
、
無
効
の
も
の
は
無

回
答
に
く
み
入
れ
ま
し
た
.

飛

政
治
廠
識
を
中
心
に
資料
を
検
討

し
て
い
く
と
、
こ
れ
ま
で
この
欄
を

担
当
さ
れ
た
人
たち
の下
し
た
評
価

と
は
逆
に
、
否
定
的
な
も
の
が強
く

浮
き
ぽ
り
さ
れ
て
くる
.

ま
ず
支持
政党
に
つ
い
て
い
え

ば
、
社
会党
支
持
は
、
第
一位
は
動

か
な
い
に
し
て
も
、
近
年ほ
ぼ35
%

に
間
定
し
て
し
ま
っ
た。
今
後
、よ

ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
かぎ
り
、こ
の

率
は
変
わ
ら
な
い
だ
る
つ.

こ
こ
で
注
目
す
べき
な
のは
、自

民
党
の
支持
率
が変
わ
ら
な
いに
し

て
も
民
社
覚
の
進
出
が
目立
つこ
と

で
あ
ろ
う
.
同
完
が社
会
党
か
ら
分

裂
し
て
後
、
最初
の
調査
では
第
二

位
を
占
め
て
い
た
が安
保
闘争
を通

じ
て
そ
の
性
格
が明
ら
かに
な
り
、

昨
年
六
月
の
調
査
で
は
噌
昨
年の
15

%
か
ら
6
%
に
半
減し
た。
そ
れ
が

今
回
再
び
増加
し
て
いる
。
政
覚
支

持
率
で
今
後決
足的
に
動
く
のは
、

民
社
で
あ
る
つ.
最
近京
大
に
は
じ

め
て
民
社
の研
究
会
が
で
き
た
が
、

こ
れ
な
ど
も
、同
党
支
持
が
し
だ
い

に
ふ
え
て
いく
傾
向
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
.
こう
し
た
現
象
は
、

つ
ま
り
学
生
個
々
の中
で
、憲
法
意

井

雅

道

議
と
か
平
和
意
識
と
い
っ
た
も
の
が

あ
い
ま
い
な
形
の
ま
ま
に
と
じ
こ
め

ら
れ
て
い
て
、△そ
れ
故
に
、
そ
乙
か

ら
適
礪
な
方
針
を
打
ち
出
せ
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
う
.

池
田
内
閣
に
つ
い
て
は
、
前
の
二

労
組
の
一
方
的
な
筥切
り
な
ど
、
最

近
に
み
られ
る
反動
攻
勢
の
高
圧
化

を
知
ら
な
い
者は
いな
いは
ず
だ
.

51
年
の
調査
では
、
現
在
ほ
ど
ひ
ど

く
は
な
か
っ
たが
、基
本
的
人
権
が

充
分
に守
ら
れ
て
いな
いと
す
る
も

の
が50
%
に
もな
って
い
た
.
こ
れ

では
、天
塁制
に
つ
いて
現
状
維
持

ま
たは
廃
止
に
結
集
し
た
80
%
の
一

見
高
く
み
え
る
慧
識
か
ら
も
、
な
ん

ら
現状
変
軍
の
エネ
ル
ギ
ー
が
出
て

こな
い
、
「憲
法
改
悪
」
と
い
う
、

が
、
積
極
的
に
参
加
す
る者
も少
な

く

昨
年
と
く
ら
べ
て
も、
と
も
か

く
参
加
す
る
者
が
、
あ
まり
変
ら
ず

固
定
し
て
い
る
よ
う
だ
分派
菰
争
に

っ
い
て
「ほ
ぼ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ーの
差

を
知
って
い
る
者
」は
、
「積
極
的

に
運
動
に
参
加
す
る
」
者
とぽ
ぼ
岡

じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
これ
が活
動

家
集
団
を
形
成
し
て
い
る人
た
ち
の

意
識
で
あ
ろ
う
.
統
一の
間
題
で

は
、
原
則
的
統
一を
守
れと
す
る
者

が
非
常
に
高
い
海を
示
レ
て
いる
も

全
協
)
ま
で
の
文
化
サ
ー
ク
ル
は
学

る傾
向
が
み
ら
れ
る
.
そ
う
し
た
現

生
運
動
の
基
盤
だ
った
.
し
か
し
、

状継
持
的
な
姿
勢
を
打
破
し
て
い
か

こ
の
頃
は
、
社
会
科
学
サ
ーク
ル
を

なけ
れ
は
、
変
革
の
意
識
は
芽
生
え

除
け
ば
、
大
半
が
政
治
社
会
問
題
と

て
こな
い.
そ
れ
に
は
、
,平
和
と

は
全
く
無
縁
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
各
.民主
王
義
う
ん
ぬ
ん
4
で
は
現
在
以

派
の
活
動
家
た
ち
は
、
オ
ル
グ
集
団

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
科
学
系
の

サ
ー
ク
ル
に
加
入
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
う
し
た
サ
ー
ク
ル
と
他
のサ

ー
ク
ル
と
の
聞
に
、
何
の
結
び
つき

も
な
い
.
サ
ー
ク
ル
の
意
味
が
、
大

き
く
変
質
し
て
、
生
活
を
エ
ンジ
ョ

項
が
支
持
し
な
い
、
後
の
一項
が
支

持
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

昨
年
に
比
べ
て
支
持
す
る
者
が
着
干

少
な
く
な
って
い
る
も
の
の
、
最
近

の
動
向
を
考
え
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
減

って
い
て
も
よ
さ
そ
う
だ
.
こ
れ

は
、
民
社
の
進
出
と
無
関
係
で
は
な

い
.憲
法
改
定
に
つ
い
て
、
特
に
驚
い

た
の
は
「基
本
的
人
権
が
充
分
に
守

ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
者
が
50
%

を
割
って
い
る
こ
と
で
ある
。
国
鉄

現
突
に
当
面
す
る
固
題に
は
強
力
に

反
対
す
る
、
な
し
くず
し
的
に
進
行

し
て
い
る
塞
貫
に
対し
て
は
、
明
確

な
意
識
が欠
け
て
いる
の
で
あ
る
.

つ
ま
り、
既
成
事笑
化
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
み
とめ
よ
う
と
す
る
現
状

綻持
的な
思
考
態
度
が
あ
る
.

学
生運
動
の
先
進
蔀
隊
は
、
こ
う

した
切
り
崩
さ
れ
て
い
き
つ
つ
あ
る

部
分
と
の結
合
を
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
の
だが
、現
状
で
は
悲
観
的
だ
.

学
生
還動
を
否
定
す
る
者
は
少
な
い

の
の
、
現
笑
に
各派
の
活
動
家は
、

理
論
が
異
な
れ
ば
手
前
勝
手
にや
っ

て
い
る
こ
と
は
確
認
でき
ると
思

う
.
こ
こ
に
、
現
在
の
学
生
運
動

が
、
さ
ら
に
の
び
ら
れ
る
要
繁を
持

ち
な
が
ら
の
び
悩
む
原
因
を求
め
る

こ
と
が
で
き
ょ
う
●

サ
ー
ク
ル
活
動
参加
者は
、昨
年

よ
り
圧
倒
的
に
の
び
た
。
59年
度
と

く
ら
べ
て
も
悟
増
し
て
いる
.
し
か

し
、
そ
れ
手
打
放
し
によ
ろ
こん
で

も
い
ら
れ
な
い
。
騎
年
(共
産寛
六

イ
し
ょう
と
す
る
憲
識
と
結
び
つ
く

も
のに
な
って
し
ま
った
。
今
後
、

サ
ー
クル
と
学
生
運
勤
を
、
55
年
以

前
のよ
う
な
形
で
結
び
つ
け
て
い
く

方
向
へ
の努
力
が
重
要
課
題
で
は
な

い
か。
そ
の
中
で
あ
い
ま
い
な
意
識

が
克
服
さ
れ
た
と
き
学
生
の
民
社
化

を
ふ
せぎ
、
革
新
を
の
は
す
こ
と
が

で
き
よ
.つ.

全
体
に
、
ム
ー
ド
的
な
進
歩
性は

あ
る
に
し
て
も
、
明
碓
な
も
の
では

な
く
し
か
も
、
し
だ
い
に
保
守
化
す

上
のも
の
を
求
め
る
の
は
無
理
の
よ

う
に
思
う
.
こ
れ
か
ら
は
、
方
針
よ

りも
む
し
ろ
、
運
動
の
ス
タ
イ
ル
を

変
え
て
いく
こ
と
が
電
要
で
あ
ろ

う
●
中
心
活
動
家
i
活
動
家
集
団
ー

サー
クル
、
と
いう
形
で
、
活
勤
家

と
一般
学
生
と
の
接
点
を
日
常
的
に

深
く
持
って
いく
こ
と
が
、
一つ
の

有
効な
スタ
イ
ル
だ
と
思
う
.

恋
愛
経
験
が
あ
ま
り
に
少
な
す

ぎ
、
し
かも
、プ
フト
ニ
ック
な
の

が多
す
ぎる
の
は
、
いさ
さ
か
正
常

で
な
い.
9優
等
生
悪
識
`
が
ち
ら

ちら
して
いて
、
異
性
に
対
す
る
無

能
力さ
を感
じ
さ
せ
る

凝
そ
ら

く

他
大学
で
同
様
の
調
査
を
す
れ

ま、
だ
い
ぶち
が
った
結
果
が
出
る

だ
ろう
.

例
年、
こ
の
世
緬調
査
に
対
す
る

罫
価
は
好意
的
で
あ
った
.
学
生
の

意
識
が
高張

学
生
還
動
さ
え
う
ま

く
や
れれ
は
エネ
ル
ギ
ー
が
高
揚
す

る
と
い
う
こ
とに
楽
観
的
な
評
価
が

な
さ
れ
て
いる
が
、
そ
う
一面
的
に

は
と
ら
えら
れ
な
いで
否
定
的
状
況

が、
意
識に
底
流
し
て
い
る
こ
と
を

強
く
感じ
た
.

(京大
人
文
科
研
助
手
・近
代
文

学
)

(談
)

不
必嬰
と
思
つの
で
謬
加
し
な
い

n乙
◎0
「U
5》

-占
ウ9
1占
-↓

無
回答

12

12

7

11

学
生
運動
の
今
後
に
つ
いて
は
「
も

っと
有
効
に対
処
す
る
方
針
を
打
ち
出

さ
ね
ば
なら
な
い」
と
す
る
郎
分
が
約

半
数
塑
しめ
て
お
り
「も
っと
学
生
の

日
冨
的
な要
求
智く
み
あ
げ
ろ
」
と
丁

る
都
分
9約
三分
の
一あ
る
が
、
そ
れ

を
大き
く上
まわ
って
い
る
.
学
生
運

動
の
現
状
に対
し
て
一般
学
生
か
ら
浮

き
上
っ
て
いる
と
いう
指
摘
が
広
く
な

さ
れ
て
い
る
と
は
いえ
そ
れ
が
学
生
運

動
の
基
小
線
に対
する
推
摘
で
は
な
く

て
学
生
一般
は
かな
り
あ
や
ふ
や
な
ニ

ュア
ン
ス
を
ふ
くみ
つ
つも
や
は
り
新

し
い
ス
タ
イ
ル
によ
る
運
動
の
展
開
を

待
望
し
て
い
る
も
のと
み
て
よ
か
ろ
う

い
わ
ゆ
る
分派
抗
争
に
つ
いて
は
か

な
り
批
判
の
目
をむ
けて
いる
が
、
そ

れ
と
周
時
に
現
状
のは
げ
し
い理
論
抗

争
の
笑
際
や
各
派
の対
立点
が
一般
に

瑚
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
とが
明
白
で
あ

る
.
「ほ
ぽ
各
派
のイ
デ
オ
ロギ
ー
を

知
,
て
い
る
」
と
答
え
たも
の
は
一
割

を
や
や
こ
え
る
程
度
に
すぎ
ず
、
こ
の

那
分
が
い
わ
ゆ
る
活動
家
と
いわ
れ
る

層
で
あ
ろ
う
。
無
回
答
の部
分
を
し
め

る
も
の
に
は
頭
か
ら
分派
抗
争
を
否
定

し
て
か
か
る
も
の
も
か
なり
み
ら
れ
た

今
後
に
つ
い
ては
「理
齢
抗
争
は
や

る
が
原
則
的
統
一は
守
れ
」
と
いう
声

が
六
割
を
こえ
て
圧
倒
的
に
多
い
.

「理
論
が
こ
と
な
れば
統
一は
し
な
く

.も
よ
い
」
も平
均
}
五
%前
後
あ
り

そ
れ
が
上
の
学
ヰ
でよ
り
木
さな
部
分

を
占
め
て
い
る
のが
注
目
さ
れ
る
.
こ

の
都
分
に
は
,理論
謝
に歯
点
を
お
く

か
な
り
簡
い
意
識
から
発
想
し
て
いる

部
分
と
〃統
一は
し
なく
て
も
よ
い
4

と
い
う
い
く
分
学
生
浬
甥
に否
足
の目

を
も
った
部
分
の
両
省
で
しめ
ら
れ
て

い
る
よ
つだ
.
し
か
し
広く
一般
には

学
生
運
動
か
正
凹
か
ら
とら
え
ら
れ
て

お
り
、
次
の
ジ
ノ
ザグ
・デ
モと
いう

具
体
的
な
行
劇
形
態
に
対
する
回答
で

も
つな
つ
か
れ
る
。
す
な
わち
「情
勢

を
み
て
展
囲
す
る
へ
し」
と
する
部
分

が
約
半
鯉
て
あ
る
。
「逆
効
果
だ
から

や
る
へき
で
な
い
」
と
y
る
も
の
も
三

〇
1
四
〇
%
あ
る
が
、
こ
の部
分
は
と

く
に
一回
生
に
多
く
、
学年
が
進
む
に

つ
れ
て
誠
少
レ
て
い
る
こ
と
は
、
実
際

に
運
劒
に
参
加
し
て
い
く
中
で
そ
の
必

要
性
、
正
当
性
が
痛
感
さ
れ
て
き
て
い

る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
つ
。

学
生
運
劇
へ
の
参
加
の
項
では
参
加

す
る
と
答
え
た
も
の
は
半
数
を
こ
え
て

い
る
.
昨
年
は
禎
極
幽
疹
加
が
八
%
、

七
%
、
一三
%
、
消
極
的
参
加
が
二
二

%
、
四
〇
%
、
三
六
%
で
あ
っ
た
の
に

く
ら
べ
る
と
数
字
的
に
は
か
な
り
進
長

し
て
い
る
。
ま
た
昨
年
の
調
査
で
必
要

と
思
う
が
参
加
し
な
い
と
答
え
た
も
の

四
七
%
、
三
四
%
、
二
三
%
、不
必
要

と
思
う
の
で
参
加
し
な
い
と
し
た
も
の

一五
%
、
一
哨%
、
一九
%
と
な
っ
て

い
る
.
目
下
、
学
生
運
動
の
沈
滞
が
し

き
り
に
呼
は
れ
て
い
る折
で
あ
るが
、

こ
の
結
果
か
ら
す
れ
は
層
とし
て
の学

生
遁
動
の
基
盤
は
い
ま
な
お
広範
に
篠

在
し
て
お
り
、
こ
と
に
大
き
な
闘
争
の

時
点
で
は
「必
要
と
思
う
」
と
答
え
た

す
べ
て
の
部
分
が
組
織
さ
れ
る可
能
性

を
ひ
め
て
お
り
、
そ
れ
は
八
割
を
こ
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

生

協

書

籍

の

赤
字

に

思

う

若

山
締

宏

京
大
新
聞
十
一日
号
によ
る
と
、
生

協
謝
籍
部
は
昨
年度
も
約
二百
四
十
万

円
の
赤
字
に
な
っ
て
いる
よ
う
だ
.
一

昨
年
も
や
は
り莫
大
な
赤字
を
出
し
て

論
議
の
ま
と
に
な
っ
た
と
記憶
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
は
、
従
業員
の
不
足
と

そ
れ
に
よ
る
万
引
き
が
理
由と
さ
れ
て

済
ん
だ
よ
う
だ
.

昨
年
肢
の
赤
字
に
っ
いて
は
ど
の
よ

う
な
説
明
が
な
さ
れ
た
の
か
、報
道
さ

れ
て
い
な
い
の
で
分
ら
な
いが
、
も
し

一昨
年
の
鳩
台
と
同じ
説
明
し
か
さ
れ

な
か
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、も
は
や
納

得
て
き
な
い
。
月
聞平
均
二十
万
円
も

の
亦
芋
が
ど
う
し
て
出る
のか
理
解
に

ム
し
む
。
ま
さ
か
そ
れ
だけ
万
引
き
さ

れ
た
な
ど
と
は
い
う
ま
い
が
、万
引
き

が
入
き
な
原
困
に
な
っ
て
いる
の
な
ら

既蜷
醐
鱗
懸
魏
論
隙

た
n
怒
が
あ
れ
ば
こ
の
数字
は
入
き
く

変
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
とも
な
に
か

不
開
朗
な
こ
と
が
ある
の
だ
う
つ
か
.

生
搦
選
動
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
む

ろ
ん
わ
れ
わ
れ
一般
学
生
が積
極的
に

展
り
上
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
が
、
そ
れ
と
共
に
、
わ
れ
わ

れ
に
不
信
感
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
経
営

の
あ
り
方
を
ま
ず
改
蓄
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
慰
つ。
(京
大
工
学

聾
画
生
)

代

議

員

の
多

様

性

を
望

む

山

川

僚

治

新
し
く
選
出
さ
れ
た
同
学
会
代
議
員

の
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ン

ポ
リ
と
匿
分
さ
れ
る
よ
う
な
層
が
ま
る

き
り
見
当
ら
な
い
。
す
へて
の
候
補
者

が
自
分
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
立
場
を
明

碓
に
し
て
た
た
か
った
と
い
う
こ
と
で

は
、
た
し
か
に
質
の
高
い
選
挙
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
多
く
の
学
生

が
そ
の
イ
.アオ
ロ
キ
ー
闘
争
か
ら
ご
っ

そ
り
抜
け
落
ち
た
ま
ま
で
投
票
し
た
と

し
て
も
、
や
は
り
そ
の
こ
と
自
体
は
正

当
た
った
う
つ.

け
れ
と
、
そ
の
糺
果
し
て
く
る
も
の

を
潟
え
る
と
、
代
磯員
の
一面
化
、
多

様
性
の
欠
如
と
い
う
よ
つ
な
こ
と
が
先

の
濃
泌
し
と
し
て
生
ず
る
お
そ
れ
が
な

いか
。
学
生
と
一口
に
い
って
も
そ
れ

は
さわ
め
て
多
圏印
な
集
団
で
あ
る
。

と
す
れ
は
そ
れ
を
代
ム
9
る
目
治
会
に

も
ま
た
ず
ぐ
れ
て
多
掠
他
を
も
っ
た
活

動
か
必
肇
な侭
ず
で
あ
る
。
激
し
い
イ

デ
オ
ロギ
上
就
舶
を
週じ
て
選
挙
さ
れ

た
糺
果
各
目
か
働
女
の
政
沿
ヶ
ー
ク
ル

の
又勘
だ
け
か
ら
し
か
党
想
し
え
ぬ
と

し
た
ら
そ
れ
は
か
ろ
.て
わ
る
い
こ
と

に
な
る
。
私
は
必
ず
し
も
学
生
の
日
常

要
氷
を生
の
ま
ま
く
み
上
げ
う
と
主
張

す
る
め
ので
は
な
い
が
、
た
と
え
は
曝

生問
題な
ど
に
対
し
て
も
ま
と
も
に
取

り
組
む
だけ
の
柔
軟
性
を
望
み
た
い
と

思
つ
。
(京
大
文
掌
部
三
回
生
)

健
康
に

奉
仕
す
る

シ
オ

ノ
ギ

ロ
シ
オ
ノ
ギ
の
目
的
は
、

.常
に
人
々
の
健
康
を
守
る
た
め
に
必
要
な
、

を
提
供
す
る
'
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
:
…
。

最
も
よ
い
薬

口
研
究
部
門
に
お
い
て
は
、
こ
の
高
ま
り
つ
つ
あ
る
研
究
力
を
よ
り
効
果
的
に
発
揮
す

る
為
、
咋
夏
、
現
在
の
日
本
で
可
能
な
最
高
の
設
備
を
も
つ
新
研
究
所
(写
真
参
照
)

が
達
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
上
七
階
地
下
一
階
、
全
高
三
五
米
、
総
面
績
一
八
〇
〇
〇
平
方
米
、
総
工
費
二
〇

億
円
に
お
よ
ぷ
新
研
究
所
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
オ
ノ
ギ
の
研
究
者
達
自
身
の
設
計
に

ょ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
薬
学

・医
学

・
工
学
・
理
学
・
農
学
等
の
各
分
野
に
お
い

て
総
勢
八
〇
余
名
の
博
士
号
取
得
者
を
中
心
に
す
ぐ
れ
た
研
究
者
達
が
こ
の
新
研
究

所
に
お
い
て
新
製
晶
の
創
造
に
研
綾
を
重
ね
て
お
り
ま
す
●

口
製
遁
部
門
に
お
い
て
も
、
唆
工
閥
近
い
製
剤
・
小
分
包
装
の
最
新
鋭
設
備
を
は
じ
め

と
す
る
国
際
水
準
の
機
能
と
技
術
を
も
っ
て
、
完
全
な
晶
質
・
衛
生
管
理
の
も
と
に

操
業
し
、
晶
質
の
す
ぐ
れ
た
薬
晶
の
製
造
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

口
営
業
部
門
に
お
い
て
は
、
消
費
者
の
人
々
に
シ
オ
ノ
ギ
製
品
を
正
し
く
使
用
し
て
頂

く
た
め
、
医
師
・
薬
剤
師
・
薬
店

・問
屋
の
方
々
に
必
要
な
知
識
・
資
料
を
正
確
か

っ
確
実
に
提
供
す
る
独
特
な
精
密
か
つ
学
閤
的
に
徹
底
し
た
技
術
的
サ
ー
ビ
ス
を
基

本
と
す
る
新
し
い
学
術
説
明
活
動
(U
o鍵
昌活
動
)の
向
上
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

口
来
春
大
学
卒
採
用
に
つ
い
て

勧
務
埴

京
浜
・
名
古
屋
・
京
阪
神
等
の
主
要
都
衛

職

種

O
o雷
出8
§

(学
術
説
明
員
)

・
文
科
系
・

薬
局

・薬
店
に
お
い
て
シ
オ
ノ
ギ
製
晶
の
学
術
的
魁

明
及
び
経
営
指
導
を
行
っ
て
頂
き
ま
す
。

・
薬
学
系

・

病
院

・
開
業
医
に
お
い
て
シ
オ
ノ
ギ
製
品
の
学
術
的

説
明
を
行

っ
て
頂
き
ま
す
。

シ
オ
ノ
ギ
の
み
が
行
い
得
る
こ
の

U
o富
鵠
活
動
は
誇
大
宜
伝
、
拡

売
を
目
的
と
せ
ず
真
に
必
要
な
だ
け
の
薬
を
正
確
に
使
っ
て
頂
く
た

め
の
純
粋
な
学
術
活
動
で
あ
り
非
常
に
高
度
な
基
礎
知
識
に
加
え
て

た
え
ぎ
る
勉
強
を
必
要
と
す
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
り
、
仕

事
を
通
じ
て
自
己
を
み
が
き
、
よ
り
成
長
向
上
す
る
意
味
に
お
い
て

最
高
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
員

・
期
間

特
に
制
限
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

お
潤
い
合
せ

詳
細
資
料
が
お
入
用
の
場
合
は
御
遠
慮
な
く
お
申
し
越
し
下
さ
い
.

待
遇
・
条
件

初
任
給

昇

給

賞

与

そ
の
他戴

◇

三
七
年
四
月
現
在
二
三
、
O
O
O
円

(業
界
最
高
-
三
八
年
四
月
に

は
改
正
い
た
す
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
つ
ね
に
業
界
最
高
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
)

給
与

・賞
与
に
つ
き
ま
し
て
全
く
の
実
力
主
義
を
と
っ
て
お
り
ま

す
。
参
老
迄
に
本
年
四
月
入
社
者
の
入
社
後
五
年
内
の
現
行
標
準
基
本
給

を
示
し
ま
す
と
次
の
通
り
で
す
。

三
七
年
四
月
入
社

二
三
、
O
O
O
円

三
年
後

二
七
、
八
〇
〇
円

勤
続

一年
後

二
四
、
五
〇
〇
円

五
年
後

三
一
、
四
〇
〇
円

勤
続

噌
力
年
以
上
の
場
合
は
年
間
約
五

・
五
ヵ
月
と
な
り
ま
す

(
一

年
未
満
の
場
合
に
も
支
給
)

通
勤
費
全
額
支
給
、
社
外
勤
務
の
場
合
は
一
日
約
五
〇
〇
円
の
食
卓

料
が
支
給
き
れ
ま
す
。

な
お
、
社
会
保
険
、健
康
管
理
、寮
施
設
等
が
箔
備
レ
て
お
り
ま
す
。

塩

野

義

製

薬

人

事

部

大
阪
市
東
区
道
修
町
電
三
～
一
二

電
(二
〇
二
)一二

六

噌

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
."一～
四

電
(六
六
一
)ご
二
〇

噸

福
岡
市
下
小
幽
町
三
〇

電

(二
)

二
五
婦一=

●
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灘

く 該雍 ^灘
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機
能
と

美
し
さ
…

日
本
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
秣
式
会
社

東

京

蕎

著

宿

区

角

筈

ゴ

丁

目

8

2

7

番

端

電
話
(
3
6
9
)
5
ユ
6
ユ
～
5

■
山
専
当
便
局
私
書
函
1
1
1
0
号

1

9
0
8
年

、
当
時

よ

う

や
く
社
会

的
な
評

価

の
た
か
ま

り

つ
つ
あ

つ

た

技
術
者

の
1
人

、
カ

ミ

ロ

・
オ
リ

ベ

ッ
テ
ィ

は
、

ア

ル
プ

ス
山
麓

イ

タ
リ

ア
領

ピ

エ
モ
ン
に

タ
イ
プ

ラ
イ

タ
ー

工
場

を
設
立

し
ま
し
た

0
そ

の
簡
素

な
赤
煉
瓦

の
建

物

は
、
い
ま
も

そ

の
周

囲

に
立

ち
な
ら
ぶ

巨
大

な

近
代
的
工
場

に
と
り

か

こ
ま
れ

て
残

り
、
創

設

者

の
理
想

の
偉
大
な

記

念
碑
と
な

っ
て
輝

い

て

い
ま
す

。

「
事
務
機
械

は
、
機

能

的

で
あ

る
と
同
時

に
、

美

し

い
も

の
で
な

け
れ

ぼ

な

ら
な

い
」

こ
の
理
想
は

過
去
数
10

年

聞
、
オ

リ
ベ

ッ
テ
ィ

第

2
次
世
界
大
載

後
、

製

品
は

こ
と
ご

と
く
デ

ザ

イ

ン
を
改

あ
、
蕨
災

ぬ工

場
は
再
建

さ
れ
覧
ー

9
6

1
年

の
生
産
高

縁

1
3

9
万

ユ

ニ
ツ
ト
、

提

業
員
は
3

9
0
0
0

人

に

の
ぼ

っ
て
い
ま
す

そ

し
て
オ

リ
ペ

ッ
テ
ィ

の
製

品
は
、
世

界
1
1

0

力
国

に
わ
た

っ
て
販

売

さ
れ
、

い
た
る
と

こ

ろ

で
好
評
を

は
く
し

て

い
る

の
で
す
。

の
あ
ら
ゆ

る
活
動

に
貫

か

れ
、
欧
州
最
大

の
亭

務

機
絨

メ
ー
カ
ー

に
看

っ
た
現
在
も

、

乙
の
理

想

が
、

オ
リ
ベ

ッ
テ
ィ

製

品

の
世

界
的
成
功

の

基

礎

に
な

っ
て
い
る

の

で
す
コ
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(上)

 

一

労
働
関
係
諸
問

題
の
お
く
れ

嘉1三ぬ則

戦
後
日
本
の
発
展
・変
化
に
つ
い
て

述
べ
る
と
す
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「労働

の
民
王
化
」
が
そ
の
内
容
の
主
要
な
一

側
面
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
「労
働
の
民
主
化
」
は
、
労
働
組

合
の
組
織
な
ら
び
に
磯
能
の
確
立
、
拡

充
に
発
現
す
る
と
み
て
よ
い
、
な
る
ほ

ど
、
戦
前
に
対
比
し
て
戦
後
日
本
の
労

働
関
係
諸
問
題
は
、
劃
期
的
な
改
善
発

展
を
み
た
が
、他
面
、わ
が
国
が
、
世
界

の
自
由
主
義
国
家
群
の
な
か
で
、
政
治

的
、
経
済
的
地
位
を
碓
保
、
強
化
し
て

い
った
発
展
に
対
比
し
て
み
た
場
合
、

労
働
関
係
諸
問
題
の
お
く
れ
は
、
I
L

O
八
七
号
比
准簡
題
に
単
的
に
あ
ら
わ

れ
て
いる
よ
う
に
、
掩
い難
い
事
実
で

あ
り
、
労
働
組
合
の
組
織
、
機
能
も
か

か
る
戦
後
わ
が
国
発
展
の
歪
み
の
な
か

ゼ
生
み
だ
さ
れ
、
組
合
自
体
も
歪
み
を

克
服
で
き
な
いま
ま
に
現
在
に
至
った

.
そ
れ
だ
け
に
日
本
の
労
働
組
合
の
課

題
と
す
る
点
が
多
い.

労
働
組
合
の
組
織

実
態
と
そ
の
特
長

目
本
の
労
働
組
合
の
組
織
笑
態
を
明

ら
かに
す
る
に
あ
た
って
、
ま
ず
、
日

本
の労
働
者
が
ど
れ
ほ
ど
組
織
さ
れ
て

いる
か
で
あ
る
が
、
雇
用
者
総
数
二
、

4

二
〇五
万
人
の
う
ち
七
五
一万
入
が
組

合
員
、
す
な
わ
ち
、
組
織
率
三
四
・
一

%
で
あ
って
(昭和
三
五
年
)こ
の
組
織

率
は
少
く
と
も
唖
的
に
は
概
ね
先
進
資

杢
土義
国
の
場
合
と
異
ら
な
い
。
だ
か

ら
と
い
って
、
わ
が
国
労
働
者
の
組
織

化
が
欧
米
な
み
で
あ
る
と
み
る
な
ら

は
、
甚
だ
皮
相
的
だ
と
い
わ
ね
は
な
ら

な
い
.
こ
れ
を
質
的
に
み
た
場
合
、
日

本
の
質
金
労
働
者
の
組
織
面
で
の
問
題

点
の
所
在
が
明
か
と
な
る

下
に
示
す
A表
は
規
模
別
に
み
た
推

定
組
織
率
(民
聞
企
菜
の
み
)
で
あ

り
、
B表
は
規
模
別
に
み
た
組
合
組
繊

状
況
別
企
業
数
(製
造
業
)
の
実
態
で

あ
る
。
な
るほ
ど
、日
4
の
労
働
者

は
、
全体
の
三
四%
が
組
合
に
組
織
さ

れ
て
いる
が
、そ
れ
は
組
合
員
の
数
に

お
い
て
も
(A
表
)組
合
結
成
率
の
点
か

ら
み
て
も
(B
衰
)
太
企業
を
中
心
に

し
て
組
織さ
れ
て
いる
こと
が
指
摘
さ

れ
る
。
A
表
によ
れ
ば
、推
定
組
織
率

は
五
〇
〇
人
以
上
の企
莱
で
八
一
。三

倒
錯

内
容
に
み
ら
れ
る
間
題
で
あ
る
が
、
第

二
点
と
し
て
、
組
織
形
態
が
港
え
ら
れ

ね
は
な
ら
な
い
.

B
表
に
よ
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

労
働
組
合
を
組
織
し
て
い
る
場
合
も
そ

の
殆
ん
ど
は
企
業内
で
組織
し
て
い
る

。
企
業
総
数
二
九
二
、
九
九
五
企
業
の

う
ち
}三
、
二
四
三
企
業
で
労
働
組
合

が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一

〇
、
〇
六
五
企
業
(七
五
%
)
が
企
菓

内
労
働
組
合
で
あ
る
。
企
業
規
模
が
大

き
い
場
合
、
そ
の
傾
向
は
強
い
。
外
国

の
労
働
組
合
が
職
業
別
乃
至
は
産
葉
別

も

に
組
織
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
臼
本

の
労
働
組
合
の
多
く
が
、
企
業
内
組
織

で
あ
り
、
そ
れ
を
璽
要
な
特
畏
と
し
て

いる
こ
と
は
下
の
C
表
に
よ
って
、
よ

り
明
ら
か
で
あ
る
つ。

周
知
の
と
お
り
、
労
働
組
合
は
、
太

釆
、労
働
条
件
の
社
会
的
平
継
化
を
目

的
と
し
、
そ
の
た
め
に
労
働
市
場
の
統

轄
(u
労
働
力
供
給
制
限
)
を
行
な
う

も
ので
あ
る
。
独
占
段
階
に
対
応
し
て

さ

%
、
反
対
に
二
九
人
以
下
の企
莱
では

僚
か
二
・五
%
に
と
どま
り
、
組
合
結

成
率
に
お
い
て
も
、
前
者
の
九
二
・七

%
～
後
者
の
二
・五
%
で
ある
.換
言

す
れ
ば
、
中
小
、
零
細
企業
の
労
働
者

す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
の
底
辺
部
分
の

多
く
が
未
組
織
で
あ
る
。
日
本
の
労

働
組
合
が
大
企
業
労
働
者
を
中
心
と

し
、
中
小
・零
細
企
業
労
働
者
の
組
鐵

化
は
微
々
た
る
も
の
で
、
一般
に
日
本

経
済
の
二
翼
構
造
が
指摘
さ
れ
る
が
、

労
働
組
合
に
お
い
ては
、そ
れ
がよ
り

拡
大
さ
れ
た
格
差
を
も
っ
て構
成
さ

れ
、
構
造
的
な
盃
み
を
も
つ
。
こ
のよ

う
な
点
は
、
わ
が
国
労
働
組合
の構
成

(昭和35年6月現在)

 

衰A

' 全 産 粟 製 這 菜規 模 贋用者数 組合員数 組織率 雌用者数 組合 数 購
P 千 人

千人 % 千人 ヰ人 %
合 計 .",680 4,644 26.3 7,760 2,512 34.6

500人以上 4,670 3,228 69.1 2,530 1,787 81.3

100-499人 2,180 839 38.5 1,290 525 42.6

30～99人 2,990 265 8.9 1,550 150 21.4

129人以下 7,810 250 3.2 2,390 49 2.5

労働白書1961年版

昭和32年末)

 

れ
た
敵
対
意
識

表B

従菜者規模
合 謝

①

企業内で
労働組含
を組織し
ている②

企策内で労働1阻合を組織して
いない 労働組合結 成 率

(②十③①)

1

針

企菜外の叡 婁

いる(3)!

労働組合に二は全く

入つていない

合 計

1-29人

30-99人

100～199人

200-299人

300-499人

500-999人

1000人 以 上

292,995

265,587

21,792

3,146

981

645

411

433

10,065

3,796

3,078

1,343

595

476

361

416

2822930

261,791

18,714

1,803

386

169

50

17

3,178

2,815

321

30

6

1

5

一

279,752

258,976

18,393

1,773

380

168

45

17

4.5%

11::}a・

1;1撫
鋸:}}・跡

労働白d1960年 版

企
業
内
組
織
に
と
ど
ま
る

「
一縛
営
「組
繊
、
一産
箕
}単
亘、

一国
一組
α
」
の
鳳
則
が
た
て
ら
れ
た

理
由も
ζ
こに
あ
る
。
企
藁
内
組
台
の

市
場統
轄
は
企
第
内
に
限
定
さ
れ
、
組

合
機能
も
企
莱
の
枠
内
に
閉
ざ
さ
れ
ざ

る
を得
な
い.
日
本
の
労
働
組
合
の
組

織
形態
の
実
態
が
、
企
業
内
組
合
で
あ

る
と
いう
現
笑
認
識
の
上
に
た
うて
、

産業
別
組
識
統
幽の
た
め
の
具
体
的
方

策
が論
議
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

以上
述
べて
き
た
組
合
構
成
内
容
の
問

題
と
、
第
二の
組
合
組
織
形
態
上
の

問
瓢
ご
が
鳳
畳
し
て
、
わ
が
国
労
働

組
合
組
織
構
造
の
欠
陥
を
つ
く
り
だ
し

て
いる
。

労
働
組
合
と
未
組

織
労
働
者

目
本
の
労
働
組
合
が
大
企
業
中
心
で

あ
り
、
労
働
者
数
の
過
半
数
を
占
め

る
申
小
、
零
細
企
菓
の
労
働
者
の
殆
ん

ど
の
も
の
が
、
末
組
餓
で
残
さ
れ
、
し

た
が
っ、
絶
対
的
に
、
相
対
的
に
劣
悪

な
労
働
諸
条
件
が
、
わ
が
国
の
労
働
組

合
の
組
織
的
体
制
か
ら
い
って
、
効
果

的
に
取
扱
わ
れ
え
な
い
こ
と
は
翌
要
な

欠
陥
で
あ
る
.
宋
組
織
労
働
者
の
劣
悪

な
質
金
、
労
働
条
件
が
、
組
織
労
働
の

そ
れ
の
死
鍾
と
な
り
、
わ
が
国
労
働
組

舎
運
吻
の
阻
署
的
条
件
と
な
って
い
る

:

一

P

こ
と
は
い
う
ま
で
bな
い
轡
こ
の
惹
妹

に
郭
い
て
、
末
組
載
労
働
.菅の
組
織
化

は
里
要
な
課
題
と
な
る
。

総
評
が
昭
和
三
一年
に
甲
対
オ
ル
グ

を
設
置
し
て
、
さ
ら
に
同
三
四
年
五
〇

円
カ
ン
パ
に
よ
る
三
〇
〇
人
の
オ
ル
グ

団
設
置
に
よ
って
、
未
組
織
労
働
者
の

組
織
化
活
動
を
本
格
化
し
た
の
も
、
以

上
の
視
京
か
ら
で
あ
っ
た
.
事
実
、最

近
に
お
け
る
新
設
単
組
の
殆
ん
どほ
一

九
九
人
以
下
の
叩
小
規
模
組合
で
あ

り
、
未
組
織
労
働
省
の
組
織化
は
、中

小
企
業
労
働
者
を
中
心
に
進め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
過
大
に
評価

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わち
、

甲一一一

一

層,一

P:

一

昭和
三〇
年
以
来
、
一九
九
人
以
下
の

組
合
規
模
で
新
設
組
合
員
数
は
、
年
々

ほ
ぼ
一〇
万
人
で
あ
り
、
全
体
増
加
数

の
三分
の
二
に
あ
た
る
.
そ
の
反
面
、

同
規
模
に
お
いて
解
散
組
合
員
数
は
、

年
女
、
ほ
ぽ
五
万
人
で
あ
り
、
結
局

五
万
人
の
増
加
に
帰
し
、
こ
の
傾
向
に

は
こ
こ
数
年
間
大
き
な
変
化
を
み
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

(昭和31年6月)

 

表C

組 織 組合剃% 組合員数 %

合 鮒 18,935 100 6,463,118 100

企業別 16,222 85.7 5,158,262 79.8

産業別 684 3.6 800,608 12.4

職業別 1,616 7.5 364,274 5.6

地域別 ,74 3.0 127,955 2.0

その他 39 0.2 12,019 0.2
鍾

労働組合基本調査1956年

 

■

来
組
織労
働
者
の
組
織
化
が、
組
織

の
技術
的
立
場
にお
い
て
の
み
追
氷さ

れ
る
と
すれ
は、
そ
れ
には
限
界
が
生

ず
る
で
あ
ろ
う.
組
合
組
織
の
拡
先

は
、
組合
の機
能
の
な
か
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
。具
体
的
に
これ
を
示
せ
ば

最
低
質
金
制
拡充
に
組
合
が
ど
のよ

う
に
と
り
く
む
かに
一一つ
の鍵
が
ある

と
い
っ
てよ
い
.そ
れ
に
つ
け
て
もよ

り
雷
要
な
こ
とは
、
わ
が
国
労
働
組
合

の
、
機
能
お
よ
び
組
織
形
態
の
も
つ
歪

み
に
対
す
る
検
討
、
こ
の
克
服
に
ま
で

遡
る
立
場
か
ら
未
組
織
労
働
者
の
組
織

化
を
考
え
な
け
れ
は
、
そ
の
対
策
は
技

術
的
に
陥
り
易
い
と
思
わ
れ
る
.

組
合
組
織
の
統
一

と
分
裂

労
働
組
合
が
自
主
的
に
労
働
巾
場
を

コン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
労
働
力
供
給
制

限
を
行
い
、
資
本
の
政
策
に
有
効
に
対

す
る
た
め
に
は
労
働
者
相
互
間
の
対
立

・分
裂
を
防
ぎ
、
団
結
と
統
一を
ま
も

うて
ゆ
く
必
要
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
.
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
わ
が

国
労
働
組
合
の
現
実
か
ら
分
裂
を
除
く

こ
と
は
で
き
な
い
、
む
し
ろ
、
分
袈
が

つ
ね
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
日
本
的
と
も

いえ
る
.
「労
働
組
合
基
△調
査
」
に

よ
れ
ば
・
署

三
葦

愈

合
の
分
裂

に
よ
っ
て
形
式
的
に新
設
され
た組
合

三
四
六
、組
合員
数
に
し
て
三
七
、
二

五
五
人
で
あり
、
分
裂
に・、"っ
て解
散

し
た組
合
二
八
組
合
、
}一、
二
四
三人

が示
さ
れ
て
いる
。
申小
、
零
細企
業

の新
規組
合
員堰
加
数五
万人
に
近
い

も
の
が
分
裂
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
て

い
る
.
分
裂
の
原
因
は
、
現
実
に
は
諸
側
面

が
あ
げら
れ
よう
が
、
や
は
り
、
わ
が

国
労
働
組
合
の
組
織
的
機
能
的欠
陥
に

基
づ
く
も
の
と
い
わ
ね
は
な
ら
な
い
.

す
な
わ
ち
、
諸
々
の
内
部
的
対
立
要
紫

を
も
っ
全
従
菓
員
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
企
業
内
組
織
、
組
含
運
宮
に
お
け
る

組
合民
主
主
義
の
来
確
立
お
よ
び
遮

勤
の
圓
一性
に
あ
る
。
し
か
も
窟
嬰
な

こ
と
は
、
分
裂
し
た
組
合
柑
互
聞
に
お

一い
て
み
ら
れ
る
敵
対
関
係
で
あ
る
.
全

国
組
織
相
互
間
に
お
い
て
も
、
第
}組

合
と
第
二
組
合
と
の
関
係
に
お
い
て
も

そ
れ
ら
両
者
は
鋭
く
敵
対
す
る
.
外

国
で
の
い
わ
ゆ
る
「敵
対
組
合
」
は
、

労
働
組
合
内
で
の
内
部
的
性
椛
の
も
の

で
あ
る
.
わ
が
国
の
場
合
、
組
合
相
互

聞
の
敵
対
性
が
資
本
と
の
敵
対
性
よ
り

優
位
す
る
.
倒
錆
し
た
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
る
ま
い
.
一体
こ
れ
は
ど
の
よ
う

な
理
由
か
ら
か
。
私
は
労
働
組
合
の
組

合
と
し
て
の
1
体
柞
の
木
確
立
に
あ
る

と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
労
働
組
A口の
組

織
は
、
た
と
え
鑑
的
に
全
労
働
者
の
三

四
%
を
組
繊
し
て
い
る
に
せ
よ
、
質
的

内
容
に
お
い
て
「弱
さ
」
を
内
包
し
て

い
る
と
卒
直
に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
.

こ
の
こ
と
が
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
出

発
点
に
な
る
と
思
、つか
ら
で
あ
る
.

(京
大
経
済
掌
部
助
教
授
・社
会
政
策

論
)

一

韓

P

一

一

,

:

一

曜

大
学
生
活
の
申
で
掌
ん
だ
思
想
を

卒
業
後
ど
う
生
か
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
　

の
が
ー
こ
れ
は
少
な
く
と
も
社
会
科

堂
を
資
本
主
帳
批
判
と
し
て
掌
び
反

体
制
的
姿
勢
を
と
る
に
い
た
っ
た
学

生
に
と
って
は
最
天
の
課
題
で
あ
ろ

う
。
こ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げた
シ

ン
ボ
ジ
ゥム
「就
職
への
再
検
討
」

が
、
河
上
祭
の
行
事
の
一つ
と
し
て

六
月
二
日
(土
)
午
後
六
時
半
か
ら

知
恩
寺
で
開
か
れ
た
け

卒
集
生
か
ら
、
あ
る
大
手
鉄
銅
会

社
一の
製
鉄
所
に
勤
め
て
い
る
加
藤

順
郎
氏
(三
十
四
年
経
済
学
部
岸
本

英
ゼ
ミ
卒
)
信
濃
毎
日
新
聞
記
者
深

沢
俊
介
氏
(三
十
四年
教
青
学
部
卒
)

全
電
通
京
郁
支
部
書
記
森
貫
二
氏
(

三
十
四
年
経
済
学
部
卒
)
が
出
席
、
°

摩
本
ゼ
ミ
で
現
代
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
大
学
院

修
士
課
程
照
沢
誠
氏
ら
が
司
会
に
あ

た
り
、
二十
数
人
の
掌
生
が
参
加
し

て
、
十
時
半
ご
ろ
ま
で
熱
心
な
発
雲

を
交
し
て
い
た
。
(P
)

思
想
を
生
か
す
道
は

つと
し
た
。
新
聞
詔
者
の
仕
嚇
を
し

が
ら
、
思
考
の
対
象
は
外
へ
向
か
2

いた
の
だ
.
だ
が
仕
事
は
忙
し
く
、

考
は
実
を
結
ぱ
な
い
.
そ
こ
で
次
第
゜

組
合
に
目
が
向
き
だ
し
、
二
年
目
か

は
組
合
溝
劇
を
始
め
た
。
組
合
運
動

穏
卑
の
問
に
も
矛
盾は
多
い
。企
菓

識
、
中
央
紙
の
進
削
によ
る
地
力紙

U
迫
。
学
卒
首
へ
の不
信
感
、物
と

義
の
組
合
煙動
:。
こ
の活
動
の

け
ね
は
だ
め
だ
と
い
・ド
と
こ
ろ
へ
さ
て

い
る
.中

途
は
ん
ぱ
な
良
心

一力
、
京大
で
六年
聞
学
生
運
勤
を

や
り原
水
砺事
務
か
ら
総
評
駁
都
地
評

地
力
オ
ルグ
を
経
て
、
現
在
は
全
電
通

京
那支
部
轡
記
を
し
て
いる
森
貫
次
氏

は
、組
合
運
動
專
従
者
の
立
場
か
ら
、

良
妙的
字卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
琵
さ

い
かに
生き
て
ゆ
く
か
と
いう
大
多
数

の
学
生
にと
っ
て
の問
題は
ど
こ
か
へ

と
ん
で
し
ま
う
.
2中
途
半
把
な
良
心

は
す
て
て
し
ま
え
σ
では
だめ
だ
」
と

反
ば
く
し
て
自
分
の
体
験を
次
のよ
つ

に
話
し
て
い
る
。

組
合
運
動
へ
の
行
動

学
な
は
卒
爽
後
入
¥費
小ワ
f
ト
カ

ラ
ー
に
75る
。
「企
義
の中
へ入
って

か
ら
の
見
さ
力
には
三
畦点
の
合
理
」

義
君
と
し
て
バ
さる
道
(前
触代
的
要

累
が色
濃
く残
っ
て
いる
現
仕の
企
乗

に
あ
っ
ては
、
一
定
の役
剖
を
果
た
す

こ
と
か
で
き
る
)
や
"
争
に
絶望
し
て

企
爽
の
外
で
思
想
を
生
か
す
生
き方

(こ
れ
に
は
街
頭
ウ
の限
界
があ
る
)

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、結
局
の
と

こ
ろ
、
維
含
活
動
の
甲
で
ダ
弩
る以
外

に
目
己
の
思
想
を
生
か
す
ぎ
さ力
は
な

い
。
し
か
も
そ
れは
学
竺
百に
は
℃瓢

の
リ
ザ
だ
。
什
事
そ
の
め
のが
経
冨禰

助
的
労
働
で
あ
り
、幹
那候
補
娃
てあ

る
彼
ら
に
対
し
て
高傘
、中
卒労
働
首

の
不
信
感は
強
い
。
だ
が
、幕
ム的
に

社
会
∴
義
を志
向
す
る人
は
あ
え
て
経

営
省
へ
の
道
を
と
ざ
し
、
一牛
を
労
働

者
階
級と
し
て自
己
を規
定
す
べき
で

は
な
い
か
。
日
常
の仕
事に
韓
念
9る

か
た
わ
ら組
合
運動
にも
取
0
粗
㍉
2

「ま
ず
入社
肖初
の実
習
時
代
の
終

り
に
一
四
七
時
間
の
残
業
を
経
験
し

た
.
一日
半均
お
時間
、
徹
夜
は
ザ
フ

だ
った
。
幻
想
は
ふ
っと
び
、
自
分
の

体
質
が
変
り
つ
つあ
る
の
を
感
じ
た
。

こ
れ
が
そ
の
後
の
闘
分
を
物
質
的
、
精

神
的
に
文
え
る
原
体
験
の
よ
う
な
も
の

に
な
って
い
る
。
配
園
さ
れ
た
の
は
労

務
課
の
勤
労
派だ
った
。
}焦
目
は
間

と
い
う
態
皮
で
は
、
組
合
か
ら
離
れ
て

宥
か
ざ
る
を
え
な
い
」
こ
れ
が
熊
沢

氏
の
問
題
提
起
で
あ
った
.
で
は
良
心

を
勺
ろ
う
と
レ
て
古
し
ん
で
い
る
卒
策

生
は
現
実
に
と
の
よ
う
な
問
題
に
ぶ
つ

か
って
い
る
の
だ
ろ
つか
。

心
理
的
に
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
.
状

態
を
客
観
的
に
み
れ
る
よ
う
に
な
り
、

バラ
が
すわ
った
。
そ
の
頃
、
春
闘
を

迎
え
婦
人
青
年
部
で
総
決
起
大
会
を
や

ろ
う
と
した
。
し
か
し
勤
労
課
は
訂
可

し
な
い.
毎
日
課
長
と
や
り
あ
った
.

そ
の中
で
工
場
の
者
い人
た
ち
が
心
か

ら
支
持
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
った
。

大
会
は
結
局
不
許
可
の
ま
ま
強
行
、
非

常
な
盛
り
上
り
を
み
せ
た
。
私
は
議
畏

を
し
た
.
学
生
運
勤
を
し
て
い
な
い
私

に
は
、
マイ
ク
の
前
で
器
す
の
は
初
め

て
の
経
験
だ
った
。
そ
の
た
め
私
は
、

現
場
の
事
務
担
旨
に
配
転
に
な
った
.

や
め
る
か
、
組
合
の
執
行
部
に
な
って

身
分
保
障
を
求
め
る
か
た
った
が
、
そ

の
現
場
に
は
闘
笛
の
中
で
知
の
あ
った

岬

胸
が
出
た
。
京
大
で
学
生
運
動
を
レ
て
可
能
で
は
な
い
.

変
革
の
組
織
論
が
な

生学

き薯
方の

、セ

"産
学
"の
共
同
研
究
を

」

現
実
か
ら
の
問
題
審
簸

俗
濃
毎
目
新
閲
で
組
合
浩
動
を
し
て

いる
深
沢
氏
は
卒
葉
後
三
無
問
の
遍
歴

を
こ
う
話
す
.
「ア
カ
デ
、、、ズ
ム
への

不
悟
や
都
会
生
活
への
嫌
悪
感
に
と
り

つか
れ
、
自
分
を
文
え
る
もの
が
何
か

わ
か
ら
な
く
な
って
い
た
大
学
最
改
の

銃
に
、
谷
川
雁
の
「組
織
の
あ
る
と
こ

}(に
エネ
ル
ギ
ー
は
な
い
。
ご
添ル
ギ

ー
の
あ
る
と
こ
ろ
に
粗
織
は
な
い
」
と

い
.つ
溺粟
に
つ
き
動
か
さ
れ
、
組
織
の

な
い
と
こ
ろ
で
エ
ネル
.珊丁
-に
ふ
れ
た

い
と
私
は
悟
州
の
新
聞
柱
に
入
った
.

饅
初
の
一年
は
地
.兀の
人
汝
に
ふ
れ

よ
.⊃と
あ
せ
hて
い
た
.
母
親
又
犀
、

有
線
放
込
、
新
農
村
運
動
の
事
業
な
ど

、
い
ろ
いろ
な
㌧の
に
問
題
を
み
つ
σ

中
で
r
務
の
人
た
ち
の
中
に仲
聞
が
で

き
π
。
岡
時
に
一力
で
は企
業
の外
で

生
き
る
き
っ
か
け
を作
ろう
と
し
て
、

地
頑
コー
ク
ル
の
「山
な
み
」
に
切参

加
し
て
い
た
。
だ
が
そ
こ
に
出
で
く
る

話
題
は
、
農
村
の
封
建怪
で
あ
り
天
皇

制
の
問
題
で
あ
り
、
誰
9自
分
の
仕
那

の
中
の
間
題
は
話さ
な
い
。現
笑
に
自

分
が
と
り
く
ん
で
い
る
比
事
を
通
し
て

出
て
き
た
問
題
意
誠
で
な
けれ
は
、
生

き
た
慰
想
は
生
まれ
て
こな
いの
では

な
い
か
と
最
近
感じ
だ
し
て
いる
。
組

合
も
経
済
闘争
だ
けで
なく
、新
聞
労

働
壱
と
し
て
の間
題に
も
と
り
組
まね

ば
た
め
だ
.
生
産
点
の合
理性
とは
別

な
藍
駆
で
、
"
事
二
組台
ヒ
を帖
ぴ
つ

力
を
こ
コ断
足し
て
いる
.
「団
交
の

席
上
で
,オ
レは
学
生運
動
を
や
った

こ
と
が
ある
4と
"理
解
の
あ
る
μ
ポ

ー
ズ
を
とる
奴
が
いち
ば
ん
し
ま
つが

悪
い
.そ
う
いう
連
中
に
は
潮テ
キ
さ

ん皐
く
反動
にな
れ
"
と
話
いた
い.

組
台
運動
専
従
の道
を選
は
な
いか
ぎ

り入
仁
鷺初
は
と
も
か
く
管
理
職
に
つ

く頃
に
由、oれ
は
艮
心
は
ま
ち
れ
な
い.

荊
れ
がで
き
な
いな
ら
中
途
半
ば
な
偽

警
者
ゾ
ラ
は
や
め
て
も
ら
,た
ほ
'つが

労
便
の
グジ
メ
が
は
っき
り
す
る
」

これ
に対
し
て
、
いく
つも
の
障
害

を
のり
こ
え
て組
合
連
動
家
の
道
を
と

り
っ
っあ
る
加
藤
氏
は
「森
氏
の
考
え

方
で
は組
合
運
動
が
で
き
る
か
否
か
に

論
{
が'
33凱ら
"
、資
本
工
義
の
中
で

いた
S
氏
は
入
社
し
て
い
き
な
り
骨
年

婦
人
部
の
大
会
で
激
烈
な
幹
部
批
判
を

ブ
ッた
.
そ
れ
で
た
ち
ま
ち
組
合
か
ら

は
浮
き
上
り
、
会
社
側
か
ら
b
「あ
い

つ
は
ア
カ
だ
」
と
に
ら
ま
れ
て
、
経
理

部
で
ガ
ン
ガ
ン
し
ぼ
ら
れ
た
う
え
東
京

支
杭
へ
と
ば
さ
れ
て
し
ま
い再
び組
合

活
勤
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
.つ.
十
分
周
囲
の
状
況
を
見
き
わ
め

な
が
ろ
や
って
ゆ
か
ね
ば
なら
な
いと

卒
業
生
は
ロ
を
抽
え
て話
し
て
いる
が

岡
時
に
加
縢
氏
は
、
「最
初
に妥
協

す
る
と
ず
る
ず
る
と
妥
協
を勅
けて
し

ま
って
、
最
後
の
あ
れ
か
こ
れ
か選
択

を
追
ら
れ
る
場
に
立
た
aれ
九
とき
℃

ら
止
し
い
道
を選
へな
く
な
る
」
と、

原
則
を
通
す
.い要
惇
に
む
ふ
れ
る
。難

か
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
.

ー現
実
の
分
析
か
ら
理
論

題
魚
が
わ
から
ず
夢
申
だ
った
が
、
二

年
自
に
課
畏
か
ら
労
組
の
婦
人
肯
価
部

の
委
員
に
なれ
と
いわ
れ
副
部
長
に
な

った
.
組
合
の活
甥を
こ
く
め
い
に
経

営
膚
に
仏
え
る
ス
パイ
と
し
て
、
動
労

課
か
ら
送
り
込
ま
れ
る
慣
例
に
な
って

いた
の
だ
が
、初
め
は
知
ら
な
か
,

た
.
や
が
て
情
報
を
知
隻
ま
う
い
わ

ロ

れ
た
が
私
艦

否
し
た
。
労
便
協
矩
の

会
袖
原
案
を
作
れ
と
い
わ
れ
た
が
こ
れ

ち
断
った
.
「業
務
命
令
遂
反
だ
」
「

不
当
労
働
行
為
だ
」
と
課
長
と
昌い
争

う
日
が
続
い
た.
な
ん
と
か
目
分
を
合

理
化
さ
せ
な
が
ら
や
め
たい
と
思
い
は

U
め
京
都
の
私
立
尚
校
教
師
の
が
.、ト

を
み
つけ
て
、
ほ
ぼ
や
め
る
決
心
を
し

た
.
そ
の
時
は
じ
め
て
企
業
顧
識
か
ら

着
い活
動
家
が
い
て
私
を
た
寸
け
て
く

れ
た
.
彼
の
強
い推
巖
で
立
部
選
出
の

中
央
姿
員
に
立
候
補
、
彼
と
久
に
当
選

し
た
.
学
卒
者
に
は
異
例
の
こ
と
た
っ

た
.
いま
私
は
執
行
委
員
に
出
て
組
台

活
動
轡従
噛
の
道
を
選
ぷ
か
ど
っか
考

え
て
いる
と
こ
ろ
だ
」

自
減
し
て
は
だ
め
だ

こ
の
加
腺
氏
の
行
動
は
慨
大
な
b
の

と
い
え
る
だ
ろ
う
.
だ
が
各
柱
の
労
便

の
力
関
係
の
様
子
を
知
り
ぬ
い
て
い
る

森
氏
は
、
ク
ビ
に
な
ら
な
か
った
の
が

不
思
議
な
く
ら
い
だ
と
驚
嘆
し
「私
准

ら
い
ち
お
つス
パ
イ
を
や
り
な
が
ら
機

会
を
り
か
が
う
ね
」
と
藷
る
。
そ
れ
に

関
愚
メ
ー自
ら
自
滅
の
燈
を
沼
い
た
実

そ
し
て
乙
の
よ
つ
慧
体
獣
か
ら加
縢

氏
は
、
現
笑
の
独
占
研
究
の
,必選

を

力
璽
りる
。
「体
制
笈
革
竃
田る
場
台

何
を
と
う
舞
え
て
行
r、た
ら
よ
い
の
か

誼
に
勉わ
か
り
な
い
の
は
、
変
革
の
対

象
を
具
体
的
に
知
ら
な
い
か
ら
冗
.
日

本
の
征会
科
学
は
ビ
(
の
現
昊
を
ほ
ん

と
つに
分
析
し
と
ら
え
て
い
る
だ
う
つ

か
.
大
学
で
現
実
の
独
占
費
.ム
を
}つ

一つ
分
析
'りる
こ
と
を
寧
ん
た
う
つ
が

ネ
ガ
一り
を
打
つ
ぐ
ら
い
の
根
極
で
独

占
の
中
に
食
い
こ
み
、
独
占
の
再
盆
産

構
造
を
旦
体
的
に
分
析
し
弾
論
セ
啄
き

ジ
ゑ
」と
が
大
寧
で
社
会
科
{三
偲学
ん

貯
者
の
任
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

丁
場
現
場
の
人
と
の
政
闘
や
人
ケ
に
残

うた
省
と
の
共
同
台業
㌧爪
要
ナ
。
入

企
業
の
生
産
を握
っ
て
い
る
と
乙
う
が

ど
う
な
る
か
が
日
小
資
不
‡義
の
力
向

を
決
め
る
。
緩
営
幹
部
の
中
へ
/、い
っ

て
、
瑚い
将
来
陸
会
ド
義
政
権
が
で
き

セ
時
、
中
か
・.分
え
て
ゆ
く
こ
}㌔
入

,=■P

二
者
択
で
な
く
、
皆
が
生
簾
点
に
入り

こ
み
、
自
分
の
職
場
の
中
で
謝し
んで

考
え
て
ゆ
か
ね
は
だ
め
だ
.
いま
こそ

学
卒
者
を
申
心
と
し
た社
会
改
革
の組

織
論
が
生
まれ
てよ
い時
で
あ
る
」

研
究
体
制
の
組
織
を

森氏
も
「総辞
のウ
イ
ー
クボ
イ
ン

トは
合
理
化
対
策
が
な
い
こと
だ
。

りー
ダ
ー
は
合
押
化
の
実
態
を
知
ら

ず
、具
体
的
対
策
を
持
た
な
い観
念
左

闘
であ
る
」
と
言
っ
て
いる
。
「現

実
に
自
分
が
と
り
組
ん
で
い
る
仕
事

を
導
じて
出
て
きた
問
題
慧
識
で
な
け

れ
ば
生
さた
興
想
は
生ま
れ
な
い」
と

いう
深
沢
氏
も
「企
某
のソ
ク
を
こ
え

た横
断的
な
研
究
態
勢
、卒
策
生と
大

字
と
の
産掌
協
同
の中
から
産夷
団体

に働
さか
け
る
こ
と
の
で
きる
思
想
を

堂み
出
さね
ば
な
ら
な
い」
と
謡る
熊

沢
氏
b
、み
な
同じ
掘に
ふれ
て
い

る
.卒
築
生
と
在
学
生や
大
学
で
研
究

を続
ける
人
々
と
の
共
同
研
究
の体

制
を
、
各
ゼ
、、、毎
、
サ
ーク
ル毎
に

組織
する
こ
とが
い
ま
こ
そ
盟
まれ

る
。
各職
場
で
各
体
が分
折
、研
究
し

た
實
糾
や活
動
の体
験
を
嵜
せ
あ
い
、

大
学
に
いる
者
が
それ
を整
還
、検
討

し
て
学問
的
に高
め
各
職
場
に返
ダ。

各
職
場
で
はそ
れ
を
さ
ら
し
深
く
研究

し
て
そ
れ
を
ま
た
も
ちよ
る
。
二
の

よ
つ
な
過
程
を根
気
よ
く続
け
てゆ
く

中
か
ら
、
現
笑
に
有
効
に
対
処
し
.日
る

変
革
の
思想
、
突
現可
膨
菰
プ
μ
.〆ノ

ム
が
生
まれ
て
く
る
にち
が
いな
い
。

駅
大
で
こ
のよ
う
な
ソー
"
をと
り

あ
け
て話
しあ
っ
た
のは
今
回
の
ノノ

ポ
ジ
ウ
ム
が最
初
で
あ囑
。
こ
わ
を
契

機
に論
点
をさ
り
に
発
展
さ
せ
.ゆ
く

こ
と
が
必要
で
あ、つつ
曽
ヨ日
の
参
堀

者は
も
とよ
り
多
数
の
方
六
か
・役
脳

が
寄
せ
ら
れ
、
紙
ー
㌔
諒
論
が
麗用
さ

れ
る
二
.一を
期
吟

七
い
遭

新
し
い
発
展
な
め
ざ
し
て
…

●

全
生
産
高

の
紛
%

が
海
外
輪
出

わ
が
国
造
船
業
界
の
海
外
市
場
進
出
に
先
淋
を
つ
け
た
甘
立
造
船
は
、現
在
、

昌
エ
ー
ヨ
喜
ク
・
ロ
ン
ド
ジ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
ジ
ュ
ッ
セ
〃
ド
ル
ブ
・餐

港
と
国
際
舞
台
に
幅
を
ひ
ろ
げ
、
輸
出
船
舶
の
建
遣
・
修
繕
及
び
陸
上
工
事

、

忙
縦
横
の
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
o

そ
の
取
引
先
は
ソ
連
・
チ
ェ
コ
共
産
圏
諸
国
を
ふ
く
め
て
、
20
数
ケ
国
に
及

び
.
輸
出
船
舶
の
実
績
で
は
、、業
界
の
ト
ッ
プ
に
位
し
て
い
る
。
一
方
81
年

に
わ
た
っ
て
腎
成
し
て
き
た
陸
上
機
械
部
門
に
お
い
て
も
、
つ
と
に
海
外
進

出
に
積
極
的
な
意
欲
を
添
し
て
お
り
、
デ
ラ
ジ
ル
・
デ
ル
ゼ
ン
チ
ン
。
束
寓

ツる

ア
ジ
ヤ
諸
国
及
び
ソ
連
む
け
に
、
砂
糖
プ
ラ
ン
ト
・
パ
ル
プ
製
造
繊
量
を
は

・

・ネ

㌻

.
水
圧
鉄
管
.
水
門
扉
.鉄
婁

ど
各
種
肇

綾

、
蓋

に
灘

が

の
実
讃
を
も
ち
、
鱒
海
と
陸
"
の
輸
出
実
績
は
全
生
産
高
の
40
%
を
占
め
て

お
り
、
業
界
で
も
最
高
の
輸
出
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

●

さ
ら
に
長
期
安
定

へ
の
布
石

目
下
、
堺
臨
海
主
業
地
帯
に
76
万
平
方
メ
B
ト
ル
の
エ
場
敷
地
を
確
保
し
て
、'
を

10
万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
超
大
型
船
舶
の
建
造
.
修
繕
葱
は
じ
め
と
し
て
大
型
産

　

業
機
械
、
プ
ラ
ン
ト
の
当
社
最
大
の
総
合
工
場
の
建
設
を
す
・め
て
い
ま
す
。

口
立
造
船
は
"
内
に
和
、
外
に
積
極
経
轡
"
を
モ
ッ
ト
書
と
し
て
海
に
隆
に

新
し
い
発
展
を
め
ざ
し
て
n
た
ゆ
ま
な
い
離
進
を
つ
'
け
て
い
ま
す
o

口
本

社
・穴
阪

嗣
支

社
・東
京

■
資
本
全

一四
二
像
二
千
万
円

糟
従
集
員

隔
万
凪
千
人

腫
工

場

桜
島
・築
港
(大
阪
)、
因
島
・.向
島

(広
島
).
挿
楽
川
(州
崎
)

⑧

ま
れ
て
い
る
シ
キ
ボ
ウ
は
、
七
〇

　年
以
上

の
歴
史
を
も
つ
繊
維
の
総

合
メ
ー
カ

ー
で
す
。

●
高
度
の
技
術

に
よ
っ
て
カ
ラ
ー
シ

ー
ツ
や
テ

ト
ロ
ン
シ
ャ
ツ
を
生
み

だ
し
た
シ

キ
ボ
ウ
は
、
斯
界
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
す
。

●
シ
キ
ボ
ウ

は
、
繊
維

の
ほ
か
に
も

積
極
的
に
進
出
し
、
直
系
会
社
数

社
を
通
じ

て
、
着
々
多
角
経
営
化

を
進
め
て

い
ま
す
。

●
こ
の
シ
キ

ボ
ウ
が
、
誠
実

で
活
動

力
の
あ
る

人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

●
シ
キ
ボ
ウ

の
フ
ン
イ
キ
は
開
放
的

で
、
十
分

実
力
を
発
揮
で
き
ま
す
。

■■ ■鵬工 営 本資

本桑
金
/
二
二
億
五
千
万
円

社
/
大
販

所
/
東
京
・
名
古
屋

場
/
實
山
・
江
南
・
大
阪

・
矩

路

・
児
島

・
笠
岡

・高
知

零
切

任

給
/
二
圏
、三
二
二
円
(大
阪
及

び
東
京
在
勧
》

■
直
藤
会
社
/
敷
島
カ
ン
パ
ス
・
数
島
カ

タ
ン
糸

・敦
島
ス
タ
ー
チ

日
本
合
成
識
維

敷

島

紡

績

株

式

会

社

大
阪
市
東

区
備
後
町
四
丁
目
三
四

O

ヤ
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ひ駆琳
し

過灘
夫和本森

政
治
は
人
間
存
在
の
根
源

形
式
諭
的
政
治
は

政
治
て
は
な
い

ΨU▲

ま
か
ら
二
年
前、
戦後
最
大

し▼▲

の
政
治
闘
争
と
い
われ
た
安 　

保
騒
が
、
反
体
制
勢
力
の完
全
な敗
北

と
し
て
終
了
し
た
直
後
に、
こ
の事
件

の
評
価
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざま
な発
言
の

喧
置
の
中
で
、
常
に
超俗
的姿
勢
を
失

わ
な
い
ま
れ
な
精
神
を
持
っ
た文
学
者

の
一人
で
あ
る
石
川
淳
は
、
政治
に
つ

い
て
の
架
空
演
舌
と
い
う
目
立
たな
い

文
章
を
雪
い
た
.
そ
の
冒
頭は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
.
「お
好
み
に

よ
っ
て
、
政
治
に
つ
い
て
一
席申
し
上

げ
ま
す
。
今
の
世
の
中
に治
が
あ
る
の

か
ど
う
か
不
明
で
す
から
、
宇
に
欝
け

ば
、
正確
に
は
政
事と
す
べき
で
し
ょ

う
ね
.
演
題
は
ビ
フ
に書
いて
あ
る
と

お
り
。
胃
磁
儲
歯
欠
首
振.
骨
董
を
亮

り
に
出
した
の
ち
ゃ
な
い。
これ
ほ
、

ワせ
い
じつ
くは
な
しは
いや
いや
8

と
訓
ん
で
い
た
だき
ま
す●
さ
う
で
せ

う
.
政
事つ
い
たは
な
し
を
し
て
口
中

が
に
が
く
なら
な
いや
う
な
や
つ
は
、

よ
ぐよ
く
の
悪人
にわ
がひ
あ
り
せ
ん

.
」こ
ん
な
文
章
は
、
例
え
は次
の
よ
う

な
発
言
が
大
真
面
に受
け
入れ
ら
れて

い
た
当
時
の
状
況
の申
にあ
って
、
あ

ま
り
問題
にさ
れ
な
か
った
の
は
む
し

ろ
当
然
で
あ
ろう
。
「前
記
りよ
う
な

非
行
動
の
文
学
者
の胸
の中
に
漁
で
、

ζ
ん
ど
の
政
治行
動
の
も
つ慧
識
が
浸

透
し
て
行
っ
た
の
は
、
取
り
も
な
お

さ
ず
、
そ
の
行
動
の質
が
高
か
った
か

ら
だ
と
いう
証明
に
はな
り
得
な
いで

あ
ろ
う
か.
私
は
、な
り
得
る
と
思
う

"政
治
の
な
い
と
こ
ろ
に
政
治
は
あ
る
"

が
、
そ
れ
は
、
つぎ
の
よ
う
に
そ
の
行

勤
の
性
質
を
考
え
る
が
故
に
で
あ
る
.

つま
り
、
行
動
し
た
文
学
者
た
ち
は
、

彼
ら
に
と
って
か
け
が
え
な
く
貴
測
で

あ
る
と
こ
ろ
の
密
室
の
思
索
と
製
作
と

の
時
間
を
、
し
ば
ら
く
割
愛
し
て
ー
新

安
保
条
約
ま
た
は
民
主
主
義
の
問
題
が

あ
ま
り
に
も
窮
大
痛
切
で
あ
る
か
ら
ー

外
に
出
て
行
って
動
い
た
、
と
い
う
よ

う
な
いわ
ぱ
二
元
齢
的
な
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
の
追
求
し
て
い
る
思
想
な
り

芸
術
な
り
に
真
に
到
達
す
る
に
は
、
ど

う
し
て
も
こ
の
よ
う
な
行
勤
の
中
を
突

き
つ
ら
ぬ
いて
い
か
な
け
れ
は
な
ら
な

い
の
だ
と
い
う
、
一元
的
な
認
識
に
も

と
つ
いて
そ
う
し
た
の
だ
と
考
え
る
の

で
あ
る
」
(阿
部
知
一一9現
在
の
政
治

行
勘
と
文
学
4
)

こ
の
よ
う
な
見
解
の
お
め
で
た
さ
に

っ
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
憲
見
を
述
べ
る

気
も
し
な
い
が
、
最
近
の
よ
う
に
、
選

挙
が
近
づ
い
て
き
て
、
ま
た
も
や
民
主

主
義
を
守
れ
と
い
った
よ
う
な
お
題
目

が
騒
が
し
く
な
って
来
る
と
、
石
川
淳

に
な
ら
って
、
2首
振
`
を
し
た
く
な

って
来
る
.
た
だ
し
、
石
川
淳
の
演
題

そ
うく
り
そ
の
ま
ま
と
い
う
の
も
い
た

だ
き
か
ね
る
か
ら
、
む
し
ろ
「千
虚
粥

歯
欠
首
擬
」
と
で
も
し
よ
う
が
.
こ
れ

は
「せ
ん
き
ょ
つ
く
は
な
し
は
い
や
い

や
」
と
鯛
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
.
つ
ま

り
、
選
挙
の
ご
と
き
は
、
青
磁
と
呼
ぷ

に
は
も
った
い
な
い
の
で
あ
る
.
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
、
政
治
は
な
い
の
ぢ

で

は
政
治
は
、
ど
こ
に
あ
る
で
あ
う
ろ

か
.
政
治
は
、
ど
こ
に
も
な
い
の
で
あ

る
.
つ
ま
り
、
政
治
は
不
在
な
の
で
あ

る
.
民
丁
王
義
を
守
ろ
う
な
ん
て
運
動

は
、
け
っし
て
政
治
の
領
域
の
中
の
事

柄
で
は
な
い
の
だ
.

政
治
か
ら
の
離
脱
は

の
世
の
中
に
お
け
る
政
治
の

不
在
を
見
て
とり
、
せ
い
ぜ

い
政
事
ぐ
ら
い
し
か
あ
る
ま
い
と
明
自

し
た
石
川
淳
に
は
、
もち
ろん
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
了
解
ず
み
の
こ
と
で
ある

.
こ
ん
な
わ
け
で
、
彼
は
、

政
治
性
の
獲
得
へ
…

▼
ム今
▽
ム

報

用
し
た
冒頭
の
}節
の
後
で
、
い
き
な

り
コ
ン
テ
ィキ
号
探
検
記
の
話
に
移
る

のだ
.
も
っと
も
、
こ
の
話
の
途
中
に

も
、例
え
ば
「た
ま
に
こ
れ
は
民
主
主

義
みた
いぢ
ゃな
い
か
と
お
も
ふ
よ
う

な
筋が
見
つか
る
と
、
不
思
議
な
こ
と

にh
民
主
主
鵜
の
法
律
が
ぴ
し
ぴ
し
こ

れ
を取
り
し
ま
る
.
ぴ
し
ぴ
し
は
擬
音

で
ず.
す
な
は
ち
、
冒
の
番
兵
が
7か

か
れ
4
と号
令
を
か
け
て
、
棒
で
音
を

た
てて
ぶ
ん
な
ぐ
る
と
いふ
意
味
で
す

さ
さ
に
引
。
こ
の
ぶ
ん
な
ぐ
ら
れ
る
役
ど
こ
ろ

は
、古
釆
の
、ず
く
な
く
と
も
明
治
以

来
の歴
史
的
慣
例
に
し
た
が
って
、
生

き
た
人
民
の
身
柄
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

と
いう
よ
う
な
意
見
が
挿
入
さ
れ
る
の

だ
が
、
政
治
に
つ
い
て
架
空
演
舌
の
話

題
と
し
て
刀
コン
テ
ィ
キ
屠
探
検
記
4

の
紹
介
に
及
ん
だ
理
由
は
、
突
は
、
次

の
一点
に
収
徹
さ
れ
る
の
で
あ
る
.
「

こ
の
一致
団
結
は
和
気
ア
イ
ア
イ
な
ん

ぞ
と
い
う
た
る
ん
だ
形
容
で
は
追
い
つ

き
ま
せ
ん
。
イ
カ
ダ
の
上
に
は
完
全
な

共
和
国
が
で
き
上
って
い
た
.
こ
の
共

和
国
は
六
人
の
渠
組
員
が
日
夜
た
る
み

な
く
、
手
を
も
って
足
を
も
って
、
す

な
は
ち
努
力
の
持
続
を
も
って
作
り
あ

げ
て
行
った
も
の
で
す
.
手
を
抜
け

ば
、
イ
カ
ダ
が
く
だ
け
て
、
共
和
国
は

水
泡
と
な
って
亡
び
た
で
し
ょ
う
.
こ

の
国
に
は
政
治
の
形
式
ら
し
い
も
の
は

"

見
え
ま
せ
ん
.
す
な
は
ち
、
形
式
が
見

え
な
い
ほ
ど
緊
冨
に
、
そ
こ
に
茜
政
が

布
か
れ
て
い
た
こ
と
を
、
イ
カダ
は
告

げ
て
い
る
よ
う
で
す
.
こ
れは
デ
モ
ク

ラ
シ
イ
と
い
う
も
の
の
理想
化
さ
れ

た
、
い
や
、
突
現
さ
れ
た
原型
で
す.

デ
モ
ク
ラ
シ
イ
は
守
る
な
んぞ
と
いう

も
の
じ
ゃ
なく
て
、
絶
え
ず経
営
と
し

て
作
り
あ
げ
て
行
く
べ
き
も
ので
す

ね
」こ
のよ
う
に
、
政治
のな
いと
こ
ろ

に
こ
う
政
治は
あ
る
の
だ.
す
な
わ

ち
、
形
式
と
し
て
の政
治の
見
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
に
こ
そ
、政
治
は
実
現
さ
れ

て
あ
る
の
だ
.
し
たが
って
、
民
主
王

義
の
擁
護
な
ど
と
い
っ
た蔵
治
の
形
式

論
が
バ
バ
を
き
か
す
と
こ
ろに
は
、政

治
は
不
在
で
あ
る
い
わ
ね
はな
ら
な
い

一.
だ
が
、
は
た
し
て政
治
は不
在
で
あ

●●

り
得
る
で
あ
ろう
か
.
政
治
排
除
は
可

能
で
あ
ろう
か
.
「青
磁
儲
歯
欠
首
振

」
と
いう
こ
と
に
よ
って
、
文
学
の
自

立は
遂
げら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
.
実

は
、
こ
の辺
に
は
、
深
い逆
説
が
ひ
そ

んで
いる
の
だ
.
と
いう
の
は
"首
振

は̀
た
んに
政
治
の
排
除
に
止
ま
り
得

な
いと
いう
こ
と
で
あ
る
.
政
治
は
、

ま
さ
に
政
治
的
動
物
に
ほ
か
な
ら
な
い

人
閥
の
存
在
の
根
源
に
つな
が
る
も
の

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人
聞
の
本
来
的
な

あ
り
方
に
と
って
、
け
っし
て
逃
れ
得

な
いも
の
で
あ
って
、
こ
の
た
め
に
、

形
式
と
し
て
の
政
治
か
ら
の
薩
脱
は
、

ひる
が
え
って
、
逆
に
、
根
源
的
な
意

味
で
の政
沿性
の
獲
得
に
至
る
の
だ
.

政
治
不
在
は
文
学
の
枯
渇
状
況

ナ
ン
セ
ン
ス
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
女
学

政
治
と
い
う
も
の
が
こ
の
よ
う
な

も
の
で
あ
れ
は
こ
そ
政
治
の
不
在
は

人
間
の
不
在
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の

で
あ
って
、
し
た
が
っ
て
政
治
不
在
の

状
況
は
ま
た
、
文
学
の
枯
渇
状況
で
も

あ
る
。
石
川
淳
の
文
章
には
、
次
のよ

う
に
醤
か
れ
て
いる
.
「政
治
的
空白

は
糟
神
的
空
白だ
ぞと
い
っ
て
、
アン

リ
。ル
フ
ェ
ーヴ
ル
が警
告
を発
し
て

い
ま
す
.
こ
の
ひ
と
、さ
すが
にゼ
ン

ガ
ク
レ
ン
の
中
に
読
者
層
を
も
つ御
仁

だ
け
あ
っ
て
、
糟
神
にも
の
す
ごく
オ

ド
シ
を
か
け
る
こ
と
が
うま
い
.警
告

を
う
け
た
ま
わ
る
まで
も
なく
、
政治

は
洪
水
の
よ
う
に打
ち
よ
せ
て
釆る
.

精
神
の
ほ
う
で
も
、
理欝
と
現
実
と
隻

…

政
治
性
の
欠
ー3
た
.薯
-
文
学

方
でキ
タ
エら
れ
た
せ
いか
、
ち
か
ご

ろ
は政
治
の
ワ
ナ
の
法
律
な
ん
ぞ
に
は

びく
びく
し
な
いほ
ど
に
格
式
を
あ
げ

た
.
これ
は
進
歩
で
す
.
た
し
か
に
、

あ
り
もし
な
い民
主
主
義
を
う
た
う
法

律
の
ごと
き
は
、
民
主
主
義
の
ル
ー
ル

に
反す
る
サ
ギ
で
す
ね
」

こ
のよ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
は
、
民

主
主
義
文
学
な
ど
と
い
う
提
鳴
が
ナ
ン

セン
ス
な
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ

は
岡
様
に
、
い
か
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

文
学
も
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
り
つこ
と
で

あ
る
.
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
.
そ
れ
が
政
治
性
に
お
か
さ

れ
て
いる
か
ら
で
あ
ろ
う
か
9
否
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
政
治
性
を
欠
如
し
て
い

る
か
ら
な
の
で
あ
る
.
こ
の
よ
う
な
意

見
が
、
一見
、
逆
説
の
ご
と
く
見
え
る
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『原
始
社
会
』

本
欝
ム
軽
会
の
寡

窺

き
お
こ
し
て
、
人
聞
と
食
物
の
関
係
、

農
耕
と
牧
畜
、
国
家
の
歳
立
、
家
族
の

形
成
と
順
を
逼
つ
て
齢
腰
た
、
一つ
の

社
会
進
化
論
ま
た
獄
起
原
諭
で
あ
り
、

小
冊
な
が
ら
も
中
味
は
よ
く
し
ま
っ
て

いて
、
一応
の
説
得
力
を
も
うて
い
る

と
いえ
る
.
し
か
し
、
あ
と
が
き
で
響

者
は
、
こ
の
諭
文
は
、
歴
史
学
の
験
文

ミ

で
は
ない
.
ま
た
い
わ
ゆ
る
人
類
学

的
論
文
な
ど
で
も
む
ろ
ん
な
い
.
本
論

の
対
象
は
、
も
っぱ
ら
、
社
会
構
成
と

そ
の
発
展
に
闘
す
る
理
胎
的
認
議
で
あ

る
、
と
こ
と
わ
って
い
る
.
社
会
掌
で

も
准い
ら
し
い
し
、
い
うた
い
こ
れ
は

阿
学
に
口
す
る
の
だ
ろ
う
か
.
マ
ル
ク

ス
理
鹸
の
哲
掌
だ
、
と
い
うた
らよ
い

の
か
も
し
れ
ぬ
。

社
会
の
起
原
に
側
し
て
は
、
か
っ
て

は
人
類
学
で
も
社
会
学
で
も
諭
ぜ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
った
.
し
か
し
何
分
に
も

突
証
で
き
ぬ
面
が
多
い
の
で
、
そ
ん
な

く

せ

議
鶴
は
ま
じ
め
な
学
者
の
す
る
べ
き
こ

と
で
な
い
、
と
い
った
風
潮
が
ひ
ろ
が

り
、
起
凍
諭
は
次
第
に
学
界
か
ら
彰
を

ひ
そ
め
た
.
し
か
る
に
マ
ル
ク
ス
学
智

た
ち
は
、
ど
こ
へ
い
って
も
マ
ル
ク
ス

や
エン
ゲ
ル
ス
の
起
環
鹸
を
ふ
り
ま
わ

ず
の
で
、
結
果
的
に
は
次
第
に
彼
ら
の

遷
飴
が
、
唯
噌の
理
論
で
あ
る
か
の
よ

う
塗
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
◎
人

類
学
者
や
社
会
学
者
は
、
怠
慢
の
責
め

を
負
わ
ね
ば
な
る
ま
い
.

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス

の
起
原
論
に
も
、
闘
ち
が
った
と
こ
ろ

が
あ
る
ー
す
く
な
く
と
も
そ
の後
に
発

見
さ
れ
た
亭
契に
対
し
て
、
彼ら
の理

験
で
は
説明
で
き
な
い
と
ころ
が
あ

る
.
そ
れ
に
眼
を
つ
ぶ
っ
て、
い
つま

て
も
同
じお
題
目
を
唱え
て
い
る
と
し

起源論の実証的展開を
無批判に原始共産社会を仮定
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た
ら
、
こ
ん
ど
は
マ
ルク
ス学
者
が
怠

慢
で
ある
、
と
いわ
ねば
なる
ま
い
.

私
は
マ
ル
ク
ス
学
者の
中
か
ら
、
勇
敢

に、
マ
ルク
ス理
論
を
訂
正
す
る
ひ
と

が
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
を
、
藍
ん
で
い●

た.本
書
の著
者
は
、
そ
の
μ人
に
数
え

る
こと
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
、家
族
の成
立
を
階
級
杜
会
の

成
立
に
よ
って
説
明
し
た
と
こ
ろ
な
ど

は
、
マル
ク
ズ
理
諭
と
し
て
は
新
鋭
な

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
し
た
ら
人
類
学
者

が
階
級
社
会
に
前
の
人
間
社
会
に
認
め

た
家
族
は
、
い
った
い
ど
う
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
.
も
っと
も
響
者
は
、
階
級

社
会
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
な
お

依
然
と
し
て
無
批
判
に
、
原
始
共
産
社

会
を
仮
定
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
で
平

気
な
の
か
も
し
れ
ぬ
。
た
し
か
に
マ
ル

ク
ス
理
論
で
は
こ
れ
が
出
発
点
だ
か

ら
、
こ
こ
を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
た
ら
困
る
で

あ
ろ
う
が
、
現
在
の
人
類
学
者
で
こ
の

仮
定
を
支
持
ず
る
も
の
は
、
もは
や
一

人
も
い
な
い
は
か
り
で
な
く
、
追
求
し

て
ゆ
く
と
、
サ
ル
の
鳶

に
だ
っ
て
個

体
聞
に
ち
ゃ
ん
と
順
位
が
あ
っ
て
、
食

物
や
異
性
の
分
配
が
平
等
に
い
っ
て
い

な
い
こ
と
は
、
ず
で
に
わ
れ
わ
れ
の
一

〇
年
以
上
に
わ
た
る
研
究
によ
っ
て
、

明
ら
か
で
あ
る
.

未
来
の
共
産
社
会
で
は
家
族
が
な
く

な
る
と
い
う
の
も
、
冒
者
の
新
説
ら
し

い
が
、
考
え
て
み
る
と
そ
れ
は
、
原
始

共
産
社
会
に
家
族
を
認
め
ず
、
階
級
社

会
に
の
み
家
族
を
認
め
よ
う
と
す
る
、

著
者
の
立
場
か
ら
の
、
強
引
な
要
請
で

あ
る
に
す
ぎ
な
い
.
も
し
こ
れ
に
よ
っ

て
、
マル
ク
ス
理
翫
が
よ
り
塞
墜
な
も

の
に
な
る
と
し
て
も
、
理
論
的
に
は
誤

謬
の
上
に
誤
謬
を
重
ね
た
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
.
未
釆
の
社
会
で
家
族
の
なく

な
る
可
能
性
が
な
い
と
は
い
わ
ぬ
が
、

私
な
ら
も
っと
別
な
説
明
を
猷
みる
で

あ
ろう
.

は
じ
め
に
断
っ
た
よう
に
、
起原
論

は
実
証
で
き
ぬ
面
が
多
い
.そ
こ
を
仮

設
で
つ
な
ぐ
と
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

起
原
論
が
観
念
的
に
は
成
立
し
てく
る

私
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
本
書
を
、
一

応
お
も
じ
ろ
く
読
ん
だ
.
け
れ
ども
個

丸の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
反
証
に

な
る
よ
う
な
事
実
を
思
い
う
か
ぺ
る
こ

と
が
多
か
った
.
た
と
え
ぱ
イ
ン
カ
帝

国
の
成
立
を
、
晋
者
は
は
ど
う説
明
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
一時は
下
火
に
な
っ

て
い
た
起
原
論
が
、人
類
学
界
の
あち

こ
ち
で
再燃
し
は
じ
め
て
いる
.
起
原

諭は
もは
や
マル
ク
ス
学
宥
の
独
壇
場

では
なく
な
り
つ
つあ
る
.
蟹
者
は
こ

れれ
から
も
勉
強
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
.

私
は
留者
の起
原
論
の
今
後
の
発
展
に

期待
を
か
ける
も
の
で
あ
る
.
(挑

判
社
刊
・
B六
・
一八
二
頁
・三
二
〇

円
)
(京
大
人
文
科
研
究
敦
授
・社
会

人
類学
)

〆新
日
本
丈
学

盗
藁

〉デ

七

月

号

ー
マは
最
近

各号
と
も
充
笑
し
た
内
窃
で
面
白
く
読

ま
せ
る
が
今
月
は
「大
衆
芸
術
化
と
は

何
か」
を
あ
つ
か
い
、
「松
本
膚
張
の

秘
轡
」
(村
美
籔
)「演
劇
の
大
衆
化
」

(広
末
保
)
「芸
術
運
動
と
マス
コ

ミ」
(浜
出
泰
三
)
の
三
本
を
並
べ
て

いる
。
「松
本
縛
張
の
秘
勘
」
は
ρ…

これ
だ
け
の
こ
と
が
「オ
デ
ュ
ソセ
ィ

ア
」
の中
昧
で
、
他
は
す
べ
て
挿
砧
で

あ
る
4と
いう
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
の
こ

と
は
で始
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
鎖

誤
を
試み
る
が
、
結
局
,松
本
清
張
の

秘
勧
召は
秘
殆
の
ま
ま
と
い
う
感
じ
。

対
談
「戦
後
文
字
の
再
検
討
」
は
本

多
秋
立と
野
間
宏
の
好
顧
合
せ
で
お
も

し
ろ
い
.
堀
田葺
衛
の
作
品
と
く
に

「海喝
り
の
底
か
ら
」
を
軸
に
し
て
展

開
し
て
いる
が
、
サ
ロ
ン
ム
L
ド
を
完

全
に
のり
こ
え
た
対
訣
と
し
て
充
笑
し

て
い
る.

「メカ
ニズ
ム
作
戦
」
(宮
本
研
)
は

「ブ
レ
ー
メ
ン
分
会
」
(泉
大
八
)の

劇
為化
だ
が
、
原
作
の
面
白
さ
を
よ
く

生
かし
て
お
り
、
演
劇
台
不
化
と
い
う

あ
る
嵐
昧
で
の
様
式
化
が
内
容
を
か
え

っ
て明
確
化
し
、
痛
烈
さ
が
す
る
ど
く

な
った
。

他
に
創
作
「尋
ね
人
」
(長
谷
川
四

郎
)ル
ポ
ニ
本
「新
島
の
亡
霊
」
(石

田郁
天
)
「身
体
の
中
の
二
つ
の
敵
」

(井
上
俊
夫
)
評
論
「文
学
の
自
律
性

再
論
」
(針
生
一郎
)
「近
代
文
学
論

への
一つ
の
試
み
」
(阿
部
知
二
)
な

ど
.
(勝
)

(新
日
本
文
学
社
刊
・
一五
〇
円
)

女
学
一界

開
高
健
「エ
ス
キ
モ

七
月
号

ー」
は
核
戦
争
問
題

を
テ
ー
マと
し
た
百
二
十
枚
の
作
品
.

文
明
社
会
の
人
聞
遼
が
コ半
和
」
と

「目
由
」
と
い
う
言
葉
を
常
に
叫
び
な

が
ら
、
そ
れ
を
現
在
に
足
着
で
き
ず
に

、
固
定
観
念
化
し
て
し
ま
い
、
実
質
不

在
に
至
って
い
る
こ
と
を
、
原
始
社
会

の
単
純
で
は
あ
る
が
時
閥
の
廃
絶
の
中

で
明
碓
に
現
在
に
定
着
し
た
意
識
と
対

比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
描
き
出
し
て

い
る
.
こ
う
し
た
文
明
批
評
か
ら
の
政

治
へ
の
ア
プ
ロ
L
チ
は
、
作
者開
高
の

一貫
し
て
持
ち
つ
づ
け
て
き
た
文
学
的

態
度
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
作

品
もわ
れ
わ
れ
に
無
理
な
く
せ
ま
っ
て

く
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
.

小
林
勝
「無
名
の
旗
手
た
ち
」
(百

二
十
枚
)
も
、
同
模
に
こ
の
作
家
が
こ

れ
ま
で
好
ん
で
描
い
て
き
た
、
朝
鮮
人

と
日
本
人
と
の
か
ら
み
合
い
の
中
で
改

治
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
と
ら
え
る

と
い
う
方
法
に
よ
っ
た
も
の
で
ある
.

今
月
は
こ
の
他
に
、
創
作
で
は吉
行

淳
之
介
「室
内
」
三
浦
哲
郎
「歳月
」

吉
村
昭
「鷺
(さ
ぎ
)
」
な
ど
、
「作

家
論
12
ケ
月
」
は
、谷
崎
潤
一郎
と伊

藤
整
を
と
り
あ
げ
て
い
る
.
(聴
)

(文
云
春
秋
新
柱刊
・百
二
十
円
)

の
は
、
政
治
の
領
域
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

「の
領
域
に
量
ね
合
わ
せ
る
見
方
が
通
念

と
な
って
い
る
か
ら
な
の
だ
が
、
笑

は
、
虚
偽
意
識
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
が
、
仮
構
さ
れ
た
特
殊
領
域
に
属
ず

る
憲
識
様
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
政

治
的
意
識
と
は
、
全
人
聞
的
憲
識
の
領

域
に
遍
在
す
る
様
態
を
持
つ
も
の
な
の

だ
.
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
特
殊
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
う
て
、
形
式
化
さ
れ
る
.

そ
の
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど至
人
聞
的
な

も
の
で
あ
る
は
ず
の
文
学
が
、
狩
殊領

域
へ
と
限
定
さ
れ
る
こ
とに
よ
っ
て
形

式
化
さ
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る.

政
治
に
お
け
る
ア

ン
チ

・
ロ
マ
ン

▼
▲

こ
ろ
で
、
こ
のよ
う
な普
遍

と▼▲

的
な
る
も
の
と
し
て
の
政治

§
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や
文
学
は
、
け
っし
て
そ
のよ
う
なも

の
と
し
て
冥
在
し
は
しな
い
.
それ
は

か
な
ら
す
持
殊
化
を
藤
る
のだ
.
そ
し

て
、
そ
れ
が
固
定
さ
れ
て
さ
ま
さ
まな

疎
外
形
態
を
生
み
出
す
こ
と
にな
る.

こ
の
よ
う
な
疎
外
形
態
を
と
った
文
学

や
政
治
に
対
し
て
は
、
わ
れ
われ
は
努

め
て
流
動
的
な態
度
を
取
らね
ぱ
な
る

ま
い
.
す
な
わ
ち
、
政
治
の
否認
は
、

ひ
る
が
え
って
政
治
の
復
権
へ
と転
じ

ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
また
こ
の逆
で
も

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あり
、文
学

の
称
揚
は
文
学
の
破
壊
へ
と転
じら
れ

ね
ぱ
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の逆
で
もな
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
.
っ
まり
、

君
子
豹
変が
要
求
さ
れ
る
の
だ.
これ

に
反
す
る
態
度
は
、
ドグ
マチ
ック
な

も
の
に
な
ら
ざ
る
を得
な
い.

た
と
え
は
、
ア
ンガ
ー
ジ
ュ
マン
と

い
う
こ
と
が
あ
る
.
これ
を
「政
治
参

加
」
と
訳
す
こ
とは
、語
義
を狭
く
と

り
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
るが
、便
量
上

と
き
に
は
政
治
参加
とし
ても
よ
いで

あ
ろ
う
.
だ
が
、
これ
こそ
政
治
的
な

態度
で
あ
る
な
どと
思
い込
ん
で
は
な

一ら
な
い
の
だ
.
こ
の
態度
に賛
成
す
る

に
せ
よ
、
反
対
す
る
にせ
よ
、と
も
か

く
こ
れ
こ
そ
政
治
的
な態
度
で
あ
る
と

い
う
判断
を前
提
する
と
こ
ろ
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な誤
解
が
生
ま
れ
る
.
石
川

淳
の文
章
と
同
時
に発
表
さ
れ
た
象
牙

の
塔
を出
て
と
いう
文
章
の
中
で
、
吉

田
健
一は
、
「日
本
の
文
士
が
し
て
ゐ

る
こ
と
の手
本
は
フラ
ン
ス
の
サ
ル
ト

ル
のや
う
で
ある
」
と
述
べて
、
ア
ン

ガ
ー
ジ
ュ
マン
と
いう
考
え
に
立
脚
し

て
いる
よ
う
に
見
え
る
文
学
者
た
ち
を

批
判
し
て
いる
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場

合
は
、
批
判
す
る
側
と
さ
わ
る
側
に
お

いて
、
両
様
の誤
解
が
あ
る
と
い
え
る

であ
る
つ.
す
な
わ
ち
、
ア
ン
ガ
ー
ジ

ュ
マン
が
政
治
酌
な
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
デ
ガ
ー
ジ
ュ
マン
(政
治
離
脱
)

もま
た
同
様
に
政
治
的
な
意
昧
を
持
ち

得
る
と
いう
こ
と
の
認
識
が
欠
け
て
い

る
のだ
.
こ
こ
に、
ア
ン
チ
・ロ
マン

を
め
ぐ
る
問
題
が
現わ
れ
る。
=
嘔
者

で
あ
る
サ
ル
ル

が
、
ア
ンチ
・
ロ
マ

ン
と
い
う
誓
葉
の
発
明
者
でも
あ
る
こ

と
は
示
唆
に
富
む
こ
と
だ
と
いわ
ね
は

な
ら
な
い
.

石
川
淳
は
、
こ
の
辺
の
事情
を
も
見

逃
し
て
い
な
い
。
す
なわ
ち
、
次
の
よ

う
に
●
い
て
い
る
のだ
.

轟軸婁置.8翼
開

「十五
年
ま
へに
、
わ
れ
わ
れ
は
西
洋

に
o尋
oqo呵基
ロ
酔
(鰺
加
)
と
い
う

こ
と
はが
あ
る
こ
と
を
知
った
.
こ
れ

が
芸術
と
政
治
と
の
関
係
を
い
う
こ
と

は
、
周知
の
ごと
く
で
す
.
ち
か
ご

ろ
、ま
た
一
つ、
別
の
こ
と
は
が
あ
ら

はれ
て
来
ま
し
た
.
§

閥ε
暑

(離
脱
)
.
こ
れ
は
参
加
と
は
反
対
に

、政
治
の
棒
粗
か
ら
肩
を
抜
く
と
瀞
ふ

意
味
に
な
り
ま
す
が
、
一般
に
ア
ン
チ

・
ロ
マン
の
思
想
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
.
ア
ン
チ
・ロ
マン
は
字
義
に
乙

だ
は
る
に
お
よ
ば
ず
、
符
蝶
の
や
う
に

見
て
お
け
は
い
い
で
し
よ
う
.
」

過渡期の果ては場所的根源

コ的
り

史

ま

歴

始

の

の

察考

渡期

 

的

過

現象 学

把握 が

 

に

過
渡
期
の
運
動
と
し

て
の
政
治
、
芸
術

マ
ム

治
の
棒
組
か
ら
肩
を
抜
く
と

政マ▲

いう
の
だ
が
、
こ
の
場
合
の

政
治
と
は
、
いか
な
る
意
味
に
お
け
る

政
治
で
あ
ろ
う
か
.
こ
れ
は
、
人
聞
の

根
源
に
つ
なが
る
も
の
と
し
て
の
政
治

で
あ
り
得
る
は
ず
は
な
い
の
だ
か
ら
、

持
殊
技
術
化
さ
れ
た
形
式
的
政
治
で
あ

る
ほ
か
は
な
い.
し
た
が
って
、
こ
の

と
き
、
礁
脱
行
為
と
は
、
こ
の
よ
う
な

形
骸
化
し
た
政
治
に
対
す
る
痛
烈
な
否

認
と
し
て
の
シ
コ
ック
を
与
え
よ
う
と

いう
行
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
.
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
こ
れ
は
、
す
ぐ
れ
て
政

治
的
な
行
為
な
の
で
あ
り
、
政
治
回
復

への
行
動
で
さ
え
あ
り
得
る
の
だ
.
い

わ
ぱ
、
非
政
治
化
は
、
逆
に
ひ
る
が
え

うて
政
治
化
と
な
る
.
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
石
川
淳
の
見
解
は
か
な
ら
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
一

応
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
見
ら
れ
る
こ

と
に
よ
って
も
、
非
政
治
化
が
芸
術
主

義
への
方
向
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
.
「8

一6
嵩寓
器
押
非
政
治
化
す
る
.
芸
術
が

政
治
か
ら
離
脱
す
る
と
き
必
然
に
こ
の

操
作
が
お
こ
な
は
れ
る
。
政
治
と
の
闘

係
を
無
蘭
係
に
ひ
と
し
く
す
る
.
か
う

な
る
と
、
芸
術
は
芸
術
と
い
ふ
む
か
し

な
が
ら
の
あ
り
が
た
屋
の
穴
に
藩
ち
て

行
き
さ
つで
す
が
、
そ
こ
が
む
か
し
と

ち
が
う
・
芸
術
家
は
あ
と
も
ど
り
し
な

い●
いや
、
今
日
で
は
そ
れ
が
で
き
な

い」
こう
述
べた
後
で
、
石
川
淳
は
、

さ
ら
に
「も
し
お
も
う
こ
と
が
す
ら
す

ら
叶
うと
す
れ
ば
、
ア
ン
リ
・ル
フ
呂

重
ヴ
ルが
精
神
的
空
白
と
呼
ん
だ
も
の

を
、芸
術
家
は
懸
明
を
も
って
充
夷
さ

せ
て
いく
に
至
る
で
し
ょ
う
」
と
○
い

て
いる
.

と
ころ
で
、
政
治
離
脱
を
通
じ
て
逆

に
政
治
を
芸
術
の
中
に
奪
還
す
る
こ
と

あ
る
いは
、
芸
術
か
ら
す
る
政
治
へ
の

突
入
を
遂
行
す
る
ζ
と
に
よ
って
、
特

殊
領
域
と
し
て
の
政
治
の
領
域
を
破
砕

す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
処
方
箋
は
、

ま
た
岡
時
に
、
特
殊
領
域
と
し
て
の
芸

術
を
日
常
の
生
活
の
中
へ
奪
還
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
りて
芸

術
を
破
砕
す
る
こ
と
と
と
も
に
し
か
笑

現
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
.
さ
て
、
こ

の
よ
う
に
し
て
、
政
治
と
芸
術
の
死
滅

が
到
来
す
る
と
き
に
こ
そ
、
そ
れ
ら
は

日
常
的
実
践
の
中
に
お
い
て
実
現
さ
れ

る
の
で
あ
って
、
こ
の
よ
う
な
自
己
の

死
滅
に
よ
る
自
己
の
莫
現
と
い
う
境
域

への
過
程
を
過
渡
期
と
呼
ぷ
こ
と
は
可

能
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
意
昧
に
お
い
て

は
、
政
治
に
せ
よ
、
芸
術
に
せ
よ
、
こ

の
笑
質
は
、
遁
渡
期
の
運
動
そ
の
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
よ
.

♂

過
渡
期
の
始
ま
り
と

治
政
女
学
の
発
所

Ψ猷

渡
期
の
果
て
は
、
未
来
讐

▼
▲
し
て
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く

て
、
場
所
的
根
源
と
し
て
構
想
さ
れ
る

べき
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
政
治

や
芸
術
が
還
帰
す
る
と
こ
ろ
の
日
常
性

と
は
、
日
常
性
の
突
破
に
よ
って
の
み

獲
得
さ
れ
る
と
い
う
逆
説
的
な
構
造
を

持
った
日
常
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い

こ
と
看
つ
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
.
と
こ
ろ
で
、
過
渥
期
の
反
対

側
の
果
て
、
す
な
わ
ち
過
渡
期
の
始
ま

り
は
、
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
.
こ
の
間
題
の
探
究
に
お

い
て
も
、
政
治
と
文
学
は
、
同
様
の
考

察
を
導
き
出
す
契
機
と
な
る
と
こ
ろ
の

二
つ
の
根
源
的
活
動
と
し
て
現
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
.
文
学
の
始
源
の
考
察
に
お

い
て
、
幼
児
の
発
賠
の
分
節
づ
け
が
璽

要
な
カ
ギ
と
な
る
の
と
同
様
に
、
政
治

行
動
の
始
源
の
考
祭
に
お
い
て
、
家
族

と
い
う
最
小
規
模
の
社
会
内
に
お
け
る

幼
児
の
行
勤
に
お
け
る
他
者
性
の
萌
芽

に
注
目
し
な
け
れ
ぱ
な
る
ま
い
.
た
だ

単
に
泣
い
て
い
る
赤
ん
坊
が
、
乳
を
ね

だ
る
赤
ん
坊
と
な
る
と
き
、
政
治
は
発

生
ず
る
の
で
あ
り
、
文
学
も
発
生
す
る

の
で
あ
る
.
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
現

象
学
的
考
察
を
、
歴
史
的
次
先
に
転
移

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
と
き
過
渡
期
が
始

ま
る
と
い
え
る
で
あ
ら
う
.
ρ東
大
講

師
・仏
又
学
)

。
大
学

へ
の
遮

。

闘
い

先
日と
の
欄
に
検
窟
制
度
に

っ
い
て
、
そ
の
方
法
が
あ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
検
定
試
験
に
つ
い
て

も
う
少
し
く
わ
し
く
お
レ
ら
せ
下
さ

い
.
(東
還
。日
比
野
)

笛
え

検
定
猷
験
は
、
各
都
進
府
県

教
育
委
員
会
の
主
催
で
毎
年
七
月
の宋

か
八
月
の
初
め
に
笑
施
さ
れ
ま
す
.
正

式
な
日
程
は
官
報
に
よ
っ
て
発
衰
さ
れ

ま
す
.
ま
た
、
詳
細
は
教
胃
委
員
会
に

お
閲
い
合
わ
せ
下
さ
い
.
な
お
京大
に

は
創星
薮
人
検
定
資
格
智
が
合
格
レ
ぽ

す
.
(侃
)

◇
生
協
書
籍
部
◇
①
林
屋辰
三
郎
蕾

「京
都
」(岩
波
欝
店
)
②
「世
界思
想

蚕

全
集
第
八
常

ウ
、-
バあ

思

想
」(河
出
憲
房
新
社
)
③
向
坂逸
郎
晋

「マ
ル
ク
ス
伝
」(新
潮
社
)④
L
・M
・

ジ
ャ
プ
ク
マ
ン
蓄
、
清
水博
訳
「現
代

化
学
シ
リー
ズー2
1核
磁
気
共
鳴
」(東

京
化
学
同人
)
⑤
「世
界
の
旅7
ー
ラ

テ
ン
ア
メリ
カ
」
(中
央公
論
社
)

◇
ナ
カ
ニ
シヤ
◇
①
「世界
思
想
教
養

全
奥
第
十
八
巻
iウ
ェー
バ
ー
の
思

想
」
②
「京
都
」
③
「最
新
旅行
案
内

ー北
海
遵
」
(日
本
交
遡
公
社
)
④

」
マル
ク
ス伝
」⑤
小
林
綾
響
「部
落

の女
医
」
(岩
波
書
店
)
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「若さ」にあふれた「10年選手」

日本航空の誕生は昭和26年。終戦のため一切の郵

を失 っていた日本の航空事業に、そのとき日航は

新しい希望の空路をひらきました。発足当時は、

資本金1億 円、社員もわずか42名 。いらい1σ年間

の日航の仕事は、世界の航空界のレベルにまず「追

いつ くこと」を最大の目標にしてすすめられてき

ました。

機数も、当初4機 のチャーター機で出発しました
　

が、現在では最新鋭ジェツト機 コンベア880型 、

ダグラスDC8型 機10機 を含め、総数32機に達 し

ました。航空路線においても、アメリカ、ヨーロ
ほ

ッパを始め、ほとんど全世界をネ ットするまでに

なっています。資本金は1億 から118億 へ、社員

は42名から4,300名 へ、飛躍的な発展の姿です。

10年めをむかえた今日、世界の一流航空会社のな

かでも上位にランクされようとしています。
「意欲」と「惰熱」が今日を築いた!

何といっても航空事業はまだ若い企業です。そレ

て日航は、まだ10才の少年です。その成長と発展

の原動力は、あのジェット機のダイナミズムにも

似た若人の頭脳 と情熱です。10年 めにあたって、

世界の大航空会社を、こんどは 「追いこそう」 と

している日航は、日々新しい目標 と新しい問題に

立ちむか っています。目・まぐるしいテンポで巡展

する日常業務の中でひとつひとつこれが解決され

てゆきます。当然、フレッシュで創造的な意欲に

燃えた若い日航マンに課せられる期待1ま大きく、

責任は重いといわねばなりません。

現に、国内各部署はもちろん、海外各地に若手日

航マンが続々と派遣され、責任ある地位で、日航

の今日を動かしています。いっそうの発展期をむ

かえて、学究を巣文たれる若い皆 さまに期待する

所以です.

ム'ハ」冨3
,

4'」7
ロ

」鴇ρ四」M

 

鵠

ノ
●本航空

 

日るな世界の空へ飛躍す大 き
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